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　関東大震災から 100 年を迎えるなか、 首都圏地域における減災 ・ 防災

体制のあり方が多方面で議論 ・ 検討されています。 特に、 首都直下型地

震への対策は喫緊の課題であり、 地域における歴史文化の保存 ・ 継承に

向けた関係構築や組織整備、 担い手の養成など、 様々な議論と実践が行

われています。

　 地 域 社 会 を 機 軸 と し た 災 害 対 策 や 資 料 保 存 ・ 継 承 の 活 動 に 関 し て は、

1995 年阪神 ・ 淡路大震災を直接の契機として、 その後多発する自然災害

などへの対応をとおして全国各地で取り組まれています。 首都圏において

も 「資料ネット」 や史料調査会などの地域活動も盛んに行われており、 災

害対策に限定されない資料調査や保存活動などを目的とした多様な活動が

進展しています。

　大学や博物館、 文書館、 図書館など、 多様な立場の人びとが首都圏地

域を拠点に活動するなか、 地震や台風 ・ 豪雨などの大規模災害に対してど

のような備えが求められるのでしょうか。 災害発生時には、 分野や立場を

超えた横断的な連携が必要となりますが、 日常的な活動の持続や災害を想

定した準備や協力関係の構築など、 首都圏という地域の性格に応じた整備

を検討する必要があります。

　今回の研究交流集会では、 首都圏地域における資料保存や災害対策の

現状を確認し、 今後の課題と展望を議論していきます。
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　皆様、 こんにちは。 人間文化研究機構機構長の木部と申します。

このたびは、 全国史料ネット研究交流集会 in 首都圏にお集まりくださいまして、 誠にありが

とうございます。 開会にあたり、 主催者の 1 人としてご挨拶を申し上げます。

　はじめに、 この度の石川県能登地方を震源とする令和 6 年能登半島地震により、 お亡く

なりになられた方々に、 謹んでお悔やみ申し上げたいと存じます。 それとともに、 被災なさっ

た皆様に、心よりお見舞いを申し上げます。 地域の方々は今も寒さの中で大変な生活を送っ

ておられるというふうにうかがっております。 1 日も早い復興をお祈り申し上げたいと思いま

す。

　能登半島地震で被災した文化財の救済については、 国立文化財機構文化財防災センター

に設置されました、 文化遺産防災ネットワーク推進会議と文化庁とで協議がおこなわれて、

同センターが事務局となって、 文化財レスキュー事業と文化財ドクター派遣事業が開始され

たとうかがっております。 また、 本交流集会でも緊急情報交換会が予定されているというこ

とですので、 それをうかがって、 私どもにいったい何ができるのかということを改めて考えて

まいりたいと思います。

　今年はこのように能登半島地震という厳しい年明けになりましたが、 実は首都圏地域も、

関東大震災からすでに 100 年が経ち、 直下型地震への対策がまさに喫緊の課題となってお

ります。 首都圏地域における減災 ・ 防災体制のあり方が今、 多方面で議論 ・ 検討されてい

るところですが、 第 10 回となります本研究交流集会でもこの問題をテーマとして取り上げる

こととなりました。 首都圏地域という、 いわば特殊な環境に起因する問題もあるかと存じま

すが、 まずは、 首都圏地域における資料保存や災害対策の現状を確認して今後の課題や

展開について皆様と議論してまいりたいと存じます。

　さて、 大学共同利用機関であります人間文化研究機構は、 個別の大学では維持が困難な

大規模な施設・設備や、膨大な資料を国内外の大学や研究機関の研究者の皆様に提供して、

それをつうじて共同研究を推進することを使命としています。

　この集会を主催しております、本機構の歴史文化資料保全の大学・共同利用機関ネットワー

ク事業、 歴ネット事業と私どもは呼んでおりますが、 これは本機構の国立歴史民俗博物館と、

東北大学、 神戸大学が中心となりまして、 日本各地の大学や地域に設置されている資料ネッ

トと連携して歴史文化資料の調査および保全活動の全国的なネットワークの構築を目指して

おります。 同時に、 地域との対話をとおして資料保全の課題を発見し、 共同研究をとおして

大学共同利用機関法人　人間文化研究機構機構長

木部　暢子
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その解決の糸口を探るという、 本機構の重要な共同研究の取り組みのひとつと位置づけら

れております。

　国立大学や大学共同利用機関では、 2022 年から第 4 期中期目標 ・ 計画が始まりまし

た。 本機構では、 多様な歴史文化資料が多くの分野の研究者や地域の方々にさらに活用さ

れていくために、デジタルヒューマニティーズの推進をこの期の目標に掲げております。 今後、

地域に蓄積された貴重な歴史文化資料を保全すると同時に、 これらの資料のデジタル化や

データベースの構築を進めてまいる計画でございます。 これらの事業につきましても、 資料

ネットの皆様と連携して推進できればと考えております。

　最後になりましたが、 本交流集会のために会場をご提供くださいました一橋大学様、 それ

から本交流集会を準備くださいました実行委員会の皆様、 関係者の皆様に厚く御礼を申し

上げます。 それでは、 本日と明日の 2 日間有意義な議論が行われますことをお祈りいたし

まして、 挨拶に代えたいと存じます。
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　みなさん、 こんにちは。

　第 10 回全国史料ネット研究交流集会の実行委員長を仰せつかりました、 千葉歴史 ・ 自

然資料救済ネットワークの久留島でございます。

　まず、さきほども、木部人間文化研究機構長が述べられたので、くりかえしにはなりますが、

今年の元日に起こった能登半島地震では、 多くの方が犠牲になり、 想像もつかないほどの

家屋が被災しました。 心からお見舞い申し上げるとともに、 少しでも早く安心して暮らせる

ようになることを祈念致しております。

　さて、 第 10 回全国史料ネット研究交流集会の実行委員長として、 ひとことご挨拶申し上

げます。 まず、 WEB でのご参加も含めて、 これほど多くの方にご参集いただいたことに驚

くとともに感謝申し上げたいと思います。

　能登半島地震のあと、 千葉県内でも地震の巣と呼ばれている地域を震源として震度 4 の

地震が起こりました。 15 日には、 京都府南部を震源とする地域で震度 3 の地震が起こって

います。 実はこの日だけでも、 震度 3 の地震は新潟県の上越でも佐渡でも、 石川県能登

地方でも起こっています。 これらは、 能登半島地震に関わるものだとは思われますが、 規

模の小さな地震は、 毎日どこかで確実に起こっています。 首都直下型地震は、 今後 30 年

の間に 70 ㌫の確率で起こるとも言われており、 関東大震災から 100 年、 安政大地震から

180 年となっていることから、 首都圏を巻き込んだ大震災が起こる、 勿論起こって欲しくは

ありませんが、 その可能性が高いことは心配です。 大地震が起これば多くの人命が失われ

ること、 マンション ・ 家屋だけでなく、 交通機関や水道 ・ ガス ・ 電気のインフラに大きな影

響が出ることは明らかですし、 情報手段も万全ではなくなるはずです。 しかも、 首都機能が

麻痺するとどのような状況になるのか、 まったく想像もつきません。 関東大震災の記録は参

考にはなりますが、 実際に起こったときに、 わたしたちはどのような行動をとったらよいので

しょうか。 安政の大地震では、 東海 ・ 東南海 ・ 南海という地震源で地震と津波が連動して

発生しておりますので、 そのための警戒も不可欠です。

　わたしたちが、 今回、 研究交流集会イン首都圏とわざわざ 「首都圏」 を入れたのにはいく

つかの理由があります。 くわしくは、 趣旨説明で触れられるので、 そちらに譲りますが、 第

一に、 先ほど述べたように、 起こって欲しくはありませんが、 地震 ・ 津波の被害を受ける可

能性が高い地域で、 その規模や範囲は想像もつかないということです。 ここでいう首都圏と

は、 さしあたり、 この 50 年ほどの間におおきく開発されたいわゆる water front 地域や

第 10 回全国史料ネット研究交流集会実行委員長

久留島　浩
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関東大震災でも大きな被害を受けた東京の東部 （江戸川区 ・ 葛飾区 ・ 荒川区などでしょう

か） と湾岸の工業地帯など、 すなわち神奈川 ・ 東京 ・ 千葉にまたがる地域であり、 昼間は、

周辺から多くの人びとが集まる地域を想定しています。 東日本大震災の時の帰宅困難状況

を想起するまでもなく、 多くの犠牲者が生まれる可能性があるだけでなく、 まさに首都機能

の中心を担っているところであり、 これを首都圏中核部分だとすると、 その外側に首都圏中

核部分への通勤 ・ 通学圏でもある、 神奈川 ・ 千葉の内陸部から埼玉県が拡がり、 さらにそ

の外側には、 茨城 ・ 群馬 ・ 栃木県があります。 わたしは、 江戸時代が専門だったので、 江

戸のヒンターランドとしての関八州 （武蔵 ・ 相模 ・ 上総 ・ 下総 ・ 安房 ・ 上野 ・ 下野 ・ 常陸）

が思い浮かびますが、 これに甲斐と伊豆を加えると山梨県 ・ 静岡県東部も、 なんらかのか

たちで被災する可能性もあると同時に、 中核的な首都圏のレスキューのうえで大きな役割を

果たすことが期待される地域です。

　第二に、 国立文化財機構に文化財防災センターが置かれ、 いざというときに文化財を救

済する体制は急速に整ってきましたし、 広義の首都圏については、 文化財防災センターの

スタッフが各県をていねいにまわって、 各県ごとの防災体制を把握しておられます。 文化財

保護法改訂以来、 各都道府県で 「文化財保存活用大綱」 の策定が進められ、 たとえば千

葉県でも、 災害発生時の支援体制モデルは少なくとも図示されております。 そのなかには、

全国歴史民俗系博物館協議会も千葉歴史 ・ 自然資料救済ネットワークも組み込まれていま

す。 東京都でも現在 「大綱」 は作成中ということですし、 博物館間での連携は進んでいる

ようです。 具体的にどのようになっているのかについては、 わたしにはまだ把握できておりま

せんが、 都と区の間の連携も協議されているようです。 もっとも、 関西では、 関西広域連

合という府県の連絡組織ができているのに対して、 この広義の首都圏では、 そうした動きが、

少なくともわたしには見えておりません。 また、 神戸大学を中心に西日本大学協議会が組織

されているようですが、 首都圏大学協議会は、 人間文化研究機構の 「歴史文化資料保全

の大学 ・ 共同利用機関ネットワーク事業」 （歴ネット事業） で始まったばかりです。

　第三に、 この間、 首都圏では、 群馬歴史資料継承ネットワーク、 とちぎ歴史資料ネットワー

クが立ち上がりました。 既設の千葉 ・ 神奈川 ・ 茨城史料ネットや那須資料ネット、 NPO 法

人として積極的に活動している歴史資料継承機構じゃんぴんなどとともに、 首都圏の資料

ネット相互の連携を深める時期に来ており、 この第 10 回大会を 「イン首都圏」 として開催

することでさらに連携 ・ 交流を深めていきたいと思っています。

　もう一つ付け加えますと、 とくに高度経済成長以降、 首都圏に移動してきた人びとが出身

地域から携えてきた資料や、 首都を基点として幅広い活動をする人びとが作成したさまざま

な近 ・ 現代資料の所在を把握することも首都圏ならではの課題といえるかもしれません。

　あらためていうまでもなく、 地球温暖化の影響で、 全国各地での水害などの自然災害も

頻発するなかで、 大規模自然災害のときに、 もっとも弱いのが、 文献資料、 なかんずく民

間資料を中心とする地域歴史文化資料だと思います。 わたしは、 かつて地域に残る近世の

史料調査を行い、 おもに村落の研究をしてきましたし、 1990 年代からは山梨や千葉で県
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史編さん事業のお手伝いをしてきましたが、 自然災害以前に、 少子高齢化と地域の人口減

の急速な進展や地域間格差の拡大のなかで、 地域社会が衰退し、 多くの歴史文化資料が

失われる様子をかいま見てきました。 こうした地域歴史文化資料についての情報は、 広く共

有できていないと、 自然災害のときには手の打ちようがありません。

　災害時の救済だけでなく、 日常的にも、 地域歴史文化資料の調査 ・ 研究 ・ 保全と活用を

する全国の史料ネットは、 現在約 30 を数えるまでになっていますが、 首都圏で地震 ・ 津

波が起こったときにわたしたちはどのように行動するか、 資料ネット相互の連携だけでなく大

学 ・ 博物館 ・ 資料館 ・ 図書館や行政ともどのように連携していけるか、 おもに首都圏での

活動の現状と問題点も含めて、 会場参加、 WEB 参加のみなさんと一緒に議論できればと

思っています。 積極的な発言、 そして有意義な交流の場となれば幸いです。

　最後になりましたが、 今回、 主催をともにしていただき、 最大の助力をおしまなかった、

木部暢子機構長をはじめとする人間文化研究機構のみなさん、 懇親会も含めて会場のお世

話をしていただいた若尾政希、 石居人也さんをはじめとする一橋大学社会学研究科のみな

さん、 報告、 司会を快く引き受けて下さったみなさん、 そして、 なによりも、 遠くから参加し

てくださったみなさんに感謝申し上げて、 わたしの挨拶とさせていただきます。
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　第 1 セッションの司会を務めます、 国立歴史民俗博物

館の工藤航平と申します。 どうぞよろしくお願いいたしま

す。

　この第 1 セッションにつきましては、 はじめての首都圏

開催ということもあり、 「首都圏地域の資料保存活動と災

害対策」 というテーマを立てておこないたいと思います。

時間も押していますので、 私からは端的に内容について

ご説明させていただきます。

　これまでの開会挨拶などでもございましたが、 関東大震

災から 100 年、 そして遠くない将来に、 首都直下型地震

というのも想定されている現在、 また局地的ではあります

がほぼ日常的にさまざまな自然災害が発生しており、 各

地の資料ネットによる救済活動もおこなわれています。

　そのようななかで、 やはり関東地域における資料保存の

これまでの経過と現在を改めて確認いたしまして、 その

多様な活動をとおして表出した課題や可能性といったもの

を、 探りつつ検討していきたいというふうに考えておりま

す。
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白井　哲哉

茨城文化財 ・歴史資料救済 ・保全ネットワーク／筑波大学

首都圏地域における資料救出ネットワーク構築の可能性を考える

報告 1

はじめに

　白井と申します。 冒頭で木部機構長さん、 それから久

留島実行委員長さんもお話しになっていましたが、 私から

も一言。 元日に起きました、 能登半島の地震で被害を受

けた北陸地方の皆様に心からお見舞い申し上げます。 実

は、私は母が富山出身で、富山市内に住んでいる親戚が、

やはり避難所に行っておりました。 家の付近でだいぶ液

状化が起きたというようなことを聞いております。 被災さ

れた方の 1 日でも早い、 安心できる生活が戻ることを祈

念申し上げます。

　さて、 依頼を受けてつけたタイトルが 「首都圏地域にお

ける資料救出ネットワーク構築の可能性を考える」 です。

私は元々日本近世史専攻で、 いつの間にか災害アーカイ

ブをやっている人間なのですが、 江戸 ・ 東京を考えてみ

れば、 過去 400 年、 政治権力の中心地であり続けたと。

首都圏地域には人口が増え続けた。 人口が流入し続ける

のですが、 実は東京の （後でいう都心部） を考えると、

そこに複数世代で住んでいる、 3 代住むと江戸っ子なん

て言っていましたけれども、 そういう人達はどんどん減っ

ているのです。 だからほとんどが、ある意味新住民の方々

が多くなってきている。

　今日話すひとつのポイントは、 それこそ江戸時代の終わ

りから官立 ・ 私立の高等教育機関が設立されて、 全国

から学生が集まってきている場所という点です。 それか

ら過去 150 年、 首都圏地域の土木工事と開発が進んだ

のですけれども、 最後のほうで出てくるのですが、 交通

網などの基盤整備は今も地域的な制約を受けております。

そして、 過去 100 年、 首都圏地域は大災害の直撃をほ

とんど受けていない。 いや、 たくさんありますけれども、

100 年前に先程木部機構長さんもおっしゃいました関東

大震災がありましたが、 その後、 特に、 後で規定する首

都圏を直撃した災害はあるかなと思って調べなおしたので

すけれども、 昭和 22 年 （1947 年） のカスリーン台風

による利根川 ・ 荒川の堤防決壊がかなりな被害だったの

ですけれども、 これを除くと小規模 ・ 中規模というものを

除けば、 それこそ都心で起きた災害はここより大きいもの

はそうないのではないかと思います。

　そういう首都圏地域で資料レスキューを構想する上での

前提や特徴、 その課題などを個人的に考えてみるのです

が、 関東で長く住んでいらっしゃる方以外の方が聞いて

いるということを前提に、 歴史資料の調査や歴史資料の

保存という観点からみると関東ってこういうところだという

ことを、 この後の報告のイントロダクションにもするつもり

で作ってみました。

1. 対象地域イメージの共有

　対象地域のイメージの共有ということであります。 まず、

関東というと 1 都 7 県。 1 都 6 県が関八州なのですけれ

ど、 そこに山梨、 甲斐の国を入れると、 本当は伊豆を入

れなければいけないのですが、 これが関東のイメージで

す。 首都圏 1 都 3 県、これは先程久留島さんもおっしゃっ

ていましたが、 この真ん中になります。 江戸時代だと俗に

一夜泊まりといって、 江戸から 1 泊 2 日で行けるところ。

これはだいたい徳川家臣団の旗本の領地が細かく設定さ

れた場所になります。 関東の方はご存知だと思いますけ

れど、 首都圏中央連絡自動車道、 圏央道はだいたいこ

の外縁です。 そして都心部というと、 御府内、 江戸町奉

行所範囲内になるのですけれど、 このさらに真ん中、 今

でいうと山手線＋αくらいの広さです。 だいたいこれが

関東、 首都圏に住んでいる人間の地域理解だというよう

な話でもあるので、 ご理解いただきたいと思います。
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2-1. 首都圏の歴史資料をめぐる散逸の画期

　この首都圏地域における資料保存の前提 ・ 特徴という

話をするのですが、 いきなり何を言いだすのかと言われ

そうですが、 中世末の権力の交代と、 近世の領主支配が

複雑だという話。 福島の阿部さんのご専門なので笑われ

そうですけれども、 要は、 中世の終わりに戦国大名が関

東はほとんど全部入れ替わっているということがひとつ。

それから、 江戸時代の半ばに先程言いました、 江戸幕府

が旗本の領地を先程の首都圏の範囲にたくさん設定した

のです。 その結果何が起きているかというと、 現在、 江

戸時代前期以前の資料は極めて少ないのが関東。そして、

江戸時代中期以降の資料は、 まとまっているというよりは

少量が分散化していると、 分散してひとつの村の中で何

人もの旧家が持っているという、 そういう状態になってい

る。 これが、 ひとつの特徴になるということは申し上げて

おきたいです。

　それから、 もうひとつは、 資料の散逸の画期というのは、

何といっても第二次世界大戦の敗北の衝撃でして、 これ

は当時の年代の方から聞かされている話で、 歴史資料は

価値がないものだという風潮が、 当時昭和 20 年代の半

ばくらいにはあったと。 このときに、 特に関東 1 都 7 県の

近世 ・ 近代の歴史資料が、 都内の古紙問屋だとか古書

店に大量に流出しました。 これが、 かの文部省 「近世庶

民史料調査委員会」 の事業の一背景にもなっているわけ

です。 近年はネットオークションなどで資料散逸が起きて

いるということはわかっていますけれども、 おそらく、 特

に第二次世界大戦直後のような大規模な資料散逸はそう

多くはない、 ないとは言いませんが、 多くはないのではな

いかと想像しております。 そう思う理由は、 たぶんこの後

の話でお分かりいただけると思います。

2-2. 都心部における散逸歴史資料の収集

　先程、 関東の資料が都内の古紙問屋や古書店に流出し

たと言いましたが、 実際どうだったかといいますと、 デー

タを作ってみました。 旧武蔵国、 これは埼玉県の全部と、

東京都の全部と、 神奈川県の川崎市の全部と、 横浜の

大半なのですけれども、 ここに関係する歴史資料が収集

された状況というのを調べられるだけ調べてみました。 こ

のときに、 この関東の、 特に首都圏の資料を集めたとこ

ろが主な機関が 3 つ。 慶應義塾大学文学部の古文書室、

明治大学刑事博物館、 それから文部省史料館、 この 3

つが主に集めました。 データをとってみると延べで 125

件 （というのは、 だぶっているところがあるのですけれど

も） となります。 これが、 江戸時代後期の武蔵国の村の

数が 3,042 か村あるので、 だいたい 4%。 これだけで

はないわけで、 どんなに少なく見積もっても 1 割はいくだ

ろうと。 武蔵国全部の村の 1 割の資料が、 このときこの

数年で流出した ・ 散逸したというのは、 少ないとみるか多

いとみるかはわかりません。 けれども、 ちっぽけだという

ものではないと思っています。ちなみに、慶應義塾大学は、

古紙問屋から野村兼太郎さんという方が購入したと聞い

ています。 明治大学と文部省史料館は、 それぞれ古書店

から買っております。 ただ、 見ていると、 東京に流出した

資料は、 首都圏 1 都 3 県のものが多かったようです。 ど

うしてこういう収集をしたかといえば、 やはり当時盛り上

がった地方史研究の潮流があったというふうにいえるで

しょう。

2-3. 都心部の若手研究者による調査研究活動

　こういうなかで、 ひとつ関東の特徴としていえるのは、

都心部の大学や研究所にいる若手の研究者が、 独自に

色々な古文書の調査活動をやったということです。 大学 ・

研究所 ・ 史料編纂所 ・ 文部省史料館も全部含みますが、

特に戦後、 大学の枠にとどまらずに関東各地で資料調査

研究活動を展開した集団というものがありました。 一番古

いものは、 関東地方史研究会という、 もうほとんど知ら

れていない、 忘れ去られているのですけれど、 そういうと

ころが 1950 ～ 1955 年の間に活動していると。 これを

説明しているとこれだけで何分も喋れてしまうので、 見て

いただくだけにしていただきたいと思いますが、 民科事務

所と言ってわかる人が何人いるか知りませんけれども、 そ

ういう団体の事務所から始まって、 日本大学の村井益男

さんの研究室から明治大学に移って終わる。 これを見て

いただくと、 東大 ・ 教育大 ・ 慶應 ・ 早稲田 ・ 明治 ・ 國學

院、 そういう大学の学生たちがいっぱいいるということで

す。 こういう人達が千葉県 ・ 群馬県 ・ 栃木県 ・ 埼玉県で

古文書の整理をして、 自分達の勉強会で児玉幸多さんを

呼んできて、 「近世庶民資料の取扱い方」 という勉強会

までやっているという。 この後、 甲州史料調査会の話が
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ありますけれども、 そういう活動の、 おそらく 1 番最初に

なるものがこれであります。

2-4. 関東の地方史研究団体 ・ 研究者と資料調

査

　そういった活動を若手がやっている間に、 各地の地方

史研究団体というものが戦後になって新たにできてくる

と。 ざっと挙げてみました。 特に、 その研究団体が資料

調査をやっているかどうかをポイントにしています。 群馬

は、 やはり群馬文化の会だろうと。 ここは資料調査をやっ

たことは調べられなかったのですが、 当時群馬大学にお

られた山田武麿さんなどがやっていたことがわかっていま

す。 群馬といえば、 日本の資料保存運動についての大恩

人というべき井上定幸さんも群馬であります。 栃木は下

野史学会が、 宇都宮 ・ 足利 ・ 下都賀などという、 だいた

いこれは栃木県の南部で資料調査をやっている。 大島延

次郎さんや秋本典夫さんという方が活躍している。 茨城

は、 1962 年に近世史料調査会というものができている

のですが、 1950 年代の半ばから活動していることはわ

かっています。 これが現在の茨城地方史研究会に続いて

いて、 現在も茨城地方史研究会は資料調査活動を、 特

に東日本大震災の後、 精力的に続けておられます。 埼玉

は、 先程の関東地方史研究会におそらく触発された節が

あるのですが、 1952 年に埼玉県地方史研究会というも

のができて、 今も続いています。 初期は県教委と連携し

て、中世文書や近世文書の調査をやっていることがわかっ

ています。 東京は都内では見つけられない。 都内という

と 23 区です。 都下というのは、 多摩地域なのですけれ

ど、 武蔵野地方史研究会というものができて色々な活動

をやっていた。 この中心は伊藤好一さんです。 これがそ

の後関東近世史研究会になりました。 神奈川は、 こうい

う全県的規模の会は、 僕の知る限りない。 僕は横浜の生

まれの人間ですけれど、 全然知らない。 1984 年に神奈

川地域史研究会というものができて、 私は設立時からの

会員でしたけれども、 2014 年に活動を停止しています。

千葉 ・ 都内 ・ 山梨では、 こういった活動を今のところ見

つけることができていません。 こういう会のあるなしが、

地元の研究基盤や調査基盤のあるなし ・ 強弱に関わるだ

ろうと思います。

2-5. 所在資料の悉皆調査と自治体史編さん事

業

　それから、 これは関東の特徴だと思いますが、 その自

治体内における所在資料の悉皆調査というものをやりま

す。 それと自治体史編さん事業も関わってくる。 文化財

調査の話は、 この後黄川田さんがなさると思うので一切

触れませんが、 これは後でもいいますが、 特に東京都は

1954 年～ 1972 年頃にかけて、 東京都文化財総合調

査というものをやります。 そして、 そのちょっと後に神奈

川県史の編さん事業があって、 神奈川県史の編さん事

業は神奈川県内の全ての江戸時代の村の資料の所在悉

皆調査を行っております。 埼玉県の場合、 県史の編さん

は 1977 年から始まるのですけれど、 それに先行して市

町村史が先に進んでいます。 浦和 ・ 所沢 ・ 戸田というと

ころが地域の所在資料の悉皆調査をみんなやっているの

です。 それの報告書 ・ 目録を全部作っている。 これが進

んでいる上に、 実は埼玉県史というのは始まっていった。

首都圏では残存する歴史資料が、 最初に申し上げたよう

な規定性で決して多くないと私は思っておりまして、 それ

もあるから特に市町村レベルで所在資料の悉皆調査とい

うものが可能であったというふうに思っています。 なぜこ

れを言うかというと、 今から 20 年以上前に、 私は大阪

の博物館学芸員の方々と、 博物館と歴史学のあり方を考

える会というものが当時あって、 そこに顔を出していたの

ですけれども、 そのときに、 関東では悉皆調査ができる

かもしれないけれど、 関西では無理なんだということをず

いぶん言われました。

2-6. 関東の自治体における資料保存活用施設

の設立

　そういう関東で自治体が作る資料保存活用施設という

ものはどういう動きをみせるかといいますと、 図書館につ

いては全国的に 1950 年代に図書館地域資料が盛り上

がって、 古文書の話がだいぶ議論されました。 しかし、

1970 年代からその活動は低下していきます。 2000 年

に入ってから少し盛り返しているところです。 アーカイブ

ズについて、 日本初の文書館は山口県文書館であること

は有名ですが、 関東はその後続いて作ったところで、 東

京都公文書館、 埼玉県立文書館、 茨城県立歴史館は博
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物館と併設、 そして日本最初の市町村立文書館は神奈川

県の藤沢市です。 今でもやはり関東はこういう施設が多

いと思われます。 博物館については、 やりだすとキリがな

いのですが、 関東でいうとかなり早い時期、 1959 年に

千葉県野田市 ・ 埼玉県浦和市 ・ 神奈川県横須賀市 ・ 東

京都小金井市で同じ年に博物館が作られている。 ちょっ

と遅れて東京都世田谷区ができているという状態です。

この首都圏の博物館では、 1990 年代に入ると近世 ・ 近

代史の専門の学芸員が採用されていることが増えてきま

す。 私もそのひとりでした。 どういうことかというと、 だい

たい先行して博物館というところは、 古美術や考古、 民

俗などの資料を多く入れていたわけですが、 この頃から

古文書 ・ 歴史資料の収蔵が可能になる基盤ができていっ

たということです。 ちなみに、 これは文部科学省の 「社

会教育調査」 を使って、 総合博物館と歴史博物館の数を

出してみました。 群馬 9 ・ 栃木 10 ・ 茨城 10 ・ 埼玉 16 ・

千葉 27 ・ 東京 51 ・ 神奈川 21 ・ 山梨 9 という数が出

るのですが、 参考に宮城 8 ・ 新潟 18 ・ 長野 39 ・ 京都

20 ・ 兵庫 18 ・ 岡山 10 ・ 福岡 19 です。 比べてみてい

かがでしょうか。 あくまでもただの指標なのですけれども、

関東は決して少なくないだろうと思います。

2-7. 資料保存にかかわる自治体機関 ・ 組織の

連携

　こういうふうな自治体の資料保存施設の整備のなかで、

資料保存に関わる関東の自治体の機関 ・ 組織の連携で

あります。 文化財の話は一切しません。 図書館も時間が

ないのでやりませんが、 ここでは史料保存協議会、 史料

協といわれるものと博物館協議会だけリストアップしまし

た。 いわゆる史料保存協議会といわれるものの 1 番最初

は埼玉で、 1974 年、 市町村史編さん連絡協議会、 すな

わち市町村が市史の編さんをするためにお互い情報交換

をする会としてできて、 このときに 「編さんから文書館へ」

というスローガンをたてて、 編さんで集まった資料をその

後どう保存していくかということを射程に入れた議論を始

めたということです。 それが史料保存活用連絡協議会と

いうものに名前を変えるのが 1991 年。 この前後に茨城

で作られ、 ただ、 茨城は 2009 年に活動停止しています。

それから、 神奈川が作り、 千葉、 群馬というふうに作ら

れていきますが、 栃木と東京と山梨では作られていませ

ん。 博物館協議会は全部調べきれなかったのですが、 だ

いたいあります。 古いところは古いのですが、 山梨には

ないということです。 こうしてみると、 栃木 ・ 都内 ・ 山梨

で資料保存に関わる行政的な連携を強いということはい

えないだろうと。 神奈川もちょっと強いとはいえないかな

と思っています。

2-8. 関東の資料ネット組織

　こういうなかに、 資料ネット組織ができてきた。 関東 1

都 7 県の資料ネット組織の一覧を作ってみました。 みて

のとおり、 埼玉 ・ 東京 ・ 山梨にはない。 資料ネットの組

織は地方国立大学に事務局を置くことが多いですが、 埼

玉県地方史研究会ができたとき、 事務局は埼玉大学に

あったのですけれど、 その後それを移しています。 現在、

埼玉県地方史研究会は、 埼玉県および市町村の歴史関

係の行政職員によって運営されております。 なので、 埼

玉は今のところ行政主導が強いので、 このような資料ネッ

トの動きというものは、 少なくとも民間ボランティアのかた

ちではみることができないということです。 東京は後ほど

お話になるでしょう。 山梨も、 これは西口さんにお任せし

たいと思います。

3-1. 多摩地域を中心に

　東京の話を少ししてみたいと思います。 東京における歴

史資料の調査と保存体制ということで、 多摩地域、 今、

国立は多摩ですけれども、 この地域のお話をしたいと思

います。 というのも、 都心 23 区の話はしづらいという

ことがあります。 ただ、 最初の話からいくと、 東京の歴

史資料の調査と保存体制を考える上では、 「東京市史

稿」 の編さん事業の話をしないわけにはいかない。 これ

は 1901 年に始まって、 数年前の 2021 年に終わった。

120 年におよぶ自治体史編さん事業が進んでいたわけで

す。 これは都の全域で資料調査を行っています。 当然、

その中心は、 お江戸の地域、 都心部なのですが、 ここで

調査をして大量の資料の写本を作っています。 それに基

づいて、 資料集成、 全部で 184 冊を作っているのです。

その間に、 1923 年 （大正 12 年） に関東大震災を受け

ていて、 このときに、 市史稿の編さん室は被災を免れた

のですが、 このとき都心にあった江戸の資料は、 相当失
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われている。 しかし、 その写本を作っていたので、 なんと

か今に伝えられているものがある。 かの有名な 「藤岡屋

日記」 は、 現在原本は燃えていますけれども、 市史稿が

作った写本で僕らはそれを知っているということです。 ま

た、 東京大空襲のときは市史稿のスタッフがいち早く避

難をしたので、 何とか被災を免れた。 これによって、 実

は東京の中心部の資料がかろうじていくつか伝わってい

る部分があります。 その後、 戦後になりまして、 1950 年

代の半ばから東京都文化財総合調査というものが行われ

た。 これは、自然から考古、民俗、建築と色々なことをやっ

ているのですが、 そのなかに文書調査班というものがあ

りました。 これを統括したのは伊木寿一さんという方で、

立正大学教授で明治大学の講師をやった人です。なので、

この人が調査員として使ったのは、 立正大学の北原進さ

んであり、 明治大学の木村礎さんだったのです。 おそら

くは木村先生が伊藤好一さんに声をかけて、 この 3 人が

ほぼ都の全域を歩いています。 全部はまだ確認できてい

ませんが、 ようは東京都の全域を、 これで、 先程言いま

した悉皆調査を行っているのです。 その報告書が簡単で

すが残っております。

3-2. 多摩地域を中心に

　その後、 多摩地域でも自治体史編さん、 市町村史編さ

んというものが進んでいきます。 実は、 たまたま今私は、

東京奥多摩のほうの青梅市の手前に羽村市というところ

があります。 ここの市史の編さんに関わっていて、 その話

をちょっとしますと、 この西多摩郡羽村町 （羽村市） の例

で、 1964 年の先程の東京都の調査では 8 か所確認さ

れています。 その後、 1974 年に羽村町史が刊行され、

1985 年に郷土博物館が開館されていて、 ここにも資料

が入っているのですが、 1978 年で 9 か所、 1 か所増

えていると。 今回の市史編さんでは、 仮に 2020 年とや

りました、 数字を正確なものを持ってこられなかったので

すが、 2 か所程度増えています。 ということはほぼ散逸

していないのです。 それは、 継続して調査が行われてい

る、 あるいは博物館などの資料保存施設ができていると

いうことは、 確実に資料散逸のブレーキをかけているとい

うことがいえるでしょう。 それから、 東京多摩地域もそう

なのですが、 こういう自治体の調査というよりは、 色々な

研究者の独自の資料調査というものがたくさん行われて

います。 先程 1950 年代の関東地方史研究会の話をし

ましたけれど、 1950 年代後半の多摩地域の資料調査で

は、 木村礎さんと色川大吉さんの調査というものを外す

わけにはいかないのです。 ご承知のとおり、 色川さんは

まだ始めた頃は東京経済大学に勤めていない、 その頃か

ら歩き出して、 木村礎さんとすれ違ったりして、 東京経済

大学に勤めてからもずっと多摩の調査をした結果、 1968

年にかの 「五日市憲法」 を発見するという、 そういう流

れになるわけです。 ですから、 あそこにたどり着くまでに

十数年かかっている。 関東地方史研究会以来、 首都圏

で地域の歴史資料に関与する研究者は膨大です。 1970

年代に入ってからだと、 1975 年に三多摩の郷土資料研

究会、 これは図書館の地域資料の担当の司書の方々の

勉強会ですが、 ここで古文書 ・ 歴史資料を図書館地域

資料として再評価しているということがあって、 ですから

多摩では図書館も活躍しています。 そして、 1978 年に

三多摩公立博物館協議会というものが発足する。 東京都

の博物館協議会というものもあるのですけれども、 そこと

ここは別物だとお考えください。

3-3. 多摩地域を中心に　若干のまとめ

　若干のまとめ。 三多摩を中心とする東京都は、 歴史的

経緯による残存する資料の少なさもあって、 悉皆調査も

進むし、 多様な調査が行われてきたと。 それらの一部は、

地域の色々な施設が受け入れていると。 その意味で、 あ

る程度資料のリスティングはできているといえるでしょう。

ただ一方で、 地域に関与した研究者は膨大にして複雑な

関係があります。 ですから、 ここに災害が起きて入ってい

こうとするときは、 行政側との円滑な関係構築と人的ネッ

トワークの把握が求められると思います。

4-1. 公文書レスキューの連絡 ・ 運営を振り返っ

て

　どういう課題がこの後あるかといいますと、 私が 2015

年に経験した常総市のレスキューの話から振り返ります。

経緯はざっと書きましたが、 これは本を出したことがあり

まして、 ここに全部まとめてあるので、 それを後でご覧い

ただきたいと思います。 自治体 ・ 関係施設 ・ 人間の連携

のフローというものを作ったことがあります。 これも拙著
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に載せていますのでご覧ください。

　運営の問題と人の問題だけ申し上げます。 このレス

キューをやったときに、 事実上役割分担がありました。 特

に決めていたわけではないのですけれども。茨城史料ネッ

トの高橋代表のやった役割。 それから、 茨城県立歴史館

の役割。 副代表の私の役割。 それから、 このときは国文

学研究資料館の青木睦さんと連携していたのですが、 青

木さんの役割。 それから、 青木さんが声をかけていただ

いた、 フリーアーキビストというべき林貴史さんの役割。

そして、 地元自治体の常総市総務課の倉持さんの役割と

いうことで、 それぞれが役割を果たしまして、 要は、 あれ

が円滑に進んで上手くいったとするなら、 最低でも 6 人

が中心的に関わっているということです。 そのぐらいの人

間が必要だということです。

4-2. 公文書レスキューの参加者を振り返って

　それから、 参加者なのですけれども、 関東一円からお

かげさまであのときボランティア参加を得られました。 た

だし、 公文書を扱ったということもあって、 一般の市民

の呼びかけはしなかったのです。 ですから、 全部何らか

のかたちで専門職の方に来ていただきました。 それから、

北関東からの参加も多く、 また、 東京からの参加も多かっ

たのですが、 これは小貝川だからよかったようなものの、

仮に利根川の本流が氾濫して、 昭和 22 年のカスリーン

台風みたいに、 埼玉東部低地、 および東京低地を襲うよ

うな水害が起きたときは、 北関東や千葉から応援に来る

ことは極めて難しくなります。 地形的な理由から。 そうい

うことを考えると、 東京を対象とする第一次的な救出体制

というものは、 東京 ・ 埼玉 ・ 神奈川 ・ 山梨でまず作れる

ように考えたほうがよいのだろうと思っています。 それか

ら、 一般のボランティアの参加は受け入れなかったのです

が、 その後、 常総市の水損公文書の修復作業では、 継

続的に通う市民ボランティアの方々がおりました。

　専門機関や団体の職員がスムーズに参加できる枠組み

の整備は必須。 これは常総市のときには、 茨城県教育委

員会と連携して、 公印を押した依頼状を作りました。 そ

ういうことは今後必要になるでしょう。 それから、 人口の

多い都市部で一般市民の資料救出ボランティアをどう呼

びかけるか、 受け入れるか、 想定するかということです。

前のほうで、 かつての地方史研究団体の話をしましたが、

そういう会も少なくなり、 集まる人も少なくなって、 郷土

史家もいなくなってきているのが首都圏の現状です。 しか

し、 新住民が多く集まる歴史の会やサークルは今でも結

成されています。 個人的に知っているところでは、 1991

年に多摩地域史研究会というものができて、 年大会 1 回、

例会年数回をずっとやっているような会があります。 こう

いう人達との関係を構築することを、 本気で考える必要

があるのだろうなと思っています。 また、 現在でも首都圏

は、 関係専門分野の若手がたくさんいるので、 この人達

にどう呼びかけるか。 この話は後で天野さんがされると思

いますので、 ここでは触れるだけにします。

　最後にこれは、 常総市で公文書レスキューをやったとき

の緊急支援報告会です。 あそこに 80 人も来ていただき

まして、 大変ありがとうございます。 以上、 雑駁でしたが、

私の話を終わりにします。 どうもありがとうございました。
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はじめに～文化財防災センターの概要～

　最初に、 私が所属している文化財防災センターにつ

いて紹介させていただきます。 文化財防災センターは、

2020 年 10 月に独立行政法人国立文化財機構の本部

に設置された組織です。 当センターは、 多様な文化財を

対象として、 我が国の文化財防災の体制を構築するとい

うことを使命に掲げています （図 1）。 様々な関係機関 ・

団体とのネットワークを活かしながら、 文化財が被害にあ

わないようにするための減災の取り組みを推進していく。

被災した文化財を迅速に救援するための体制づくりや、

技術開発を進めていく。 災害発生時には、 被災文化財の

救援活動の支援を行うということをミッションとして掲げて

います。

　このミッションを達成するために、 5 つの事業と実践活

動を進めていますが、その中でも 「地域防災体制の構築」

という事業が中核になっています （図 2）。 文化財に限ら

ず、 災害が発生した際の各種対応は、 都道府県や市町

村ごとに実施されるので、 各地域で文化財の被害把握、

応急 ・ 復旧対応にあたるための体制を整備することが必

要になります。 当センターでは、 特に都道府県の文化財

担当部局と密に連携しながら、 災害から文化財を守るた

めの体制構築を支援しています （図 3）。 具体的な活動

としては、 平時であれば、 文化財防災に関する情報の提

供 ・ 共有、 各地域で開催される研修会への講師派遣など

を行っています。 災害発生時であれば、 被災情報を都道

府県から共有していただきまして、 具体的な相談 ・ 要請

がありましたら技術的支援を実施しています。 また、 当セ

ンターの本部機能は奈良にありますが、 当機構内の各施

設に職員を配置しながら、 各施設と連携して事業を進め

ています （図 4）。 先ほど中核事業としてご紹介した 「地

域防災体制の構築」 については、 当機構内の博物館 ・

文化財研究所が地域ブロックの担当窓口になり、 地域に

密着しながら進めています。 本日テーマになっている首都

圏を含む関東甲信越に関しては、 前身の文化財防災ネッ

トワーク推進事業以来、 東京国立博物館が担当していま

す。

黄川田　翔

文化財防災センター／東京国立博物館

首都圏 1 都 7 県の文化財防災への取り組みと災害対策の課題

報告2

図 1　文化財防災センターの使命
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図 2　5 つの事業と実践活動

図 3　地域連携体制の構築
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1-1. 近年発生した災害例

　近年、 首都圏でどのような災害が起こったのか、 その

一例をご紹介します。平成25年10月の台風26号では、

伊豆大島で大規模な土砂災害が発生して、 甚大な人的

被害が生じています。 平成 27 年 9 月の関東 ・ 東北豪

雨では、 鬼怒川堤防が決壊し、 常総市で大規模な浸水

被害が発生しました。 このとき、 様々な団体が連携しな

がら水損行政文書のレスキューが行われています。 令和

元年 9 月には房総半島台風が発生し、 千葉県を中心に

甚大な被害がもたらされました。 このとき大きな問題と

なったのが、 大規模かつ長期にわたる停電、 それに付随

して発生した断水や通信障害です。 これは倒木等による

送配電線の被害、 非常用電源の枯渇が原因ですが、 当

時、 一部市町村と連絡がとれず、 文化財の被害状況把

握において大きな支障になりました。 この翌月には、 令和

元年東日本台風が発生しています。 川崎市市民ミュージ

アムでは内水氾濫により地下収蔵庫等が浸水し、 多くの

収蔵品が被害にあっています。 比較的規模の大きな火災

としては、 令和 3 年 2 月 21 日に発生した、 足利市の山

林火災がありました。 このとき、 大岩山毘沙門天で火災

の被害を避けるために、 事前に文化財を外に搬出 ・ 避難

させる活動が行われています。 なお、 同年 4 月には群馬

県みどり市でも山火事が発生しており、 これ以外にも様々

な規模の災害が発生しています。

1-2. 都県文化財所管部局

　このような災害に対応しなければならない各都県の文化

財担当部局について、 近年首都圏では、 文化財保護事

務が知事部局に移管される事例がいくつかみられます（図

5）。 こうした動きは他部署との連携や予算編成などに影

響があると聞いていますが、 災害発生時にどのような影

響があるのかは私もまだ把握していませんので、 今後確

認していきたいと思います。

1-3. 文化財保存活用大綱

　各地域において文化財防災の取り組みを推進する上で

重要な施策のひとつとして、 近年策定されている文化財

保存活用大綱が挙げられます。 これは平成 31 年 4 月に

施行された改正文化財保護法により制度化されたもので、

域内の指定および未指定を含む文化財の保存活用の基

本的な方向性を示すものになります。 首都圏では、 現在

図 4　文化財防災センターの体制
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7 県で文化財保存活用大綱が策定されており、 東京都に

おいても策定が進められているところです。 この大綱によ

り、 防災対策を推進するために具体的にどのような施策

に取り組んでいくか、 どのような体制で取り組んでいくか

というところが明確に示されるようになってきました （図

6）。

　例えば、 群馬県では、 文化財保護審議会に防災専門部

会を設置しまして、 そのもとで大綱に掲

げていた災害対応マニュアル （実際に

は文化財防災ガイドライン） を作成して

おり、 その普及に向けた文化財防災パ

ンフレットも作成しています。さらに先日、

群馬県文化財防災ネットワーク連携協議

会を立ち上げています。

　埼玉県の事例もご紹介します。 埼玉県

は大綱で県立博物館 ・ 美術館等の防災

体制の充実を掲げていましたが、 令和

2 年度～令和 4 年度にかけて、 埼玉県

立博物館等施設において収蔵資料防災

マニュアルの策定が行われています。 さ

らに、 災害発生時には県文化資源課が

調整役を担うかたちで、 県立館同士で

資機材を融通しあうことができる体制も

整いつつあります。 このマニュアルの策

定事業はすでに完了していますが、 継

続的な取り組みが必要になりますので、 今年度からは県

立博物館等経営総合調整会議の下に資料防災ワーキング

グループが設置されています。 さらに現在、 県文化資源

課 ・ 県文化財保護協会 ・ 県博物館連絡協議会 ・ 県地域

史料保存活用連絡協議会の 4 団体が連携し、 災害発生

時における情報収集活動のスキーム整理 ・ 被害照会に使

用するデータフォーマットの統一化が進められています。

図 5　首都圏 1 都 7 県の文化財所管部局の状況

図 6　文化財保存活用大綱の記載事項と特徴的な取り組み
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1-4. 文化財保存活用地域計画

　大綱と同じように文化財保護法の改正により制度化され

たものが、 市町村が作成する文化財保存活用地域計画

です。 地域計画は、 地域に所在する文化財の把握やそ

の中 ・ 長期的な保存活用のアクションプランが示されてお

り、 各地域における防災対策や災害時対応と密接な関係

にあります。 令和 5 年 12 月現在、 首都圏では 29 市が

作成 ・ 認定済みとなっています （図 7）。 この地域計画に

は、 過去の文化財調査履歴、 そこから抽出した未指定文

化財の情報なども掲載されていますが、 その後の追跡調

査が完了しないまま件数を計上している場合も見受けら

れます。

　さて、 地域計画の中で特徴的な取り組みを掲げている

事例がいくつかあります。 例えば、埼玉県白岡市では、「白

岡市災害廃棄物処理計画」 のなかに 「文化財 ・ 貴重品」

を含む「思い出の品」という項目を設け、文化財レスキュー

等と連携して回収 ・ 保存処理チームを作成し、 分類 ・ 応

急処理を行うなどの対応策を明文化しています。 他にも、

秩父市では、 秩父地域 （秩父市 ・ 横瀬町 ・ 小鹿野町 ・

皆野町 ・ 長瀞町） で文化財レスキュー体制を検討 ・ 整備

していく方針が地域計画に示されています。

　地域計画を作成した自治体を順次訪問して、 継続的に

聞き取り調査をしていますが、 令和 3 年半ばくらいに認

定を受けた地域計画から、 文化財の防災 ・ 防犯に関して

独立した章を設けるようになってきている傾向があります。

2-1. 首都直下地震等による東京の被害想定

　ここからは、 現在首都圏が直面する自然災害のリスクに

ついて、 特に東京都の大規模災害について情報共有させ

ていただきます。東京は北米プレートの上に位置しており、

西側がユーラシアプレートと接しており、 その下は南から

フィリピン海プレートが、 さらにその下に潜り込むようなか

たちで太平洋プレートが沈み込んでいるという複雑な条

件の地下構造になっていますので、 発生する地震のメカ

図 7　文化財保存活用地域計画の記載事項と作成 ・ 認定済みの自治体
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ニズムも非常に多様なものであると考えられています (1)。

令和 4 年に東京都防災会議がまとめた 「首都直下地震

等による東京の被害想定」 報告書では、 南関東地域に

おいて今後 30 年以内の発生確率が 70% と評価されて

いるマグニチュード 7 クラスの首都直下地震として、 フィ

リピン海プレート内を震源とする都心南部直下地震と多摩

東部直下地震について被害想定が示されています。 これ

らのケースはそれぞれ区部と多摩で被害が大きくなる条

件を選んでいるので、 被害想定が深刻ですが、 いずれに

せよ首都直下地震による文化財の被害も甚大なものにな

る可能性があります。

2-2. 都内東部のゼロメートル地帯

　水害のリスクとして、 東京東部は地下水のくみ上げ等に

よる地盤沈下により、 河川よりも低いゼロメートル地帯が

あることが知られています (2)。 現在、 高規格堤防などが

整備されていますが、 万が一決壊した際には非常に壊滅

的な被害が生じると考えられています。 地形情報を見る

と、 西高東低ということがお分かりいただけるかと思いま

す (3)。

2-3. 江東５区大規模水害広域避難計画

　これに対して、 江東 5 区 （足立・葛飾・墨田・江戸川・

江東） の方々は、 事前にこのエリアから外に逃げてくださ

い、 どうしても間に合わない場合は、 その域内で垂直避

難をしてくださいと呼びかけられています (4)。 浸水の長

期化と広域化が避けられないため、 そのエリアに留まるこ

とが非常に危険だということです。

2-4. 火山噴火

　火山噴火のリスクもありまして、 富士山噴火による降灰

の影響などもシミュレーションされています (5)。 降灰は数

ミリあるだけで鉄道システムに障害がでますし、 道路の通

行も困難になるということが示されています。 実際に、 東

京の島しょ部では火山噴火が過去度々起こっています。

さいごに

　首都圏の中心部である東京都において連携体制を構築

していく際、 ３つの地域の状況に応じた体制作りが必要に

なるのではないかと考えています。 特別区 ・ 多摩地区 ・

島しょ部は自然的条件 ・ 社会的条件が大きく異なり、 災

害リスク ・ 歴史的背景 ・ 所在する文化財の特徴なども異

なるため、 こういった要素を念頭に置いて連携体制を構

築する・具体化するということが重要になります。 例えば、

多摩地区であれば、 東京都市社会教育課長会文化財部

会、 その下の埋蔵文化財担当者会議といった市町村の

文化財担当者の連携がすでにありますし、 東京都三多摩

公立博物館協議会といったネットワークも構築されていま

す。 また、 島しょ部には、 大島 ・ 三宅島 ・ 八丈島に東京

都教育庁の出張所がありますので、 そこが各町村の担当

者を支援する体制になります。 一方、 特別区に関しては、

以前は担当者会合なども盛んに行われていたと聞いてい

ますが、 近年は世代交代もあり、 担当者同士のつながり

が作りづらい状況にあるという課題もあります。

　大綱や地域計画が策定 ・ 作成されるようになってから、

首都圏の各都県文化財担当部局を中心に、 以前よりも

文化財防災に関する取り組み ・ 体制構築が盛んになって

います。 しかし、 大綱や地域計画で示した施策について、

未だ具体的な検討 ・ 協議ができていない場合があるのも

事実です。 そういったところを今後どのように進めること

ができるか。 あと、 人や企業が集中するこの首都圏で大

規模災害が発生するリスク、 これも非常に大きいです。

その影響は首都圏のみならず、 日本全国に様々な面で

影響が及ぶと考えられます。 また、 首都圏には個人所有

の美術工芸品、 私立の博物館、 企業の博物館、 企業関

係の資料、 他エリアの資料等が非常にたくさんある中で、

果たしてどこまでどういったかたちで、 そういったものに

対応できるのかということは、 東京都に限らず首都圏全

体の共通課題になると思います。 このようなことを踏まえ

ると、 他地域以上に、 首都圏においては大規模災害に対

して自助が重要になり、 その上で、 共助のひとつとして首

都圏における広域的な連携の検討も進めていかなければ

ならないと思います。
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はじめに

　ご紹介いただきました、 国立歴史民俗博物館 （以下、

歴博） の天野真志と申します。 この研究集会の主催にも

なっている 「歴史文化資料保全の大学・共同利用機関ネッ

トワーク事業」 では、 事業の一環として 「歴史文化資料

保全首都圏大学協議会」 という取り組みを進めておりま

す。 本報告では、 この協議会の目的とこれまでの経過を

紹介し、 今回のテーマに沿った話題提供をしてみたいと

思います。

　私も千葉に参りましてもう 6 年程になりますが、 まだ首

都圏特有の課題などを詳しく理解できているわけではあり

ません。 ただ、 近年課題となっている大規模災害への備

えを考えるなかで、 首都圏という地域のなかでどのような

取り組みが必要になるのか、 とりわけ首都直下型地震へ

の対策を念頭において如何なる連携が求められるのかを

考えたりしています。 その過程で、 博物館や自治体、 行

政とともに、 大学や研究機関、 さらには多種の研究者が

資料保存 ・ 継承にどういうかたちで関わることができてい

くのかと、 そうしたところからテーマを考えております。

1. 歴史文化資料 NW 事業の取り組み

　まず、 人間文化研究機構が推進している 「歴史文化資

料保全の大学 ・ 共同利用機関ネットワーク事業」 につい

て確認しておきます。 2017 年度より、 歴博が主導機関

となり、 東北大学 ・ 神戸大学との連携による 3 つの中心

拠点を軸として、 全国的な研究 ・ 調査 ・ 実践のネットワー

クを作っていく事業を推進しております。 こちらについて

は、 これまでにもいろいろなところで紹介したことがござ

いますので、 詳細につきましてはそちらをご参照いただけ

ればと思います。 （図 1）

　同事業において、 歴博は全体の統括として全国的な大

学や資料ネット等とのネットワーク構築を担うとともに、 首

都圏地域における資料保存 ・ 継承に関する連携を促進す

ることを目指しています。 歴博は千葉県佐倉市にあります

天野　真志

国立歴史民俗博物館

歴史文化資料保全首都圏大学協議会の目的と展望

報告3

図 1
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ので、 首都圏地域の資料保存に関する基盤的な役割が

担えないかと検討し、 災害等が発生した際のお手伝いが

できるように整備を進めているところになります。 もちろ

ん、 首都圏地域だけでなく、 全国各地の災害対策も協力・

支援を実施しておりまして、 近年ですと、 2018 年の西

日本豪雨では広島 ・ 岡山 ・ 愛媛等の活動、 2019 年東

日本台風における川崎市市民ミュージアムや長野市立博

物館など、 様々な地域における対応も進めております。

　直接的な災害対応だけでなく、 大学や博物館、 自治体

と連携した教育活動も推進しています。 この事業では、

ワークショップを重視しており、 大学生や教職員、 博物館

学芸員や自治体職員などを主な対象として、 災害時を想

定したスキルアップトレーニングや被災時の対応をおこな

う際の考え方を議論し学び合うことを目指しています。 自

治体の文化財担当者や博物館学芸員、 大学関係者は、

災害時の対応に際して最前線で活動される方々です。 そ

うした人びとが事前にどのような備えができているかに

よって、 災害時の対応が大きく違ってきます。 ここでは、

マニュアルのように決められたことだけを頭に詰め込むス

タイルではなく、被災資料と対峙した際に何を考え観察し、

いかなる状態に導く必要があるかを考え、 そのための方

法を議論する場を想定しています。 ワークショップでは、

古文書のサンプルを作成して擬似的に被災させていきま

す。 それを参加者に渡し、 「レスキュー」 として何をやれ

ば良いかを試行錯誤しながら考えてもらうことをやりまし

た。

　あらゆる地域で災害の危機感が高まり、 各地で災害対

応に迫られるなか、 地域での実践活動をどのように支援・

協力することができるかが課題となっています。 地域社会

が直面する課題と向き合い、 そこで生活する人びと、 さ

らにはそこで取り組みを続ける人びとや組織とどのような

関係を築くことができるのかは、 大学共同利用機関として

人間文化研究機構、 国立歴史民俗博物館の役割とも大

きく関わってきます。 とりわけ、 各地域の大学と連携し、

人間文化研究や資料保存 ・ 継承を担っていくことは、 こ

の事業にとって重要なテーマとして追求しているところで

す。 大学や資料ネット、 博物館・図書館・文書館など様々

な存在との連携、 さらには多種の専門家との連携を進め

るなかで地域における歴史文化継承のあり方を考える基

盤づくりを進めていこうと考えています。

2. 首都圏大学協議会の取り組み

　こうした事業のなかで、 首都圏地域の活動を考える軸

として進めているのが、 本日紹介する首都圏大学協議会

です。 この協議会は、 2019 年度から実施しており、 名

称は堅苦しいですが、 首都圏地域で資料保存 ・ 継承に

携わる大学関係者や自治体 ・ 博物館関係者にお声がけ

をして、 各地で取り組まれていること、 そこで課題になっ

ていることなどをざっくばらんに話し合うことを目的にして

います。 そのなかで、 災害などの事態が発生した際に相

互で連絡を取りあって連携を深めていくことを目指してい

図 2



26

ます。 資料ネットとの関わりで見た場合、 各地の資料ネッ

トはその多くが大学に拠点を置くという特徴が確認されま

す。 その意味でも、 大学という存在が地域歴史資料の保

存や継承に重要な役割を果たすものとして注目されるか

なとも思います。 （図 2）

　首都圏大学協議会は、 年に 1 度開催しております。 第

1 回目が 2020 年 1 月に千葉大学にて、 「首都圏におけ

る地域資料の現状と所在把握」 というテーマで開催しま

した。 2020 年度は感染症流行の影響で開催しませんで

したが、 その後は毎年開催しており、 2023 年度は群馬

での開催を予定しております。

　第 1 回目の協議会を振り返ると、 そこでは資料の所在

把握をテーマとして議論しています。 国文学研究資料館

が整備している所在データベースの活用法を検討しつつ、

神奈川や千葉、 多摩地域における連携のあり方や所在把

握の課題と可能性を議論しました。 そのなかで、 千葉県

における取り組みとして象徴的であったのは、 地域のなか

に団体 ・ 個人様々な研究者が重層的に調査研究活動を

進めており、 そのなかで資料ネットや大学がどのような役

割を果たすことができるのか、 という課題がありました。

長年にわたり多くの調査 ・ 研究蓄積を有し、 現在も多く

の団体が活動するなかで、 資料ネットはいかなる連携が

求められるのか、 大きなテーマとして感じておりました。

一方で、 首都圏地域の特徴としては、 他地域と比較して

学生が多いのはポイントかと思います。 この点を踏まえて

学生参加の可能性やその意義を検討し実践することも重

要なこととして議論されていたかと思います。 （図 3）

　2022 年度にパルテノン多摩で開催した協議会では、

多摩地域での取り組みに注目し、 現状と課題を議論しま

した。 先ほど黄川田さんのお話にもあったとおり、 東京都

は特別区と多摩地区との違いが特徴的で、 多摩地区で想

定されている首都直下型地震と、 別の区画のそれとは対

応に差があります。 そうした特性を踏まえつつ、 多摩地

域において長年蓄積されてきた歴史文化の継承について

考えていきました。 大学との関わりで観察すると、 多摩地

域には中央大学があり、 その他にもいくつかの大学が点

在しています。 複数の大きな大学が存在する地域におい

て、 地域と大学はどのような関わりができているのか、 も

しくはできていくのかを考えながら議論をしていました。

　近年の多摩地域にとって重要なのは、 多摩ニュータウ

ンが完成してから 50 年以上経過したということです。

「ニュータウン」 という空間自体がひとつの歴史になり始

めているというところが、 地域空間としての大きな特徴で、

その成り立ちも含めて地域の歴史として認知され、 継承

が目指されていることも特徴 ・ 課題として出てきているの

かと思いました。 （図 4）

　このように、 これまでの協議会では、 地域的な特色や課

題に注目して議論するとともに、 それらを局所的な問題に

留めず、 首都圏地域の関係者間で共有することを進めて

きました。 基本的には公開討論会のようなかたちにせず、

図 3
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報告者がしゃべりやすい空間で、まずはできるところ、やっ

てきたことから課題を抽出して検討してみよう、 というテー

マにてやっておりますし、 これからもその点は堅持したい

と思っています。 報告者間の合意があれば別ですが、 基

本的には報告書等で議論の詳細は公表しないことも、 こ

の協議会の性格かと思います。 あくまで協議会としては、

地域連携や課題解決に向けた連携 ・ 取り組みのタネを見

出すことを目的にしており、 その過程で大学という存在が

如何に関与するか、 役割を果たすかの議論を進めている

ところです。

　あわせて、 資料ネットという存在が地域のなかでどうい

う役割を果たせるのか、 そのなかで、 様々な専門家や担

い手が地域のなかで活動していますが、 それらを取り結

ぶ存在として大学が機能できるのかというところも考えて

いるところです。 きっかけとなったのは、 岡山史料ネット

の取り組みを傍から拝見しておりまして、 これは上村和史

さんがおまとめになっていたところかと思いますが、 資料

ネットに象徴されるようなボランティア団体と、 県の取り組

みを大学がハブとなって連携させていくイメージを提示さ

れています。 そうした取り組みを見ていますと、 地域にお

ける大学の役割を改めて感じさせられました。 首都圏で

そうしたことができるのかということは、 これからの課題か

もしれませんが、 大学は地域のなかでどんな役割を果た

せるのか、 こうした協議会のなかで議論を進めています。

（図 5）

3. 大学連携の課題と希望

　大学を軸にした地域連携について、 課題は決して少な

くありません。 そもそもネットワークは機能するのかという

根本的な課題もありますし、 形成されたネットワークが恒

常化できるのかも気になるところです。 属人的な関係で

構築されてきた関係は、 当事者の退職や異動によって存

続の危機を迎えます。 また、 それぞれの活動を進めるに

あたり、 常にコアな人達が中心となって進めていくことが

常態化していきます。 そのなかで、 他の地域・活動団体・

外部の人達、 そうした人達とどんなコミュニケーションが

とれるのかも、 やはりひとつの大きなテーマなのかと思っ

ております。 たとえば、 小田真裕さんが 「民間所在資料

を守るのは誰だ？」 （『関東近世史研究』 87， 2021 年）

のなかで、 「話が分かる人たち」 以外にどのようなコミュ

ニケーションをとれるのか、 具体的には資料ネットの活動

を他の人達へどう紹介するのか、 といったような提起をさ

れていますが、 いろんな価値観を持つ人びととのコミュニ

ケーションのあり方は重要な課題かと思います。

　では、 大学という存在を地域のなかで位置づけていくの

かを考えてみると、 いくつかの試みは進められています。

例えば栃木県には、 宇都宮大学と國學院大學栃木短期

大学という 2 つの大学が県内に存在しております。 とち

ぎ史料ネットが設立される際、 この 2 つの大学が栃木県

内での連携に大きな役割を果たそうと活動されました。 そ

図 4
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れは、 単に教員個人の活動としてではなく、 大学としての

役割をかなり明文化したかたちで位置づけていく点は重

要な点かと思います。 そのなかで、 当館 ・ 宇都宮大学 ・

國學院大學栃木短期大学と三者の協定を締結いたしまし

た。 これを基盤として、 大学がとちぎ史料ネットへ積極的

に関わって活動を支援していく。 そのなかで、 研究 ・ 教

育的な効果、 さらには地域貢献としての意義ということを、

学内で共有していただいたというところ。 それを上手く発

信することによって、 大学としてこうした資料の保存 ・ 継

承というものを明確に位置づけていくのだと、 そうした活

動というものも大きな成果としてみえてきているかと思っ

ております。 （図 6）

　このような地域単位での活動は今後もさらに促進するこ

とが予想されますが、 その上で地域を横断した連携はど

ういうかたちで作られていくのでしょうか。 特に、 首都直

下型地震については、 各地域や機関 ・ 組織がどういう関

与をするのかが課題となります。 その過程で、 大学や資

料ネットは、 どういったかたちで役割を果たすことができ

るのか。 自分が活動する地域のなかで起こっていること

以外のものに対して、 大学や資料ネットがどういうかたち

図 6

図 5
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でコミットするのかというところも、 こうした大学協議会で

話をしながら私も考えていたところです。 そうした点を歴

博が上手くフォローできればいいのかとも思いますし、 資

料ネットを取り巻く様々な団体 ・ 機関との連携も考えてい

く必要があるのかなと考えています。

おわりに

　最後に、 首都圏大学協議会の展望を示して、 私の話を

終わりにしたいと思います。 名称ばかりが堅苦しく仰々し

いですが、 基本的な考えとしては、 資料ネットを推進し

ている人達、 またはそれに関りを持つ人達を中心として、

特に首都圏における取り組みを共有することを目的として

います。 そして、 大学が地域での活動にどのような役割

を果たせるのかを議論しているものになります。 特にこの

協議会のなかで意識しているところというのは、 資料ネッ

ト活動＋αを考えようということ。 これは私のなかで勝手

に想定しているところなのですけれども、 地域のなかで資

料ネット活動というものが、 大学人の活動の一端なのか、

博物館活動との連携体なのか、 もっとバーチャルな幅広

い空間としてとらえていくのか、 そのあたりの位置づけと

いうものがそれぞれの資料ネットの位置づけによって大き

く変わってくるところかとは思います。 そうしたところも想

定しながらも、 資料ネットに関わっていない人達も同じ議

論の場にのせていけるような場を考えたいとは思っていま

す。 そのためには、 大学や資料ネットなどをフォローする

存在として歴博や人間文化研究機構が活動する必要があ

るのかと思い、 このような協議会を進めているところです。

特に研究や教育をとおした連携、 大学や博物館をつなぐ

存在として活動を続けていけたらと思います。
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　 工 藤 ： こ れ よ り、 第 1 セ ッ シ ョン に つ き

ま し て、 簡 単 に 討 論 を お こ な い た い と 思

い ま す。 時 間 が 押 し て お り ま す が、 こ の

後 の 第 ２ セ ッ シ ョ ン の ほ う に 影 響 を 及 ぼ

さ な い よ う に し た い と 思 い ま す の で、 若

干 時 間 が 短 め に な り ま す。 フ ロ ア か ら の

ご 質 問 が あ る 方 は、 質 問 用 紙 に 書 い て

い た だ き ま し て、 今 日 の 終 わ り ま で に 提

出 し て い た だ け れ ば と 思 い ま す。 こ の 場

で は 皆 さ ん か ら の ご 質 問 を お 受 け せ ず

に、 明 日 の 総 合 討 論 の ほ う で お 受 け し

た い と 思 い ま す。 で は、 40 分 く ら い ま

で を 目 途 に 進 め さ せ て い た だ き た い と 思

い ま す。

第 1 セ ッ シ ョ ン で は、 3 人 の 方 に ご 報 告

を い た だ き ま し た が、 最 初 の 白 井 さ ん の

ご 報 告 は 基 調 報 告 の よ う な か た ち に な り

ま し て、 そ の 後 黄 川 田 さ ん と 天 野 さ ん と

ご 報 告 を い た だ き ま し た。 今 回 の 研 究

交 流 集 会 を 行 う に あ た っ て、 首 都 圏 と は

ど の 範 囲 な の か と い う こ と が、 色 々 と 議

論 に な っ て い た と こ ろ で す け れ ど も、 そ

れ ぞ れ 首 都 圏 の 定 義 に つ い て 出 し て い

た だ き ま し た。 や は り、 首 都 圏 の 資 料

ネ ット の 活 動 を 考 え る 際 に は、 最 近 は 常

態 化 し て い る よ う な 自 然 災 害 へ の 対 応 と

と も に、 首 都 直 下 型 地 震 や 大 規 模 水 害

と い っ た 広 域 の 災 害 と い う、 様 々 な 災 害

の か た ち を 考 え て い か な け れ ば い け な い

と い う こ と を、 あ ら た め て ご 報 告 の な か

で 感 じ ま し た。 そ し て、 首 都 圏 と い え ば

島 し ょ 部 も 考 え な け れ ば い け な い と 思 い

ま す。 島 しょ 部 に つ い て は 特 有 の 問 題 が

ご ざ い ま す の で、 別 の 機 会 に 改 め て 考

え る 必 要 が あ る か と 思 い ま す。 ここ で は、

ま ず は 白 井 さ ん の ご 報 告 を 基 に、 黄 川

田 さ ん と 天 野 さ ん の ほ う に ふ っ て み た い

と 思 い ま す。

白 井 さ ん か ら は、 も は や 江 戸 時 代 に ま

で さ か の ぼ っ て 首 都 に お け る 資 料 の 残

存 状 況 か ら、 戦 前 ・ 戦 後 の 資 料 保 存 活

動 の な か で、 現 在 ど う い っ た 首 都 圏 の

特 徴、 そ し て そ の 課 題 が あ る の か と い う

よ う な か た ち で 課 題 等 を 提 示 し て い た だ

き ま し た。 白 井 さ ん の 最 後 の ま と め の ほ

う で も い た だ き ま し た け れ ど も、 こう い っ

た 戦 前、 特 に 戦 後 か ら の 取 り 組 み の な

か で、 あ る 程 度 調 査 が な さ れ て き て リ ス

テ ィ ン グ さ れ て い る。 そ の 一 方 で、 首 都

特 有 の 問 題 とし て、 様 々 な か た ち で 様 々

な 人 が 資 料 に 調 査 や 研 究 に 携 わ ら れ て

お り、 そ う い っ た 人 達 が 複 雑 に 絡 み 合 っ

て 存 在 し て い る と い う こ と。 も う ひ と つ

は、 人 的 な ネ ッ ト ワ ー ク の 問 題 と い う こ

と。 さ ら に は、 行 政 の 関 わ り と い っ た も

の が あ る と。 特 に、 そ う い っ た 様 々 な 立

場 の 人 達 と 関 わ る な か で、 役 割 分 担 や

様 々 な 人 達 を ど う 組 織 化 し て い く の か と

い っ た とこ ろ が あ る か と 思 い ま す。

ま ず、 黄 川 田 さ ん に は、 白 井 さ ん の 他

の 内 容 と も あ わ せ て お 答 え い た だ け れ ば

と 思 い ま す け れ ど も、 行 政 の 立 場、 行

政 と 関 わ っ て く る な か で、 行 政 の 方 々 が

そ う い っ た 色 々 な 立 場 の 人 達、 ご 報 告

の な か で も ふ れ て い た だ い て は お り ま し

た け れ ど も、 ど う い う ふ う に 関 わ っ て い

く の か、 実 際 に そ う い っ た 人 達 と の 関 わ

り、 特 に 防 災 計 画 を 立 て て い る な か で

色 々 な 人 達 と ど の よ う に 関 わ っ て い く の

か、 関 連 付 け て 災 害 が 起 き た と き に 体

制 を 作 っ て い く の か と い っ た と こ ろ を ど

の よ う に 考 え て い る の か。 ま た、そ う い っ

た 人 達 に 対 し て ど う い っ た ア ド バ イ ス ・

取 り 組 み の 支 援 を し て い る の か と い っ た

と こ ろ を お 聞 か せ い た だ け れ ば と 思 い ま

す。

天 野 さ ん に は、 も う ひ と つ の 人 的 な ネ ッ

ト ワ ー ク と い っ た と こ ろ で、 こ ち ら も 天 野

さ ん の ご 報 告 で も ふ れ て い た だ い て お

り ま し た け れ ど も、 若 手 の 研 究 者 の 方、

そ し て、 直 接 専 門 に は な ら な い け れ ど

も 関 心 の あ る よ う な 方 と か、 小 田 さ ん の

紹 介 に も あ り ま し た が そ う い っ た 専 門 に

し な い 人 達 に ど う 情 報 発 信 を し て い っ て

い る の か。 色 々 な 研 究 者 で す と か 大 学

な ど が 存 在 し て、 そ れ ぞ れ が 独 自 の 動

き を し て い く な か で、 そ れ を ど の よ う に

資 料 ネ ッ ト や つ な が り の な か で ま と ま っ

て い っ て、 災 害 が 起 き た と き に 携 わ っ て

い く よ う な か た ち を 作 っ て い け る の か と。

首 都 圏 特 有 の 人 的 な ネ ッ ト ワ ー ク と い う

も の を、 資 料 ネ ット や 資 料 災 害 の 関 わ り

と い っ た な か で ど う と ら え て い く こ と が で

き る の か、 今 後 ど の よ う に 考 え て い っ た

ら よ い の か と い う と こ ろ。 ま ず、 お 二 人

に そ こ の 点 を お う か が い で き れ ば と。

　 黄 川 田 ： 何 を 話 せ ば い い か 全 く 思 い

浮 か ば な い の で す け れ ど も、 白 井 さ ん

の ご 報 告 で は 非 常 に 勉 強 さ せ て い た だ

き ま し た。 埼 玉 県 は 資 料 ネ ッ ト が な く 行

政 主 導 で と い う よ う な コ メ ント を さ れ て い

ら っ し ゃ っ た の で、 埼 玉 県 の 話 で い い ま

す と、 埼 玉 県 の 場 合 は、 資 料 ネ ット は た

し か に な く て、 県 の 地 域 史 料 保 存 活 用

連 絡 協 議 会 が い ら っ し ゃ っ て、 各 市 町

村 の 博 物 館 の 方 だ と か 文 化 財 の 行 政 担

当 の 方 と か、 た く さ ん そ う い っ た 方 々 が

関 わ っ て い ら っ し ゃ っ て、 こ れ ま で に も

被 災 資 料 の 救 援 活 動 や 資 料 防 災 に 関 す

る 報 告 書 の 刊 行 な ど、 様 々 な 活 動 を さ

れ て い ら っ し ゃ い ま す。 あ と は 災 害 備 蓄

用 地 域 史 料 保 存 箱 を 県 内 に 1000 箱 配

備 し て、 そ れ を 県 内 あ る い は 県 外 に 何

か あ っ た と き に は 提 供 で き る 体 制 を 作 っ

て い ら っ し ゃ る と い う こ と で、 行 政 主 導

で あ り な が ら も、 資 料 ネ ッ ト に 近 い と い

い ま す か、 特 徴 的 な 活 動 を さ れ て い ら っ

し ゃ る と 感 じ て お り ま し た。 あ と は、 県 と

市 町 村 の 関 係 が す ごく 重 要 か な と 思 っ て

お り ま す。 当 然、 文 化 財 行 政 の な か で

色 々 な や り 取 り が 県 と 市 町 村 の あ い だ で

行 わ れ て お り、 そ う い っ た な か で 防 災 の

こ と を 取 り 上 げ る こ と も あ り ま す が、 県

と 市 町 村 が 向 き 合 っ た か た ち で 防 災 に

つ い て し っ か り と 話 し 合 う と い い ま す か、

検 討 す る 機 会 が 意 外 と な か な か 作 れ て

い な い と こ ろ も 多 い ん じ ゃ な い か と 思 っ

て い ま す。

そ の 点 で 特 殊 な 例 と し て は、 神 奈 川 県

が 県 ・ 市 町 村 文 化 財 大 規 模 災 害 対 策

検 討 分 科 会 と い う も の を 作 っ て い ら っ

しゃ っ て、 神 奈 川 県 と 市 町 村 で 防 災 に つ

い て 検 討 す る と い う 具 体 的 な 場 を 設 定 さ

れ て い ら っ し ゃ い ま す。 そ こ で 議 論 ・ 検

討 し た こ と を 基 に、 県 が 文 化 財 防 災 マ

ニ ュ ア ル を 作 っ た り、 文 化 財 防 災 マ ッ プ

を 整 備 し た り と い う よ う な 活 動 に つ な げ
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て い ら っ し ゃ い ま す。 埼 玉 県 に も 似 た よ

う な と こ ろ は あ り ま す け れ ど も、 こ の よ う

な 県 と 市 町 村 に よ る 連 携 が 各 地 で 必 要

に な る の で は な い か と 思 い ま し た。 以 上

で す。

　 工 藤 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 天 野 さ

ん に、 今 黄 川 田 さ ん か ら も 出 し て い た

だ き ま し た け れ ど も、 白 井 さ ん の 報 告 概

要 の ほ う で も 特 徴 と 課 題 と し て 挙 げ ら れ

て い る よ う に、 行 政 が 強 い、 逆 に い う と

今 埼 玉 県 と か そ の 他 の 自 治 体 の な か で

は、 色 々 な 事 情 で 大 学 が あ ま り 関 与 で

き な い と い っ た とこ ろ、 逆 に 自 治 体 の ネ ッ

ト ワ ー ク が 強 い と い う か 綿 密 に で き て い

る よ う な と こ ろ も 首 都 圏 の 特 徴 に な る か

な と 思 い ま す。 そ う い っ た と こ ろ と の 連

携 も 含 め て ご 意 見 い た だ け た ら と 思 い ま

す。

　 天 野 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 先 程 も

埼 玉 の 話 が 出 て お り ま し た け れ ど も、 た

し か に お っ し ゃ る と お り で、 埼 玉 県 は そ

う い う 意 味 で は 特 に 大 学 と し て 関 与 す る

と い うこと は そ ん な に 多 くも な い か も し れ

な い で す し、 逆 に 埼 玉 が 資 料 ネ ット を 作

る と い う と こ ろ は ま だ 具 体 化 し て い る わ

け で は な い の か な と 思 っ て お り ま す。 そ

れ は も ち ろ ん 首 都 圏 だ け の 問 題 で は な く

て、 実 は 資 料 ネ ット が な い 地 域 は 色 々 な

理 由 が あ る の だ ろ う な と 思 い な が ら、 そ

う い っ た 人 達 と お 話 を し て い る と 思 っ て

い て、 私 も 埼 玉 は 埼 玉 県 の 史 料 協 か ら

も 色 々 と お 話 を い た だ い て、 先 程 紹 介

し た ワ ー ク シ ョ ッ プ を 何 度 か や ら せ て も

ら っ て お り、 そ う し た 意 識 が 全 然 な い わ

け で は な く、 む し ろ 意 識 は す ご く 高 い で

す し、 お っ し ゃ る と お り で、 行 政 の 役 割

は す ご く 大 き い の だ ろ う と 思 っ て い ま す。

資 料 ネ ット で な け れ ば 活 動 で き な い の か

と い う と 必 ず し も そ う で は な い し、 足 り

な い と こ ろ は 他 の か た ち で 補 完 す れ ば 良

い と い う 考 え 方 も あ り ま す の で、 存 在 す

る ネ ット ワ ー ク の 長 所 を 伸 ば し て い く と こ

ろ か ら 課 題 が み え て く る の で あ れ ば、 そ

の 課 題 を 上 手 く 克 服 す る 方 法 を 考 え て

い け ば よ い と 思 い ま す。 そ こ で や は り 大

学 と い う 存 在 が 必 要 な の だ と い う と こ ろ

が 出 て く る の で あ れ ば、 そ こ に 大 学 に ア

プ ロ ー チ を し て い く と い う 援 助 が 必 要 な

の か な と も 思 っ て お り ま し た。 や は り 首

都 圏、 東 京 も そ う だ と 思 い ま す け れ ど も、

大 学 が た く さ ん あ る と い う こ と が 大 き な

特 徴 な の か と 思 っ て い ま す。 大 学 が た く

さ ん あ る と い う こ と は 当 然 若 い 人 達 も た

く さ ん、 学 生 さ ん も そ う で す し 教 員 も た

く さ ん い る、 専 門 家 も た く さ ん い る と い

うとこ ろ。 そ う い うとこ ろ が 簡 単 に い うと、

ど こ が 主 体 に な っ て い く か と い う と こ ろ

に も つ な が っ て く る の か な と も 思 い ま す。

そ う い う 意 味 で は、北 関 東 の 茨 城・栃 木・

群 馬 と い う と こ ろ は そ れ ぞ れ の 大 学 が 主

体 に な っ て い く、 先 程 の 宇 都 宮 や 國 學

院 栃 木 の 話 を 紹 介 い た し ま し た し、 茨 城

で は 茨 城 大 学 と 筑 波 大 学 が 上 手 く 連 携

を さ れ て い た り と か、 そ う し た そ の ニ ー

ズ と い う か、 そ こ の 特 徴 に 合 わ せ て、 ど

こ が 中 核 に な っ て ど こ が 関 与 し て い く か

と い うとこ ろ が そ れ ぞ れ の グ ラ デ ー ション

が あ る の か な と も 思 っ た り も し て い ま す。

そ の な か で や は り 若 手 の 存 在 が、 た と え

ば 学 生 と し て 関 わ り が 結 び つ き や す い と

こ ろ が あ る の か、 ま た は 学 芸 員 で あ る と

か、 そ う し た 専 門 家 と し て、 職 業 者 と し

て 関 わ っ て い く こ と が 必 要 に な っ て い く

の か、 そ れ ぞ れ の が あ る の か な と 思 っ た

り も し て お りま す。

　工 藤 ： 白 井 さ ん、 よ ろ し い で しょう か。

　 白 井 ： 　 私 の 舌 足 ら ず な 時 間 に 追 わ れ

た 話 で、 上 手 く 工 藤 さ ん が つ か ま え て く

だ さ っ て 申 し 訳 な い の で す が。 行 政 の

窓 口 云 々 と 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク 云 々 と い っ

た の は、 実 際 に 3.11 の と き の 茨 城 で の

経 験 の 話 が 実 は あ っ て、 他 に も あ る の

で す が。 あ の と き、 歴 史 資 料 ネ ッ ト ワ ー

ク は 神 戸 か ら 埼 玉 県 庁 に フ ァ ッ ク ス を 入

れ て く れ た と い う ふ う に 僕 は う か が っ て

い る ん で す ね。 そ う い う こ と が 大 事 だ か

ら と い う こ と で。 し か し、 実 は 私 は そ う

い う フ ァ ッ ク ス の 存 在 を 茨 城 県 庁 か ら 聞

い た こ と が な い ん で す よ。 つ ま り、 そ う

い う も の は 送 ら れ て き て も、 た く さ ん あ

る な か の ひ と つ に な っ て し ま う。 特 に 緊

急 事 態 に お い て は。 じ ゃ あ、 地 元 の 大

学 が 行 け ば 聞 い て く れ る か と い っ た ら、

こ れ も た く さ ん 色 々 な 話 が 緊 急 時 に は あ

る の で、 そ う 簡 単 に は、 僕 は か つ て 行

政 の 場 に い た 人 間 で す か ら、 色 々 な も

の が き て も ワ ン オ ブ ゼ ム に な っ て し ま う

わ け で あ っ て。 そ こ で あ の と き 何 を し た

か と い う と、 お 付 き 合 い の あ っ た 茨 城 県

立 歴 史 館 の 資 料 部 長 さ ん に 折 り 入 っ て

電 話 を し て、 こう い うこと に つ い て ど こ に

い っ た ら い い か と い う こ と で、 そ れ は 文

化 課 だ と。 そ れ で、 じ ゃ あ 文 化 課 に 自

分 を 紹 介 し て く れ な い か と い っ た ん で す

ね。 そ う い う 資 料 救 出 に つ い て の 必 要

性 を 説 明 し た い と 思 う の で、 で も 一 見 さ

ん で 行 っ た っ て 絶 対 に 聞 い て く れ な い の

で、 こ れ が 歴 史 館 か ら の 紹 介 だ と い え

ば 絶 対 に 聞 い て く れ る と 思 う の で、 ぜ ひ

紹 介 し て く だ さ い と 頼 ん だ ん で す。 資 料

部 長 さ ん は オ ッ ケ ー し てく れ た ん で す が、

資 料 部 長 さ ん が、 事 実 上 の 館 長 で あ る

茨 城 県 立 歴 史 館 の 副 館 長 を 口 説 く の に

半 日 か か っ た ん で す。 そ れ は、 歴 史 館

が 指 定 管 理 者 で あ る か ら 指 定 管 理 の も

の に 書 か れ た 仕 事 以 外 を し て は な ら な い

と 固 く 信 じ て い る 方 だ っ た の で、 副 館 長

さ ん が。 こ の 人 を 口 説 く の に、 実 は 半 日

か か り ま し て。 3 月 31 日 の 夕 方 5 時 に

よ う や く つ な い で い た だ い て、 そ れ で、

3 月 31 日 の 夕 方 5 時 に つ な い だ とき に、

実 は 私 は こ れ で 異 動 に な る の で 次 に つ

な い で お き ま す と い う ふ う に い わ れ た の

は 今 で も 覚 え て い る ん で す ね。 そ れ で、

4 月 3 日 だ っ た か な、 高 橋 修 さ ん と 私

で 茨 城 県 庁 を 訪 ね て い っ た と い う こ と が

あ る ん で す が。 行 っ て み る と、 高 橋 さ

ん は 歴 史 の 道 の 調 査 を や っ て い た の で、

あ あ、 そ う い うこと で す か と い う 話 に な っ

た と。 だ け れ ど も、 そ こ に 辿 り 着 く に は

や は り 窓 口 と な る よ う な と こ ろ が あ っ て、

話 を 聞 い て く れ る 人 を つ か ま え な い と、

実 は 行 政 と い う も の は そ う 簡 単 で は な い

と い う 僕 の 経 験 が あ り ま す。 だ か ら、 そ

れ は、 そ う い う 人 が ど こ に い る か と い う

こ と は 知 っ て お く 必 要 が あ る ん じ ゃ な い

か な と い う こ と で い っ た こ と で す。 学 生

の 話 に つ い て は、 ま た 議 論 に な る と 思 う

の で こ こ で は ふ れ な い で お き ま す。 以 上

で す。

　 工 藤 ： 　 あ り が と う ご ざ い ま し た。 時

間 の ほ う が き ま し た。 明 日 の 総 合 討 論

の ほ う に は 白 井 さ ん も ご 登 壇 い た だ く こ

と に な っ て い ま す。 今 回 は 白 井 さ ん に は

全 体 的 な 話 と と も に、 自 治 体 の 資 料 保

存 機 関 で す と か、 そ う い っ た と こ ろ の 動

き の 話、 黄 川 田 さ ん か ら は、 行 政 と の

関 わ り の 話、 天 野 さ ん か ら は、 資 料 ネ ッ
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ト と い っ た と こ ろ の 動 き、 と い う よ う な か

た ち で、 そ れ ぞ れ の 立 場 で 関 わ ら れ て

い る な か で お 話 を い た だ き ま し た。 そ の

よ う な と こ ろ も 含 め ま し て、 ご 質 問 等 あ

る 方 は 質 問 用 紙 の ほ う に 書 い て い た だ

き ま し て、 明 日 の 討 論 で 取 り 上 げ さ せ

て い た だ け れ ば と 思 い ま す。 司 会 の 不

手 際 で な か な か 上 手 く で き ま せ ん で し た

が、 こ ち ら の ほ う で 第 1 セ ッ シ ョ ン を 終

わ り に し た い と 思 い ま す。 報 告 者 の 方 に

拍 手 い た だ け れ ば と 思 い ま す。 あ り が と

う ご ざ い ま し た。



報告者
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　皆さん、 こんにちは。 第 2 セッションの司会を務めます

小関と申します。 よろしくお願いいたします。 第 2 セッショ

ンですけれども、 趣旨のところにありますように、 首都圏

における博物館や文書館、 さらには史料調査会のかたち

での地域資料の調査活動ということで、 平時 ・ 非常時を

問わず、 資料ネットが関係を構築して、 適切な連携のあ

り方を考えていくことが望ましいと考えられる組織 ・ 団体。

その取り組みに光を当てて、 資料ネット活動の課題と可

能性について考えていくという趣旨でございます。 第 1

セッションでは、 首都圏全域を見渡した資料保存や防災

の現状、 あるいは背景について議論がおこなわれました

が、 このセッションでは、 より個別具体的な取り組みから

課題を考えていくというようなことになろうかと思います。

また、 第 3 セッションとの関係でいいますと、 個々の組織

や団体が直面している課題やこれまで取り組んでこられた

こと、 それを基に課題を考えていく。 そういうような趣旨

で進めてまいりたいと思います。

小関　悠一郞

千葉歴史 ・ 自然資料救済ネットワーク共同代表／千葉大学

第2セッション 「資料ネット活動をとりまく諸活動」
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はじめに

　千葉県は令和元年に 3 回の大雨と台風を経験し、 改め

て資料に対する防災対策の必要性を認識しているところ

です。 そこで、 館内の体制づくりとともに、 外部の団体と

の各種連携についても検討しています。

　本報告は、 資料ネットや県内の研究機関との連携を想

定し、 県の機関である文書館に期待される役割について

現状を整理し、 その課題について考えるというテーマを

設定しました。 最初に、 文書館が持っているモノを提示し

つつ、 その活用について検討します。 その上で、 日常的

な連携、 あるいは災害発生時の連携について、 私案を提

示します。

　ただ、 資料ネットの活動において期待される役割につい

て、 文書館がきちんと把握できていないという側面もあり

ます。 本報告は、 先行事例というわけではなく、 試行錯

誤中の事例です。 また、 資料レスキューの経験が報告者

自身も乏しいので、 皆様からご意見を賜れればと考えて

いる次第です。

1. 千葉県文書館の機能

　千葉県文書館は公の施設で、 設置管理条例を根拠に設

置されています。 条例の第 2 条が文書館の設置目的を

定める規定で、 「県は、 公文書、 古文書その他の歴史的

な資料の散逸及び消滅を防止」 するとしています。 この

条文は、 非常に重要です。 対象とする資料を館収蔵のも

のに限定する書きぶりを採用している自治体アーカイブズ

もありますが、 千葉県文書館の場合は、 散逸や消滅を防

止する対象について、 収蔵資料と限定していないと解釈

できます。

　つまり、 本来は収蔵していない資料についても、 文書

館は積極的に関与し行動することができるはずなのです。

しかし、 現状においては上手くいっていません。 そのひと

つが、 資料レスキューであり、 それを行うための外部連

携です。

　文書館職員からでさえ、 「文書館が管理していない資料

をなぜ文書館がレスキューする必要があるのか」 という声

が出てきます。 行政職、 学芸員、 教員といった多様な職

種の職員が在籍しているので、 考え方が違うという側面

もあります。 ただ、記録管理の専門職である報告者がしっ

かりと館内、 あるいは庁内に対して説明していかなけれ

ばいけない、 と日々感じています。

2-1. 文書館が持っているモノ―情報―

　文書館が持っているモノについて紹介します。 資料ネッ

トと比較していきたいのですが、 文書館は色々なモノを

持っています。 具体的には、 情報 ・ 人 ・ 場所 ・ ネットワー

クが文書館にはあります。

　情報については、 県史編さん事業において古文書の所

在情報を収集しております。 いうまでもなく、 資料レス

キューにおいて所在情報というのは、 初期の活動におい

て非常に重要です。 資料ネット等の団体と連携を行う際

に、 所在情報を提供することができるのかという論点があ

ります。 所在情報は、 個人情報の塊です。 どの自治体で

も同様のことがいえるのですが、 個人情報保護の問題が

あります。

　令和 5 年に個人情報保護法が改正されて、 従来は自

治体がそれぞれ運用していた条例が廃止となり、 自治体

に法律が直接適用されるという状況になりました。 つまり、

自治体間において、 原則として個人情報の扱いは差が生

じないということです。

　個人情報の取得は、 利用目的の達成のために必要最低

限度、かつ目的を特定しなければなりません （第 61 条）。

くわえて、 目的外の利用ができないです （第 69 条）。 こ

柏原　洋太

千葉県文書館

資料ネット活動に期待される千葉県文書館の役割―課題と展望―

報告 1
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れは、 同じ組織内でも適用されます。 たとえば、 県文書

館が保有している所在情報を県立博物館に提供できるの

かというと、 これは目的外の利用になってしまい、 原則と

してできません。 これと同じように、文書館の所在情報を、

外部の団体に提供するというのは、 非常に難しいです。

　ただし、 当該個人情報の本人から同意を得れば提供が

可能となります （第 69 条第 2 項第 1 号）。 よって、 文

書館が外部の団体に情報提供を行うためには、 資料の所

蔵者に対して、 あらためて利用目的や外部提供の可能性

について同意を得れば、 情報を活用することができます。

　千葉県では、 県史編さん事業が終了してから 15 年以

上経過しているので、 追跡調査を行う必要があります。

その中の一つのメニューとして、 情報提供について許諾

を得るための一文を組み込めば、 法規上の問題はクリア

できると考えています。 ただし、 現状は文書館における事

業の方向性という点において着手できていないのが現状

です。

2-2. 文書館が持っているモノ―人―

　昨今、 自治体職員の定数が削減される傾向があります

が、 文書館には、 正規職員が 18 名、 非正規職員が 41

名おります。 実は、 他の自治体よりも人員は充実してい

ます。 資料レスキューを行うためには、 集中的に人員を

投入しなければならないという場面が想定できますが、 文

書館が単独である程度は対応できるという状況にありま

す。

　ただし、 課題もあります。 災害発生直後、 職員が文書

館業務に就けない可能性が非常に高いです。 いうまでも

なく、 公務員として住民の生命や生活を守ることが最優

先になります。実際に文書館職員が災害対応にあたるケー

スが近年もあります。 直近の事例だと、能登半島地震 （令

和 6 年 1 月 1 日） への対応として、 文書館職員が 1 名

派遣されていて、 次に派遣要請が文書館にあれば、 報告

者がその候補となります。 新型コロナ感染症への対応で

は、 報告者も 3 回ほど保健所に派遣されました。 派遣に

際して職種は、 考慮されません。 くわえて、 文書館は災

害発生時の帰宅困難者を対象とした一時滞在施設に指定

されています。 令和元年に発生した大雨の時に、 開設し

た実績があり私も対応にあたりました。

　災害発生後の文書館の活動は、 業務継続計画書を定

めています。 災害が発生した場合、 計画に沿って業務を

行います。 しかし、 その中に資料レスキューは含まれてお

りません。 つまり、 現時点で資料レスキューは、 館の業

務として位置づけられていません。 この問題への解決策

は、 業務の優先順位をつけつつ、 資料レスキューについ

ても館の業務に位置づける必要があります。

　もうひとつ課題としては、 文書館は、 組織として大規模

な資料レスキューを行ったことがなく、 職員レベルでも経

験やスキルがほとんどありません。 これは、 文書館が外

部の団体と連携すべき理由だといえます。 資料ネットのよ

うな、 専門家や経験者から技術的な指導を受ける必要が

あります。

2-3. 文書館が持っているモノ―場所―

　場所についてですが、 文書館は、 単独の施設を持っ

ております （県庁本庁に隣接し、 地上 7 階 ・ 地下 1 階、

建物面積 1,071 ㎡、 書庫面積 2,171 ㎡）。 作業スペー

スは、 十分に確保できます。 ただし、 都川と葭川の合流

地点に文書館は建っており、 ハザードマップ上は浸水想

定地域になります。

　文書館が建設される以前の昭和 50 年代には、 近隣で

実際に越水も発生しています。
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　千葉県は令和 11 年度を目途に、 県文書館と県立図書

館を複合施設化し、 高台に移転 （青葉の森公園） する

予定です （延床面積 17,000 ㎡）。 移転場所は、 県立

中央博物館に隣接しています。 このことから防災という観

点において、MLA 連携が可能だと考えています。一方で、

移転計画において資料レスキューを想定したスペースは

確保していません。 かつ、 具体的な MLA 連携のあり方

も現時点では、 ほとんど検討されておりません。 図書館

職員個人のレベルでは、 資料レスキューの必要性を認識

している者もおります。 個人レベルでの意見交換や問題

意識の共有から始めていければと考えています。

2-4. 文書館が持っているモノ―ネットワーク―

　ネットワークについてですが、 文書館は県の組織の一部

であるため、 資料ネットと比較して市町村との連携は容易

なはずです。 千葉県史料保存活用連絡協議会 （以下 「千

葉史協」） という団体があります。 会員は、 県内自治体

の博物館等が中心です。協議会の事務局は、文書館です。

千葉史協では、 従来から防災を重要なテーマとして捉え

ていました。 近年は、 更に意識が高まっており、 令和 4

年度の研修会には小関悠一郎さん （千葉歴史 ・ 自然資

料救済ネットワーク共同代表／千葉大学） と天野真志さ

ん （国立歴史民俗博物館） をそれぞれ講師にお迎えしま

した。 資料ネットと自治体の橋渡しのようなことが、 ほん

の少しではありますができたと実感しております。

　県庁内に目を向けてみると、 文化財行政に関わる部署

との連携ができます。 しかし現状としては、 課題も存在し

ます。 行政組織にありがちなセクショナリズムです。 文化

財行政についても、 関係部署が多いです。 まず、 教育庁

の文化財課があります。 博物館は、 知事部局に属してい

ます。 博物館は数年前に、 教育庁から知事部局の環境

生活部文化振興課の出先機関として移ってきました。 報

告者が所属している文書館は、 知事部局の総務部に所属

しています。 報告者のメインの仕事は、 公文書の評価選

別です。 日常的に、県庁の各部署とやり取りをしています。

知事部局と教育庁は、 制度上も実態としても全く違う組

織という印象があります。 同じ知事部局のなかでも、 部

が違うとカルチャーが違うということも多々あります。

　資料レスキューという横断的な事業を行うとなると、 庁

内での調整コストが非常にかかります。 有り体にいってし

まうと、 「話がなかなか通じない」 ということです。 バック

ボーンになっている専門性や業務が違うので、 どうしても

すんなりと話は進んでいかないことが予想されます。

　そういったなかで、 千葉県でも 「文化財保存活用大綱」

を制定していて、 災害発生時の支援体制モデルが提示さ

れています。

　モデルが提示されたことは、 良いことだといえますし、

図 （千葉県文化財保存活用大綱）
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文書館も枠組みの中に入れてもらっています。 ただし、

実際にこのモデルがどこまで機能するかということは、 疑

問があります。 実は、 事前調整なしに気が付いたら文書

館も入っていたという状況です。 文書館がこのモデルの

中でどのような役割を果たしていくのか、 という点につい

ては議論したことがありません。

　組織横断的に、 「県庁」 として連携体制をどう構築して

いくのかということが、 今後の課題です。 文書館と図書

館の施設複合化は、 連携体制を築くための足掛かりにな

ると考えています。

3-1. 日常的な外部連携

　以上の点をふまえて、 文書館として資料ネットをはじめ

とする外部団体との連携について、 どのようなことがで

きるのかという点について考えていきます。 具体的には、

日常的な連携と、 災害発生時の連携という 2 つのケース

で検討します。

　日常的な連携としては、 千葉資料救済ネット、 あるいは

市町村を結ぶ 「ハブとしての文書館」 という役割ができ

ると考えております。 問題意識の共有や担当者間の連絡、

研修会の開催といったやり方があります。 先ほど言及した

ように、 令和 4 年度に千葉史料協で研修会をやっており

ますので、 この研修会を発展させていくというやり方が着

実であると考えております。

　一方で課題もあります。 千葉史料協とは別に千葉県博

物館協会 （県博協） という団体があります。 県立中央博

物館が事務局になっています。 千葉史料協と県博協の会

員は、 いずれも市町村の博物館等であるため重複します。

主体がいくつも存在するため、 役割分担を決めていく必

要があります。

3-2. 災害発生時の連携

　災害発生時の連携ですが、 これも事前に何ができるの

か決めておく必要があります。 行政組織が用いる手法と

しては、 災害発生時の応援協定を結ぶというやり方があ

ります。 千葉県では、 120 を超える応援協定を結んでい

ます。 そこで、 文書館と千葉資料救済ネット、 あるいは

文書館と県内の研究機関、 あるいは千葉史料協と千葉資

料救済ネットという組み合わせで協定を結ぶこともできる

かもしれません。

　ただ、 行政という視点からすると、 協定先として資料ネッ

トが主体となりうるのかという問題もあります。 どうして

も任意団体、 つまり法人格がないと県庁が協定を結ぶこ

とは難しいと考えられます。 事例を探してみたのですが、

見つけることができませんでした。 解決策の一つとして

は、 資料ネットの NPO 法人化という手もあります。 県と

NPO の協働は、 盛んにやっていますので、 これならいけ

そうな気がします。 そうすると今度は、 NPO 法人化し安

定した運営を行うことが、 資料ネットにとっては負担にな

るという課題が生じます。 ご存知のとおり事例はあるので

すが、 組織としての体力が求められてくると思います。 協

定を結ぶための法人化というのは、 解決策として選択し

にくいかもしれません。

　そこで、 現実的な問題解決としては、 県内の研究機関

を主体として協定を結ぶというやり方があり得るのではな

いかと、個人的には考えております。 これを軸にしながら、

千葉資料救済ネットや千葉史料協といった団体とも上手く

連携をしていくというやり方が、 行政の視点からすると着

実だと考えております。

　くわえて、 行政組織間の資料レスキューに関する協定に

ついても模索すべきだといえます。 千葉県内においても、

君津地方公立博物館協議会による 「災害時の資料保全

の相互応援に関する覚書」 があります。 県外に目を向け

れば、 「中国 ・ 四国地方における被災文化財等の保護に

向けた相互支援計画」 があります。

4-1. 展望―ゴールの 1 つとしての協定―

　ゴールの１つとしての協定というものを考えた時に、 千

葉大 ・ 歴博 ・ 文書館と三者で協定ができないかというこ

とで、私案を考えています。 この際に、参考になるのが 「広

島県立文書館 ・ 広島大学文書館の協定」 です。 協定の

書きぶりが、 すごくよいと思います。 抽象的すぎると、 実

際に協定をもとにどのように行動すれば良いか混乱してし

まう可能性があります。 逆に細かく規定を設けすぎると、

動きに制限が出てきてしまいます。 広島の事例は、 ちょう

ど良い塩梅だと認識しています。

　広島の事例をベースとして館内や庁内で感触をちょこ

ちょこ個人的に探っています。 リアクションとしては、 理念

としては重要だということで理解が得られています。 しか
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し、 具体的に何ができるのか、 県庁が何を求められてい

るのかという点については、 上手く説明しきれていないと

いう現状にあります。 こういったところをしっかりと庁内で

理解してもらう必要があります。 そのためにも、 まずは当

事者間 （千葉大 ・ 歴博 ・ 文書館） で検討していき、 合

意を得ていく必要があると痛感しています。

　たとえば、 こういう事例の時に、 人は出せるのか、 ある

いは資料を現地から持ち出したとして、 その資料は誰が

管理するのかというようなところが、 行政組織である文書

館としては、 論点になってしまいます。 また、 難しいこと

ばかりなのですが、 費用負担だとか服務の問題というも

のも大きな課題です。 先ほど申し上げたように調整コスト

がとてもかかります。 報告者が直接、 人事や財政に話が

できるわけではなく、 上司の理解はもちろんのこと、 文書

館の親組織である政策法務課を通じて話をしなければな

りません。 そんなこともあって、 言い出すのが怖いという

気持ちもありますが、 声を出せる数少ない正規の専門職

という立場ではあるので、 踏ん張りどころだと感じていま

す。 いずれにせよ前に進めていくためには、 関係各所と

の協議を重ねていく必要があります。

　もうひとつ最近になって気がついた大きな点としては、

文書館がそもそも協定の主体になれるのかという問題が

あります。 災害に関する県庁の協定を調べてみると、 協

定の主体は知事です。 文書館長が協定の主体になれるの

かということも、 庁内や館内で検討しなければなりません。

4-2. 展望―あり方検討会―

　「協定」 というひとつの方向性があるとして、 どう進めて

いくのかという点は重要な課題です。 私から千葉関係の

方へご提案なのですが、 定期的な勉強会を設けていくの

はどうでしょうか。 勉強会を何回か行い、それを発展させ、

検討会議のような公式な会議体にする。 たとえば、 文書

館に事務局を置いていただけると、 行政組織としても実

績になる。 すぐに協定書を結ぶということは、 難しい。 だ

からこそ、 まずは定期的な連絡 ・ 交流を図っていくことで

現状を前に進めることができると考えております。

おわりに

　文書館をめぐる環境は、 目まぐるしく変わってきていま

す。 当館の場合は、 図書館との施設の複合化という課題

もありますが、 デジタル化や教育との連携といった課題も

あります。 近年は、 大学院でアーキビスト養成講座など

が開設されており、 文書館で実習生を受け入れています。

　従来は、 文書館が単独で事業をやっていく傾向がとて

も強かったです。 それだけでは立ち行かない状況も出て

きています。 様々な分野で様々な主体との連携が求めら

れているのだろうと考えています。 その中で、 資料ネット

をはじめとして、 関係の団体とも連携をしっかりしていく

必要があります。
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はじめに

　ただいまご紹介いただきました、 神奈川県博物館協会

の望月と申します。 本日はよろしくお願いいたします。 私

の話ですが、 神奈川県博物館協会の活動について、 防

災という観点からお話をさせていただきます。

　最初に、 博物館協会を簡単にご説明します。 昭和３１年

（１９５６年） の９月に設立された団体で、 現在の加盟館園

は９７館園になります。 動水植含めて人文系 ・ 自然系の

博物館、 それから公立 ・ 私立の博物館、 なかには個人

経営の博物館も入っており、 大小さまざまな博物館園が

一緒に活動しています。 活動内容は、 研修会や公開シン

ポジウムの開催、 また協会報等の機関紙や一般向けリー

フレットの発行などを基本的に行っています。

1. 神奈川県博物館協会総合防災計画

　２０１１年に東日本大震災が発生いたしまして、 博物館で

も防災に対する意識が高まりました。 そこで協会としても

加盟館園同士で連携をしながら、 どういうかたちでそうし

た防災を共に行っていけるかということで、 準備を翌年か

ら協会のなかに委員会を作り、 検討を加えることになりま

した。 その過程のなかでは、 千葉県博物館協会をはじめ

近隣の団体の活動や意見等も参考にしながら、 ２０１７年

に神奈川県博物館協会総合防災計画というものを策定い

たしました。 その防災計画ですが、 中身は大きく２種類あ

り、 ひとつは平時段階における活動、 また有事段階となっ

た際の行動について規定した相互救済活動要綱、 もうひ

とつは有事に必要な資 ・ 器材の購入経費などに関する総

合積立金の取り扱いについての要綱となります。

2. 平時　有事

　活動計画の要綱には、 平時と有事という各段階での事

業 ・ 行動について規定があるのですが、 平時段階におい

てはまず有事の際の連絡体制を整備しておこうということ

で、幹事館園の設定や防災訓練の実施等を行っています。

また加盟館園数が 97 ありますので、 各館園の置かれて

いる事情から、 その年々で連絡先やその方法などいろい

ろと変更が生じることもありますので、 隔年でアンケート

を実施したりもしています。 また研修としては、 防災訓練

や関連の実技研修ということを実施しております。 さらに

他の協会、 あるいは大学組織、 ボランティア等との協力

関係を結んでいこうということが要綱のなかにも書かれて

いるところですが、 まだまだ他団体との協力関係というと

ころまでは、 なかなか進んでいないのが現状であり課題

であると思っています。 一方、 有事のほうですが、 何か

災害が起きた場合には一次救援と二次救援という２段階

にレベルを分けています。 まず一次救援は、 情報収集と

救援に対しての計画の策定、 そして計画に基づいた救援

活動の実施ということになります。 プロセスとして被災し

た館園は、 まずは現地対策本部と情報の共有化を図り、

さらに協会内に設置された総合対策本部とも情報等を共

有し、 その上で最終の意志決定が諮られ、 実際の救援活

動に入るかたちになります。 また一方で、 国の文化財防

災センターや、 県市町村の教育委員会、 あるいは日博協

等への報告 ・ 連絡 ・ 調整もしながら、 なかなかひとつの

県と協会だけで賄えるということでもないところが多々あ

りますので、 関係団体とも連携をしつつ救援作業にあたっ

ていくことも、 当然ながら視野に入れて活動を組み立てて

います。 また被災館園に対する救援作業も、 被災が小規

模であれば短期間で完了するであろうが、 後ほどお話し

しますように川崎市市民ミュージアムのように 2 万点を超

える被災資料が出るなどの大規模被災では、 当然ながら

長期にわたる救援作業が必要になってきます。 そこで二

次救援ということで、 資料の保管と安定化処理などを継

望月　一樹

神奈川県博物館協会／神奈川県立歴史博物館

神奈川県博物館協会の総合防災計画とその活動

報告2
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続的に、 かつ各種団体と連絡調整しながら進めていくと

いうことで、 一次 ・ 二次救援という２段階のレベルで有事

の際の行動を決めているところであります （図１参照）。

3. 県内を 6 つのブロックに分類

　また防災計画では、 神奈川県内を６つのブロックに分け

ております （図２）。 具体的には、 ①川崎 ・ 横浜北、 ②

横浜南、 ③三浦、 ④県央、 ⑤湘南、 ⑥県西という区域で、

各ブロックに中核となります幹事館園を置き、 さらに幹事

館園が被災する場合もありますので、 その下に補佐館も

置いて、 そこでまずは現地の情報収集をするというかた

ちをとっています。 さらに、 各ブロックからの情報を集約

するために、 代表幹事館園を定めていまして、 現在は協

図２

図１
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会事務局があります県立歴史博物館が、 その役割を担っ

ています。 先程の総合対策本部と同じ場所ということにな

ります。

4. 防災訓練

　さて平時における防災訓練について、 紹介します。 ひと

つは遠隔訓練というもので、 災害が起きて被害が出たと

いう仮定のもとに、 先程の 6 つのブロックからそれぞれ

のブロック幹事館、 そして代表幹事館のほうへスムーズに

連絡がいくような、 情報伝達ルートの確認を含めた訓練

です。 また、 もうひとつは集合訓練ということで、 参加で

きる館園に一か所に集まっていただき、 ブロックごとに課

題を洗い出し議論してもらい、 いざ発災したときの手段を

検討する研修会も開催しています （写真１）。

　一方で大きな問題は、 加盟館園間での連絡方法として、

何が一番よい手段なのかという点です。 基本的にはファッ

クスやメールを考えていますが、 館園によってはメールが

できない、 あるいは代表アドレスがなく担当者の個人アド

レスでしか連絡ができないという館園があるなどの問題が

あります。 そこで、 協会の防災担当幹事のほうで各館園

の情報収集をしつつ、 実効性のある手段を考えていると

ころです。 なお各館園は、 ①震度５以上の地震が発生②

集中豪雨等による水害が発生③その他、 甚大な被害を伴

う災害等が発生といった状況に至った場合には、 被災の

有無を問わず状況を連絡するように要綱では定めている

ところです。

5. 実技研修

　次に実技研修ということで、 水損資料の応急処置実習

を行いました。 これは実際に川崎市市民ミュージアムの事

例を受けての研修で、 国立歴史民俗博物館の天野真志

さんに講師をお願いしまして、 汚損した紙資料のクリーニ

ング方法などについて学びました （写真２）。

　また他にも古文書の修復ワークショップということで、 こ

れは市民ミュージアムにご協力をいただき天野さんと東京

大学史料編纂所の山口悟史さんを講師に、 実際に被災し

冷凍保存されている紙資料を使って、 その解体作業など

修復過程の一端を体験しました （写真３）。 これら実技研

修は、以後の市民ミュージアムでの活動にも大いに役立っ

ているところです。

6. 加盟館園以外の博物館、 もしくは個人所蔵

など地域に所在する文化財への救援活動は？

　このように協会では、 防災に関して研修会を開催してい

るわけですが、 防災計画はあくまでも加盟館園を対象と

したもので、 それ以外の博物館、 または個人や社寺が所

蔵する文化財などへの救援活動というものは、 直接的に

はこの計画のなかに含まれてはいません。 一方で、 現在

神奈川県教育委員会の文化遺産課が事務局になり、 県 ・

写真２

写真３

写真１
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市町村文化財大規模災害対策検討分科会が２０１９年に

立ち上がり、 文化財担当者間でさまざまな検討がされて

います。 現在、 その分科会に協会も参加をし、 協会の役

割も含め一緒に検討を行っています。 なお、 分科会の被

災時の想定ですが、 市町村、 あるいは県博協から被災

状況の情報を得た県は、 文化庁ならびに文化財防災セン

ターに情報を提供しながら、 その協議や相談・支援を行っ

ていくというものです。 まだこれはイメージですので、 実

際にこれがどのように今後かたちづくられていくのかは、

これからの課題になるかと思います。

　さらに史料ネットとの関わりですが、 神奈川の史料保全

ネットと当協会、 そして県の文化遺産課、 さらに文化財防

災ネットワーク推進室 （現文化財防災センター） の４者が

協議をする、 神奈川県文化遺産防災連絡会議が立ち上

がりました。 しかしコロナ禍以降、 残念ながら現在は中断

しているという状況です。 なお先の検討分科会とも、 今

後どのように結びつけて広域的に災害対策、 防災を行っ

ていくのか、 文化遺産課でさまざまに調整を図っている

状況です。

7. 川崎市市民ミュージアムへの救援活動

　では、 市民ミュージアムへの実際の救援活動ですが、

令和元年１０月２１日に市民ミュージアムから協会に救援要

請の第一報があり、 また翌日には国立文化財機構からも

連絡があり、 協議の上１１月２８日から救援活動を始める

ことが決まりました。

　実際の支援団体は、 文化遺産防災ネットワーク推進会

議の１０団体と、 その他支援 ・ 協力団体の７団体となりま

す。 協会は後者の団体の中に所属し、 活動を行っていま

す。 では、 実際の作業についてみていきます。

　まず歴史の収蔵庫ですが、 最初に入った際はさまざま

な資料が床に散乱している状態で、 まずは落穂拾いのよ

うに床に落ちている古文書 ・ 紙資料を拾い上げる作業と

なりました。 市民ミュージアムでは電源室も地下にあった

ことから、 総電源が喪失している状態で、 実際の作業は

ほぼ真っ暗ななかヘッドライトをつけながら行いました。 ま

た空気中のカビ菌やバクテリアの数値も高かったというこ

とで、 防塵マスクと防護服という格好で、 さらに湿度が

１００％という環境でしたので、 約４０分作業すると一度出

て休憩という作業工程でした。 救出した紙資料は、 コン

テナボックスに入れて冷凍保存をし、 現在はこれを解凍し

ながら、 解体や洗浄などの作業を進めているところです。

　考古の収蔵庫でも、 やはり棚などが崩れ、 かなりの汚

水がテンバコのなかに溜まった状態で、 まずはその水抜

き作業から行いました。

　民俗の収蔵庫も同様で、 棚が崩壊し、 さまざまな生産 ・

生活道具が床に崩れ落ちている状態でした。 それをひと

つひとつ運び出して、 洗浄作業を行いました。 民俗資料

については、 国立民族学博物館の日髙真吾さんに指導い

ただき、 水洗浄や金属製品については錆び落としをして

からオリーブオイルを塗布するなどしました。

8. 神奈川県博物館協会の救援活動実績

　救援活動の実績ですが、 令和元年度は２８日間活動し、

延べ１９７名の参加がありました。 しかし、 翌 2 年度は、

４月から１１月まで新型コロナウィルスまん延の影響と、 夏

の猛暑でタイベックスを着用しての作業がかなり厳しかっ

たことから、 実質１２日しか活動できませんでした。 なお

その後も、 継続して協会としては加盟館園の職員を派遣

し、 現在に至るまで救援活動に参加しています。

おわりに

　最後になりますが、 博物館資料をいかに守るかという

点は、 協会でも一番大きな話題になっています。 自身の

館がどのような立地 ・ 自然環境のなかにあるのか、 そう

いう状況を知った上での防災訓練、 あるいは防災に対す

るマネジメントが必要になってくるだろうと思います。 そし

て、 博物館同士のネットワークこそ、 何か災害が起きたと

きには大きな力になるに違いないと考えます。 市民の大

切な文化遺産などを収蔵している博物館の責任は重いこ

とから、 各加盟館園でも日々議論をしており、 かつ協会

としても館園同士のつながりを強化する役割を、 より一層

図りたいと考えているところです。 なお、 神奈川県博物館

協会は、 実は日本博物館協会が区分している全国ブロッ

クでは、 東海支部に属しています。 地域的には関東支部

ではという感じなのですが、 神奈川県と山梨県は東海地

区に入っており、 静岡県 ・ 愛知県 ・ 岐阜県と日頃から広

域なネットワークを形成しています。 将来に発生するだろ

う首都直下型地震、 東海 ・ 南海地震を考えたとき、 首都
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圏と東海地区などとの間でどのように防災に関して今後博

物館のネットワーク作りをしていくか、 ということも、 ひと

つの大きな課題ではないかと考えています。

　以上、 雑駁ですが、 私からの報告は以上で終わります。
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はじめに

　ただいまご紹介いただきました、 甲州史料調査会事務

局の西口正隆と申します。 よろしくお願いいたします。 私

は甲州史料調査会の事務局に所属していますが、普段は、

茨城県にございます土浦市立博物館で勤めております。

なので、 甲州つまり山梨にいないじゃないか、 と思われる

かもしれません。 しかし、 これがまさに甲州史料調査会の

特徴であり、もしかしたらデメリットでもあるかもしれない、

というお話しをさせていただきます。

1-1. 甲州史料調査会のあゆみと現状　調査会

の発足

　まず、 甲州史料調査会のあゆみと現状についてお話い

たします。 甲州史料調査会が発足しましたのは、 1991

年 7 月 13 日のことです。 学習院大学のなかに事務局が

置かれまして、 調査会として発足しました。 発足の趣旨に

つきましては、 甲州史料調査会の会誌 『桃太郎』 の第 1

号に 3 点記載がされております。 第１に、 埋もれている史

料の発掘に努め、 その破壊や散逸を防ぐ。 第 2 に、 近

年 （1991 年当時） の史料整理法の進展を踏まえ、 現状

を尊重した史料調査のあり方を追求する。 そして第 3 に、

参加者の自由 ・ 対等な立場での学習 ・ 研究の場となる

活動を目指す、 という 3 点です。 学習 ・ 研究の場となる

活動を目指すとあるとおり、 甲州史料調査会は災害など

の発生によって設立した団体ではなく、 あくまでも研究を

大事とすることを目的に結成しました。 この発足にあたり、

会議のなかでは当面②、 つまり調査のあり方を追求する

ということに重点を置くこと。 そして、 その後の学習 ・ 研

究の場となること、 その充実が①・②に強く影響するため、

あくまでも研究が内在型の研究会であるべきなどの意見

が挙げられていたことが記録をされております。 こちらが

甲州史料調査会の会誌 『桃太郎』 の第 1 号です （図１）。

B5 サイズ・8 ページ程で、 年に 1 回程刊行しております。

1-2. 調査活動の開始

　今日までに調査件数 （調査地） は 32 件になりました。

2023 年 12 月までに、 延べの調査回数は 136 回を数

えております。 地域に若干偏りはありますが、 山梨県内

の各地で調査を行っています。 元々富士河口湖町の周辺

で調査をしていましたが、 その後各地に広がっています

（図２）。

西口　正隆

甲州史料調査会／土浦市立博物館

甲州史料調査会の現状と課題

報告3

図１　『桃太郎』 vol.1
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1-3. 調査活動の手順

　具体的に調査活動の内容について触れておきたいと思

います。 調査活動の手順は、 まず調査会に地元の教育

委員会の方や個人の方から情報提供をいただきまして、

所蔵者の方のところに訪問し、 聞き取り調査などを行うこ

とが通例です。 その後、 概要調査や現状記録などの記録

をとりまして、実際に史料の 1 点 1 点の目録を作成します。

調査活動ごとに調査報告書は、 先程ご紹介しました 『桃

太郎』 に掲載をしています。 その後、 史料の撮影も行い、

地元での報告会なども開催する、 という流れで調査活動

を行っております。

1-4. 情報提供→訪問 ・ 聞き取り

　まず、 情報提供をいただいてからの流れです。 ここ数

年は、 現地報告会などを行いますと、 「うちにもこういう

史料があるのですけれどもどうしたらいいでしょうか」、 と

ご相談を受けて実際に聞き取り調査に行くというパターン

が増えております。 近年は、 山梨県内の地元の教育委員

会からご相談いただき、 所蔵者のもとをお訪ねし、 今後

所蔵を続けるのか、あるいは地元の教育委員会や博物館・

資料館などに寄贈するのかどうか、 という意向調査すると

いうパターンが多くなっています。

1-5. 概要調査 ・ 現状記録

　聞き取り調査が終わりましたら、 実際の保管状況を確認

します。 場合によっては所蔵されている方のところから史

料を運び出し、 地元の博物館や資料館に移管することも

行っています。

1-6. 目録作成

　概要調査などが終わりましたら、 実際に目録の作成な

どを行います。 甲州史料調査会では、 長く紙目録を作成

しておりまして、 直筆で 1 点 1 点目録を作成してきまし

た。 近年ではパソコンも使い、 Excel などで表にして目

録を作成しております。 甲州史料調査会は、 学習院大学

のなかに事務局を置いて結成された史料調査会の団体な

ので、 あくまでもボランティア活動です。 ボランティアです

ので、 初参加者の方も多くいらっしゃいます。 特に学部

生、 それから大学院生の方はかなり多いです。 初参加者

の方には史料調査の方法などのレクチャーを行って、 初

参加でも積極的に活動に参加してもらおうと心掛けており

ます。 ただ、 実際に参加される方は学生が多いですので、

図２　山梨県内の調査実施状況
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数年ごとにメンバーが入れ替わっていくということが課題

でございます。 また、 入れ替わりが多いので、 目録の統

一感 ・ 精度などには課題があります。

1-7. 史料撮影

　甲州史料調査会では、 史料の撮影もあわせて行ってま

いりました。 これは、 その後の利活用に資するということ

もありますが、 史料の代替化も目的としています。 万一

史料が被災した場合、 あるいは散逸してしまった場合に

も、 バックアップがとれるように史料を撮影してきました。

かつてはマイクロフィルムを使って撮影をしていましたが、

近年ではデジタルカメラなどもあわせて使っています。 デ

ジタルは突然データがなくなってしまう恐れがありますの

で、 複数のバックアップを保管しています。 かつて撮影し

たマイクロフィルムは、 保管状況によって劣化してしまい

ますので、 この保管も課題となっています。

1-8. 現在の調査活動状況

　今日、 調査を継続しているのは 4 件で、 甲州市で２件、

南アルプス市で１件、 韮崎市で１件です。 各現場では年に

1 ～ 2 回のペースで調査を行っています。 調査場所につ

きましては、 ご所蔵者のお宅、 あるいは各自治体などの

施設をお借りして調査を行っています。

1-9. 近年の調査事例　南アルプス市名取家文

書

　具体的な事例を 1 件ご紹介したいと思います。 2014

年から調査を行っております、 南アルプス市の名取家文

書調査でございます。 こちらは 2014 年末に、 南アルプ

ス市教育委員会から依頼がございまして、 所蔵者へ聞き

取り調査に行ったことがきっかけで始まりました。 約半年

後の 2015 年 6 月には、 実際に所蔵者の蔵から古文書

を取り出しまして、 南アルプス市のふるさと文化伝承館に

史料を移管しております。 タンスの中の引き出しに近世か

ら近代にかけての古文書が入っておりまして、 これらの概

要調査を行った上で、 運び出しました。

　2016 年 7 月に第 1 次調査を開始いたしまして、 実際

に目録などを作成しております。 その後、 年 2 回のペー

スで調査活動を行っておりまして、 2023 年 9 月には第

9 次調査が終了しました。 この 2016 年から 2023 年の

間に、 新型コロナウイルスの流行もありまして、 何度か調

査を計画しては中止となったこともありました。 今日まで

に、 3436 点の史料目録の作成が終了しております。 調

査の参加者は、 大学教員や学部生 ・ 大学院生、 学芸員

などの文化財関係職員、 それから各自治体の職員の方々

などが、 ボランティアで参加していただいています。 山梨

県内の方も参加してくださることもありますが、 多くが県

外からの参加者で、 県内の方は非常に少ないのが実状で

す。 また、 甲州史料調査会の事務局員を除きますと、 調

査の参加者はおよそ 2 年に 1 回程で入れ替わります。 2

年程は継続的に参加してくださる方が多いのですが、 そ

れ以降はメンバーが入れ替わっていくという傾向がありま

す。 毎回参加する事務局員は 3 ～ 4 名程です。

2-1. 史料調査会の課題　史料群の管理

　ここまで今日の活動の概要をお伝えしました。 その上で

の課題をいくつか提示しておきたいと思います。 まず、 史

料群の管理については、 いくつか課題がございます。 先

程申しましたとおり、 甲州史料調査会は拠点が学習院に

あります。 ただ、 ボランティア団体ですので、 必ずしも学

習院に人が詰めているわけではありません。 史料自体を

所蔵しているわけでもありません。 現在調査を継続して

いる史料群 4 件のうち、 2 件は自治体で所蔵 ・ 保管され

ています。 一方、残る 2 件は個人宅で保管されています。

個人宅に伺う方式ではない場合、 元々史料を持っていた

方の負担はほとんどありません。 毎回調査のたびに大人

数が来るのでその相手をする、 ということもないのです。

ただし、 旧蔵者との関係は希薄になりやすいという点では

課題があります。 一方で個人所蔵の場合、 所蔵者の意

向によって、 史料が山梨県内から離れて行くという事例

もございました。 そうした場合、 史料の現物が見たいとい

う閲覧の要請が甲州史料調査会に寄せられても、 すぐに

対応ができないという課題がございます。

2-2. 災害発生時の即応

　今回の史料ネット集会に関わるところで、 こちらは大き

な問題かと思います。 災害発生時の即応が、 甲州史料調
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査会にとっての課題です。 資料ネットの場合には、 多くは

各都道府県内の大学のなかに拠点が置かれていることが

多いかと思います。 甲州史料調査会の場合には、 都内の

学習院大学に事務局が設置されています。 参加者につい

ては、 資料ネットでは、 各都道府県内の大学生や大学院

生、 教員の方々、 自治体の関係者の方々が多くを占め

ております。 一方の甲州史料調査会は、 山梨県内の参加

者は少ないということを先程お伝えしました。 多くが都内

から参加する方、 私のように関東近県から参加して、 ま

た元の場所へ戻っていくというパターンが多いのです。 そ

のため、 たとえば山梨県内で災害が発生した場合、 レス

キューなどをすぐにできる体制にないところが、 大きな課

題かと思います。 一方で、 県内にいないからこそ、 情報

収集をすることができるといったこともあるかもしれません

し、 県内の自治体にいないがために、 たとえば災害対応

などにあたることはなくレスキュー活動に参加することがで

きる可能性などがあるかもしれません。 ここはメリットであ

りデメリットであるかと考えております。

2-3. 担い手の不足

　これは甲州史料調査会だけではないかもしれませんが、

担い手が不足しているという点も課題です。 甲州史料調

査会は事務局が学習院に置かれていますので、 学習院

大学の関係者の方が多いです。 たとえば、 私も学習院の

卒業生でありますけれども、 卒業した後にも参加してくだ

さる方、 あるいは在学されている方の割合が多いという

傾向がございます。 しかし、 近年大学院生も減少してお

りまして、 会の活動を担う方々が減少しています。 先程、

2 年後には参加者が入れ替わってしまうとお話しました。

大学を卒業したり、 大学院を修了したりしたタイミングで

入れ替わってしまう点が課題です。

2-4. 調査による研究成果の発信

　また、 調査活動を踏まえた研究成果の発信にも課題が

ございます。 甲州史料調査会は研究内在型の会として発

足をしているのですけれども、 実は研究発信のところでは

課題があるというところでございます。 甲州史料調査会

では、 調査報告書を 『桃太郎』 という会誌に掲載してお

りますけれども、 それ以外のところで、 会として研究成果

を発信できていないことが課題でございます。 2009 年

に論集 （高埜利彦監修 ・ 甲州史料調査会編 『富士山御

師の歴史的研究』 山川出版社、 ２００９） を刊行していま

すが、 残念ながらそれ以降、 会としてまとまった研究成果

を公開してはおりません。

2-5. 史料の代替化と保存

　史料の代替化のことに関しましては、 先程少し触れまし

たので省略いたします。

おわりに

　少し駆け足となりましたが、 まとめて終わりにしたいと思

います。 甲州史料調査会は発足から 33 年が経過いたし

ました。 富士河口湖町周辺で行ってきた調査活動は県内

各地に広がりつつあります。 調査活動とあわせて成果報

告会を行うことで、 地域の方々への調査活動への理解を

深められるように努めて活動しております。 ただ、 都内に

事務局があることもあり、 また、 事務局員の多くが関東

各地に住んでいるために、 山梨県内で災害が発生したと

きにレスキュー活動などにあたることが困難であるという

現状です。 また、 史料の閲覧などに柔軟に応じ難いとい

う問題もあります。 そして、 調査成果をどのように公表し

ていくのかも課題です。 以上、 私の報告を終わりにした

いと思います。 ご清聴ありがとうございました。
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　 小 関 ： そ れ で は、 こ れ か ら 最 大 で 40

分 ま で な ら 延 長 で き る と い う こ と な の で、

そ の あ た り ま で と い う こ と で 進 め て ま い

り た い と 思 い ま す。 こ の 第 2 セ ッ シ ョ ン

で は、 お 三 方 か ら そ れ ぞ れ の 組 織 ・ 団

体 の 活 動 と 課 題、 展 望 に つ い て お 話 を

い た だ き ま し た。 様 々 な 性 格 の 組 織 ・

団 体、 そ れ ぞ れ に 違 い が あ る と い う こ と

も あ り ま す が、 資 料 ネ ッ ト を 含 め て 災 害

の 発 生 前 と 発 生 時 の 連 携 の あ り 方 に つ

い て 意 識 し な が ら、 お 話 い た だ い た か と

思 い ま す。 そ う い う わ け で こ こ で は、 そ

れ ぞ れ の 組 織 ・ 団 体 の 課 題 を ふ ま え つ

つ、 平 時 に お い て 資 料 ネ ッ ト を 含 め た

様 々 な 外 部 の 組 織 ・ 団 体 と ど の よ う な

連 携 が 可 能 な の か と い う と こ ろ を 意 識 し

て、 そ れ ぞ れ の お 話 を も う 少 し 深 め て い

た だ く か た ち で 進 め て い き た い と 思 い ま

す。

ま ず 最 初 に、 柏 原 さ ん か ら は、 文 書 館

の 平 時 の 役 割 と 災 害 発 生 時 の 役 割 と に

分 け て お 話 を い た だ き ま し た。 平 時 の と

こ ろ で 私 が ひ と つ の 課 題 だ と 思 い ま し た

の は、 文 書 館 が 色 々 な 取 り 組 み を 進 め

て い く 上 で、 館 内 の 理 解 と か 合 意 を 広

げ て い く、 深 め て い く と い う こ と で、 そ

の こ と が 大 変 重 要 に な っ て く る も の と お

聞 き し ま し た。 ご 報 告 の な か で、 館 外 資

料 を 文 書 館 が 保 全 す る 必 要 は あ る の か

と い う よ う な 考 え を お 持 ち の 方 も 館 内 に

は い る の だ、 と の ご 指 摘 が あ りま し た が、

こ れ は 館 の な か だ け の 問 題 で は なく、 外

部 か ら の 働 き か け ま で 含 め て ど う し て い

く か 考 え る べ き こ と か と 思 い ま す。 そ こ

で ま ず、 柏 原 さ ん か ら そ の あ た り に つ い

て お 話 い た だ け れ ば と 思 い ま す。

　 柏 原 ： そ の 組 織 に よ っ て 性 格 が

違 っ て く る と は 思 う の で、 必 ず し も

一 般 化 で き る も の で は な い の で す

が。 千 葉 県 文 書 館 の 場 合 は ど う し て

も、 内 部 で 新 し い 事 業 を や っ て い く

と い う と こ ろ よ り か は、 今 や っ て い る

事 業 を し っ か り や っ て い こ う と い う 傾

向 が 非 常 に 強 い と い うとこ ろ が あ りま す。

そ う い う 意 味 で 災 害 の 対 策 と い う の は、

既 存 の 事 業 で は な い と い う よ う な 状 況 に

な っ て お り ま す。 た だ、 行 政 と し て は よ

く あ り が ち な 話 と し て は、 外 部 か ら の プ

レ ッ シ ャ ー と い う か 要 望 と い う と こ ろ は、

や は り し っ か り と 聞 い て い か な け れ ば い

け な い と い う 認 識 は す ご く 強 く 持 っ て お

りま す の で、資 料 ネ ットさ ん を は じ め 色 々

な 団 体 の 方 か ら、 県 と し て こ う い う こ と

を や り な さ い と い う よ う な こ と を ど ん ど ん

言 っ て き て も ら え る と、 そ れ を テ コ に し て

と い う か ひ と つ の 出 発 点 と し て、 よ り 積

極 的 な 行 動 が で き る の か な と い う と こ ろ

も あ り ま す。 こ れ は あ る 意 味 ネ ガ テ ィ ブ

な 話 と い う か、 自 分 達 で 変 え ら れ な い と

い う ふ う に と ら え ら れ て し ま う か も し れ な

い の で す け れ ど も、 や は り そ う い っ た き っ

か け と い う と こ ろ を 作 っ て い た だ け る と、

非 常 に な か に い る 人 間 と し て は よ い な と

い う と こ ろ を 常 々 思 っ て お り ま す。 以 上

で す。

　 小 関 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 支 援 体

制 の モ デ ル と い う 意 味 で も、 今 お っ し ゃ

ら れ た こ と は、 資 料 ネ ッ ト に で き る こ と と

し て 非 常 に 重 要 な ご 指 摘 だ っ た か と 思 い

ま す。

続 き ま し て、 望 月 さ ん の ご 報 告 で は、 総

合 防 災 計 画 の 作 成、 要 綱 の 作 成 な ど に

つ い て 詳 し く お 話 い た だ き ま し て、 非 常

に し っ か り し た も の を 作 ら れ て 備 え ら れ

て い る こと が わ か り ま し た。 そ の な か で、

資 料 ネ ッ ト に 関 係 す る こ と で は、 要 綱 の

な か に 他 団 体 と の 協 力 関 係 ― 大 学 や ボ

ラ ン テ ィ ア、 さ ら に は 他 県 の 協 会 と の 関

係 ― も 検 討 し て い く、 と い う こ と が し っ

か り 書 き 込 ま れ て い る 一 方 で、 現 在 ま で

あ ま り 十 分 に は 展 開 で き て い な い と い う

よ う な ご 指 摘 が あ り ま し た。 こ の 点 に 関

し て、 要 綱 を 作 成 し た 当 初、 ど の よ う な

協 力 関 係 を 想 定 し て こ の 文 言 を 盛 り 込 ま

れ た の で し ょ う か。 ま た、 現 在 ま で な か

な か 進 ん で い な い 要 因 は ど の あ た り に あ

る の か。 そ の あ た り を お 話 い た だ け れ ば

と 思 い ま す。

　 望 月 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 今 回 の

防 災 計 画 は あ く ま で も 県 の 博 物 館 協 会

が 作 成 を し た と い う 枠 組 み の な か で 作 っ

て お り ま す の で、 基 本 的 に は 協 会 の 加

盟 館 園 の な か で の 相 互 協 力 と い う の が

大 前 提 と い う か た ち に な る か と 思 い ま

す。 た だ、 や は り 博 物 館 に は 学 芸 員 が

お り ま し て、 そ れ ぞ れ の 専 門 分 野 に お い

て 活 動 を し て お り ま す の で、 単 に 加 盟 館

園 だ け で は な く て、 特 に 地 域 博 物 館 の

場 合 に は、 地 域 の 文 化 財 の 所 在 で す と

か そ う い う 情 報 も 当 然 博 物 館 の な か で

は 周 知 を し て い る と こ ろ で す。 資 料 の 収

集 ・ 研 究 ・ 調 査 に あ た っ て も 地 域 と の

密 接 な 関 係 が で き て お り ま す の で、 そ の

点 も 含 ん だ か た ち で、 博 物 館 協 会 全 体

と し て ど う 取 り 込 み な が ら や っ て い く か、

そ れ は や は り 1 番 大 き な 課 題 か と 思 い ま

す。 そ う い うと こ ろ で 連 携 す る と な れ ば、

神 奈 川 に も 文 書 館 が ご ざ い ま す し、 各

自 治 体 の 文 化 財 担 当 も い ま す し、 当 然

な が ら 資 料 ネ ッ ト も ご ざ い ま す。 そ う い

う な か で、 た ぶ ん お 互 い に で き る 部 分 と

で き な い 部 分 と い う の が あ り、 そ れ を ど

う 補 完 し あ い な が ら、 よ り よ い か た ち で

の 支 援 活 動 が 県 内 で 展 開 で き る か、 そ

れ が 大 き な 焦 点 に な っ て い る の で は な い

か と い う ふ う に 思 っ て お り ま す。 た だ、

一 朝 一 夕 に は い か な い と こ ろ が ご ざ い ま

す の で、 い ま だ に 課 題 と し て 検 討 し て い

ると い う の が 現 状 で す。

　 小 関 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 柏 原 さ

ん の ほ う か ら、 文 書 館 が 資 料 ネ ッ ト と 市

町 村 と を 結 ぶ ハ ブ に な れ る と も 考 え ら れ

る の で は な い か、 と い う お 話 も あ り ま し

た け れ ど も、 こ う し た 考 え に 関 し て、 望

月 さ ん は 何 か お 感 じ に な っ て い る こ と な

ど ご ざ い ま す か。

　 望 月 ： 当 然、 中 核 で あ る 県 立 館 が ハ

ブ と な る べ き と こ ろ は 多 々 あ る の で、 県

立 の 歴 史 博 物 館 と い う 立 場 で あ れ ば そ

れ は か な り 重 要 な 役 割 だ な と い う ふ う に

思 っ て お り ま す。 た だ、 加 盟 館 園 の な

か で も、 や は り 最 初 に 97 館 園 あ る と い

う お 話 を し ま し た け れ ど も、 そ れ ぞ れ 大
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小 様 々 な 博 物 館 園 が こ の 組 織 の な か に

入 っ て お り ま す の で、 そ れ が 皆 同 じ よ う

な か た ち で と い う の は 非 常 に 難 し い と こ

ろ も あ り ま す。 実 際 に 研 修 を や っ て い て

も 自 分 の と こ ろ で は 厳 し い で す よ と い う

館 園 も 存 在 し ま す の で、 じ ゃ あ そ う い う

と こ ろ を ど う い う ふ う に 拾 い 上 げ て 全 体

と し て ま と め て い く か、 そ う い っ た 意 味

で の ハ ブ と し て の 役 割 と い う の は 協 会 で

あ り、 そ の 事 務 局 を 担 っ て い る 県 立 歴

史 博 物 館 の 役 割 か な と 思 っ て お りま す。

　 小 関 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 柏 原 さ

ん は 文 書 館 の 立 場 か ら ご 提 案 を い た だ

い た わ け で す け れ ど も、 や は り 博 物 館 と

の 違 い と い う こ と も 含 め て、 改 め て 今 回

の ご 提 案 に 至 っ た お 考 え に つ い て さ ら に

展 開 し て い た だ け た ら と 思 い ま し た。 何

か お あ り で し た ら お 願 い し ま す。

　 柏 原 ： そ う で す ね、 非 常 に 難 し い ご 質

問 な の で す け れ ど も。 ま ず、 現 状 と し て

は、 文 書 館 と 博 物 館 の 連 携 が し っ か り

で き て い る の か と 問 わ れ る と、 必 ず し も

上 手 く で き て い な い と こ ろ も 実 際 の と こ

ろ は あ り ま す。 な の で、 現 状 文 書 館 と し

て で き る と こ ろ か ら 始 め て し ま っ て い る と

こ ろ は あ る の で す が、 当 然 博 物 館 と 文

書 館 の し っ か り と 連 携 し て い くと い う と こ

ろ は 課 題 と し て 残 っ て い る の か な と い う

と こ ろ で あ り ま す。 や は り 組 織 と し て の

つ な が り は、 縦 割 り に な っ て し ま っ て い

る の で 直 接 連 絡 が と れ な い、 組 織 とし て

は 連 絡 が と り づ ら い と こ ろ で は あ る の で

す け れ ど も、 個 人 的 に 学 芸 員 さ ん と お 仕

事 を 一 緒 に す る こと が あ れ ば、 ちょこ ちょ

こ お 話 を さ せ て い た だ い て、 実 は こ う い

う こ と を 考 え て い る ん だ と い う と こ ろ で、

個 人 の 職 員 ベ ー ス で は 徐 々 に 連 携 と い

う か 問 題 意 識 と い う の は 共 有 で き て い る

の か な と 思 い ま す の で、 上 手 く 発 展 で き

れ ば な と 考 え て い る と こ ろ で は ご ざ い ま

す。

　 小 関 ： 難 し い こと を 申 し て す み ま せ ん、

あ り が と う ご ざ い ま し た。 平 時 の 連 携 に

つ い て 話 を し て き て お り ま す け れ ど も、

西 口 さ ん は 史 料 調 査 会 の 活 動 に 携 わ っ

て こ ら れ て、 そ の 調 査 の 仕 方、 進 め 方

を 丁 寧 に 説 明 し て い た だ き ま し た け れ ど

も、 ご 説 明 の な か に、 史 料 の 自 治 体 へ

の 寄 贈 の こ と が ご ざ い ま し た。 教 育 委 員

会 に 相 談 が あ っ て そ れ を 整 理 し て と い う

事 例 や、 所 蔵 者 の 意 思 確 認 を し て 博 物

館 や 資 料 館 に 入 っ た 史 料 も い く つ も あ る

と い う よ う な こ と も ご 紹 介 い た だ い た と

思 い ま す。 史 料 調 査 会 と し て、 自 治 体

や 収 蔵 機 関 と、 と て も う ま く 連 携 が と れ

て い る の だ な と 思 っ た と こ ろ で す。 そ う

い う 事 例 以 外 に、 ま ず 所 蔵 者 か ら 史 料

調 査 会 に 相 談 が あ っ て、 そ れ を 自 治 体

に 働 き か け て 受 け 入 れ て も ら う、 そ の よ

う な 場 合 も あ る の か な と 思 い ま す。 そ こ

で、 寄 贈 の 経 緯 と い う か、 ど う い う か た

ち で 所 蔵 者 と 自 治 体 を つ な い で こ ら れ た

の か、 そ こ を 詳 し く 教 え て い た だ け れ ば

と 思 い ま す。

　 西 口 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 私 も 全

て 把 握 で き て い る わ け で は な い の で す

け れ ど も、 た だ、 近 年 多 い の は 教 育 委

員 会 さ ん の ほ う か ら、 古 文 書 が あ る ん

だ け れ ど も ど う 扱 っ て い い か わ か ら な い

と い う の も あ り ま す し、 や は り 量 も 膨 大

に あ っ た り し ま す の で な か な か 内 部 だ け

だ と 処 理 し き れ な い と い う 実 状 も あ る よ

う で す。 そ う い っ た と こ ろ で、 山 梨 県 内

を 中 心 に 活 動 し て き た 甲 州 史 料 調 査 会

の ほ う に 協 力 の 依 頼 が あ る と い う の も ひ

と つ の 寄 贈 の 経 緯 か な と。 最 近 で は そ

れ が か な り 多 い か な と 思 っ て い る と こ ろ

で は あ りま す。

　 小 関 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 今 基 本

的 に は 災 害 前 の 平 時 の 取 り 組 み に つ い

て 話 を し て い た だ き ま し た け れ ど も、 今

回 の 3 報 告 で は 災 害 が 起 こ っ た と き の こ

と も 強 く 意 識 し て お 話 を し て い た だ き ま

し た。 実 際 に 大 規 模 な 災 害 が 発 生 し た

と き に、 特 に 首 都 圏 で ど う い う ふ う に 対

応 し て い く か と い う こ と が 非 常 に 大 き な

課 題 だ と 考 え ま す。 そ の あ た り の こ と を

次 に 少 し 深 め て い け れ ば と 思 い ま す。

ま ず 望 月 さ ん の ほ う か ら、 お 話 の 中 盤 く

ら い で 県 の 文 化 遺 産 課 を 事 務 局 と し て

県 ・ 市 町 村 文 化 財 大 規 模 災 害 対 策 検

討 分 科 会 を 立 ち 上 げ て、 神 奈 川 県 博 物

館 協 会 に 加 盟 し て い る 以 外 の 博 物 館 で

あ る と か 個 人 所 蔵 の 資 料 を 対 象 と し て ど

の よ う な 取 り 組 み が で き る か を 検 討 さ れ

て い る と い う よ う な お 話 が ご ざ い ま し た。

こ の 分 科 会 に つ い て、 構 成 員 で す と か、

あ る い は 分 科 会 を 立 ち 上 げ る に 至 っ た

具 体 的 な 経 緯 と い い ま す か、 そ う い っ た

とこ ろ を 補 っ て お 話 い た だ け ま す で しょう

か。

　 望 月 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 所 管 が

文 化 遺 産 課 な も の で す の で、 細 か い こ

と は 私 も 承 知 し て い な い 部 分 が あ る の

で す け れ ど も、 例 の 改 正 文 化 財 保 護 法

に 基 づ い た 大 綱 に 基 づ い て、 県 内 の 文

化 財 保 存 を ど う い う ふ う に 考 え て い く か

と い う な か で、 文 化 財 審 議 会 の な か に

分 科 会 と し て 出 来 上 が っ た の が 今 回 ご

紹 介 さ せ て い た だ い た、 県 ・ 市 町 村 文

化 財 大 規 模 災 害 対 策 検 討 分 科 会 と い う

も の に な っ て お り ま す。 構 成 メ ン バ ー と

し ま し て は、 各 市 町 村 の 文 化 財 担 当 の

職 員 が そ こ に 入 っ て、 い ろ い ろ と 議 論 を

し て い る と い う こ と な の で す が。 な に ぶ

ん コ ロ ナ が あ っ て、 し ば ら く 中 断 を し て、

オ ン ラ イ ン で も な か な か で き な か っ た と

い う こ と を 聞 い て お り ま す。 今 年 度 か ら

や っ と 再 開 が で き た と い う こ と で す の で、

よ り 具 体 的 な も の は こ れ か ら 進 ん で い く

の か な と 期 待 し て い る と こ ろ で す。 申 し

訳 あ り ま せ ん、 あ ま り よ く 承 知 し て い な

い と こ ろ も あ り ま す の で、 こ の く ら い で

終 わ ら せ て い た だ き ま す。

　 小 関 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 こ れ は

千 葉 史 協 の 事 務 局 を さ れ て い る 千 葉 県

文 書 館 も 関 わ る お 話 か な と 思 っ て 聞 い

て お り ま し た け れ ど も、 千 葉 県 文 書 館 の

ほ う で は、 今 私 も 若 干 関 わ っ て お り ま す

が、 千 葉 大 や 歴 博 と 災 害 時 に 何 が で き

る か 考 え て 協 定 を 結 べ な い か と い う こ と

を 一 緒 に 検 討 し て い ま す。 実 際 に 協 定

の 文 案 も 柏 原 さ ん に 作 文 し て い た だ い て

い る と こ ろ な の で す が、 協 定 を 結 ん で 災

害 に 対 応 し て い く と い う 場 合、 先 程 の お

話 で は、 文 書 館 は 協 定 の 主 体 に な れ な

い の で は と い う こ と だ っ た と 思 う の で す

が、 協 定 の 主 体 は や は り 知 事 で な い と

い け な い と い う こ と は あ る の で し ょ う か。

そ の あ た り も 何 か 個 別 的 な 事 情 と か そ う

い う こ と が あ っ て と い う こ と に な り ま す で

し ょ う か。 可 能 な 範 囲 で 教 え て い た だ け

れ ば と 思 い ま す。

　 柏 原 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 そ う で

す ね、 状 況 と し て は ど う い う こ と が で き
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る か と い う こと を 検 討 し て い る とこ ろ で は

あ る の で す が。 今 ま で の 120 件 あ る 協

定 を み て い る と、 た と え ば 給 水 車 を 派 遣

す る だ と か 食 料 を 供 給 し て も ら う と い っ

た 協 定 が あ る の で す が、 そ れ も や は り

知 事 名 で や っ て い る と い う と こ ろ で あ っ

て、 具 体 的 に 言 っ て し ま う と、 協 定 を 結

ん だ 後 の 事 務 局 自 体 は 県 庁 の な か で も

本 庁 の ほ う に あ りま す。 で す の で、 い わ

ゆ る 出 先 機 関 と い う の が 文 書 館 な の で

す け れ ど も、 出 先 機 関 で 事 務 局 を 持 っ

て い る 事 例 が 確 認 で き な か っ た と い う と

こ ろ と、 協 定 の 内 容 に も よ る と は 思 う の

で す け れ ど も、 も う 少 し コ ン パ ク ト に す

れ ば 文 書 館 長 名 で も で き る の か な と い

う よ う な 状 況 で は あ る の で す が、 ど う し

て も 慣 例 的 に ど う も 知 事 名 に な っ て い る

と い う と こ ろ が あ り ま す。 そ う な る と 話 は

少 し 大 き く な っ て き て し ま っ て、 文 書 館

側 で は コ ン ト ロ ー ル で き な い と こ ろ も 出

て く る と。 た と え ば、 知 事 名 で や っ た ほ

う が 将 来 的 に は す ご く よ い と 思 う の で す

よ ね。文 化 財 も 含 め て、教 育 庁 も 含 め て、

県 庁 的 に 対 応 で き る と い う と こ ろ は す ご

く 大 き な も の で は あ る と は 思 う の で す け

れ ど も、 現 状 で は ど こ ま で で き る か な と

い う 感 じ で は あ り ま す。 た だ、 個 人 的 に

は ま ず は 文 書 館 長 名 で や れ た ほ う が よ り

コ ン パ ク ト で 機 動 性 が あ る も の が で き る

ん じ ゃ な い か な と は 考 え て お り ま す。 以

上 で す。

　 小 関 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 こ の あ

た り は 明 日 の 討 論 で も ぜ ひ 色 々 ア ド バ イ

ス と い う か ご 意 見 い た だ け れ ば あ り が た

く 存 じ ま す。 そ れ か ら、 災 害 時 の こ と に

関 し ま し て は、 西 口 さ ん か ら、 甲 州 史 料

調 査 会 で は 山 梨 県 内 か ら の 参 加 者 が あ

ま り 多 く な い と い う こ と も あ っ て、 初 動

対 応 ・ レ ス キ ュ ー と い っ た 活 動 の 展 開 に

難 し さ が あ る と い う よ う な お 話 が あ っ た

と 思 い ま す。 こ う い っ た と こ ろ に 関 し て

は、 調 査 会 で で き る こ と と 他 の 資 料 ネ ッ

ト と か 博 物 館 等 で で き る こ と、 そ れ ぞ れ

あ る と 思 う の で す け れ ど も、 災 害 時 に 史

料 が 被 災 し た と い う よ う な 状 況 に な っ た

と き に、 調 査 会 の ほ う か ら 見 て ど う い う

ふ う な 対 応 を し て ほ し い か、 ど ん な 対 応

が 望 ま し い と お 考 え か、 教 え て い た だ け

れ ば と 思 い ま す。

　 西 口 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 先 程 も

申 し ま し た と お り、 甲 州 史 料 調 査 会 は 山

梨 県 外 か ら 参 加 す る 人 が 多 い の で、 も

し 山 梨 県 が 被 災 し た 場 合 に は お そ ら く 近

隣 県 で あ る た と え ば 都 内 と か、 参 加 者

の 多 く も な か な か 現 地 に 入 れ な い、 自

分 達 も 被 災 し て い る 可 能 性 も 高 い と 思 う

の で、 そ う い っ た と き に す ぐ に 行 動 で き

な い と い う の は 課 題 か と 思 っ て お りま す。

そ こ で、 災 害 発 生 時 と い う よ り は 平 時 に

あ た る の か も し れ な い の で す け れ ど も、

普 段 か ら た と え ば 近 隣 の 資 料 ネ ッ ト さ ん

と か 地 元 の 博 物 館 の 方 々 と 人 的 な と こ ろ

で 連 携 を 強 め て お く と い う と こ ろ が、 そ

う い っ た 災 害 時 に 生 き て く る の か と 思 っ

て い る と こ ろ で は あ り ま す。 な か な か そ

こ の ネ ットワ ー ク 作 り が 進 ん で い る と こ ろ

と そ う で な い と こ ろ と 色 々 あ る と 思 い ま

す の で、 そ の へ ん は 課 題 で あ る か な と

い う ふ う に 思 っ て い るとこ ろ で す。

　 小 関 ： 千 葉 県 で も 房 総 史 料 調 査 会 と

資 料 ネ ット が あ っ て、 どう い う 関 係 に な っ

て い る の か わ か ら な い と よ く 言 わ れ た り

は す る の で す け れ ど、 資 料 ネ ット の 活 動

を み て い て、 役 割 分 担 と か 連 携、 ど う

い う ふ う に つ な が り を 作 る か と い う よ う な

こと で、 何 か お 考 え が あ れ ば 教 え て い た

だ け ま す か。

　 西 口 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 甲 州 史

料 調 査 会 の メ ン バ ー に は レ ス キ ュ ー 活 動

に 参 加 し た 人 も い る に は い る ん で す け れ

ど も、 必 ず し も 全 員 が 参 加 し て い る わ

け で も な い と い う と こ ろ も あ り ま す の で、

や は り そ う い う の を と い い ま す か、 そ う

い っ た とこ ろ は や は り 資 料 ネ ットさ ん の ほ

う が 強 か っ た り す る か と 思 い ま す の で、

そ う い うと こ ろ の 情 報 共 有 と い うと こ ろ も

あ る と よ い の か な と い う ふ う に 思 っ て い

るとこ ろ で す。

　 小 関 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 そ れ で

は あ と 数 分 あ り ま す が、 今 回 平 時 と 災

害 時 に 分 け て 私 か ら 質 問 す る か た ち で

お 話 を い た だ き ま し た け れ ど も、 た ぶ ん

ご 報 告 の な か で 言 い 足 り な か っ た と こ ろ

も あ る か と 思 い ま す の で、 最 後 に お 一

言 ず つ ご 発 言 い た だ い て 終 わ り に し た い

と 思 い ま す。 柏 原 さ ん か ら、い か が で しょ

う か。

　 柏 原 ： は い、 あ り が と う ご ざ い ま す。

報 告 で も 申 し 上 げ た の で す け れ ど も、 や

は り 具 体 的 に 顔 が 見 え る 付 き 合 い と い

う の が 必 要 に な っ て く る か と 思 い ま す の

で、 ぜ ひ と も 勉 強 会 ・ 検 討 会 等 を 一 緒

に で き れ ば な と 考 え て お り ま す。 ど う ぞ

よ ろ しく お 願 い い た し ま す。 あ り が とう ご

ざ い ま し た。

　 望 月 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 報 告 の

ほ う で は 淡 々 と 有 事 の 話 を さ せ て い た だ

き ま し た け れ ど も、 実 際 に 有 事 と な っ た

とき は、 い くら 要 綱 が 決 ま っ て い た とし て

も そ れ に 沿 っ て 物 事 を 進 め る こ と は 非 常

に 難 し い も の と 思 っ て い ま す。 川 崎 市 市

民 ミュ ー ジ ア ム の 際 は、 ほ ぼ ほ ぼ 徒 手 空

拳 の な か で 行 き 当 た り ば っ た り と は い わ

な い ま で も、 す ぐ 判 断 が 迫 ら れ る よ う な

状 況 の な か で 次 々 次 々 と 物 事 が 展 開 し

て お り ま し た の で、 果 た し て そ れ の 対 応

が 正 し か っ た の か どう な の か と い う の は、

今 以 て い ろ い ろと 考 え て い るとこ ろ で す。

準 備 は し て い て も い ざ と い う と き に 即 応

で き る の か、 そ の 点 が 1 番 大 き な 課 題

な の か と。 そ の た め に も や は り 各 団 体 と

日 頃 か ら ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 し な が ら 情

報 共 有 を し て い く べ き と こ ろ も 多 々 あ る

の で は な い か な と い う ふ う に 思 っ て お り

ま す。

　 小 関 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 で は、

西 口 さ ん の ほ う か ら 一 言 お 願 い し ま す。

　 西 口 ： 災 害 時 の こ と 以 外 に も、 平 時

か ら の 連 携 と い う の が 重 要 に な っ て く る

か と 思 い ま す の で、 ぜ ひ ここ に い ら っしゃ

る 皆 さ ん も 甲 州 史 料 調 査 会 に 参 加 し て

い た だ け る と あ り が た い な と い う ふ う に

思 い ま す。 会 員 制 で は な く て 毎 回 の 調

査 会 で 1000 円 ず つ 参 加 費 を 徴 収 し て

お り ま す の で、 お 気 軽 に ご 参 加 い た だ け

れ ば と 思 い ま す。 以 上 で す、 あ り が と う

ご ざ い ま し た。

　 小 関 ： は い、 あ り が と う ご ざ い ま す。

私 は 1 回 か 2 回 し か 参 加 し た こ と が な い

の で す が ……、 皆 さ ん ど う ぞ ご 参 加 く だ

さ い。 そ れ で は、 ち ょ っ と 時 間 が 過 ぎ て

お り ま す の で、 こ れ に て 第 2 セ ッ シ ョ ン

は 終 了 とし た い と 思 い ま す。 報 告 者 の 皆

様 あ り が とう ご ざ い ま し た。
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　皆さん、 おはようございます。 茨 城 史 料ネットの

添 田 で す。 酒 焼 けした 声 で 大 変 恐 縮しております

が、 司 会を務めます。 よろしくお願いいたします。

　第 3 セッションに つ い て は、 お 手 元 の パンフレッ

ト 12 ペ ー ジ か ら 登 壇 者 の 皆 様 の 報 告 内 容 に つ い

て 説 明 が ご ざ い ま す。 そ こに 趣 旨 も 示 さ れ て い ま

す。

　こ の セ ッ ション で は、 「資 料 保 存 ・ 継 承 の 現 場」

というタイトル で、 資 料 ネットの 活 動 を 支 える学 芸

員、 それから大 学 院 生の方 々に登 壇していただき

ま す。 皆 さ ん、 日 常 の 業 務 や 研 究 活 動 な ど を 抱

え な が ら、 資 料 ネ ット の 活 動 に 携 わ ら れ て い る わ

け で、 活 動 の な か で 感 じら れ て い る 苦 悩 や 課 題、

逆 に 活 動 の 面 白 さや 資 料 ネットへ の 期 待と可 能 性

などにつ いても、 それぞれ の 地 域 や 立 場 からお 話

し い た だ く 予 定 に な っ て お り ま す。 ど う ぞ よ ろ しく

お願いいたします。

添田　仁

茨城文化財 ・ 歴史資料救済 ・ 保全ネットワーク／茨城大学

第3セッション 「資料保存 ・継承の現場」
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報告 1

はじめに

　ただいまご紹介いただきました、 日光市教育委員会事

務局文化財課の福田と申します。 私は日光市の文化財課

に所属しておりまして、 普段は歴史民俗資料館 ・ 二宮尊

徳記念館というところに勤務しております。 また、 とちぎ

歴史資料ネットワークのメンバーでもあります。 今日は「日

光市における資料所在調査の展開と課題」 と題しまして、

日光市の業務、 特に古文書の所在調査について地域との

関わりや課題についてお話をしていきます。 本日の話の

流れは次のようになっております （図 1）。

1. 日光市の概要

　まず、 日光市の概要についてですが、 日光市は栃木県

の北西部に位置しておりまして、 面積は栃木県のだいた

い 4 分の 1 を占めております （図 2）。 そのため、 日本

で 3 番目に大きい市という位置づけになっております。 こ

の日光市は、 平成 18 年 （2006） に旧今市市、 日光市、

藤原町、 足尾町、 栗山村の 5 市町村が合併して新たに

誕生した市であります。 ちなみに、 現在の日光市の範囲

ですが、 その大部分が、 江戸時代は日光神領といって、

日光東照宮の祭祀運営のために幕府から日光山に寄進さ

れた土地であったという歴史があります。

　次に、 私が所属している日光市教育委員会事務局文化

財課の体制についてですが、 課長 1 人のもと 11 人体制

で業務にあたっております。 私が勤務しています歴史民

俗資料館 ・ 二宮尊徳記念館には職員が 5 人おりまして、

学芸員は 2 人です。 学芸員の有資格者ということでいい

ますと、 私を入れまして 3 人ということになります。 この

なかで古文書を普段から扱っているのは、 学芸員の 1 人

と私の合計 2 人です。

2. 栃木県における資料所在調査

　次に、 日光市での業務についてお話する前に、 栃木県

内の古文書の所在調査の経緯についてお話をいたしま

す。 栃木県の古文書の悉皆的な所在調査は、『栃木県史』

の編さんに遡ります。 明治 100 年を記念して昭和４３年

（1968） に 『栃木県史』 の編さんが始まり、 それを機に

県内で悉皆的な古文書調査が開始しました。 昭和 47 年

（1972） に最初の 『栃木県史』 が刊行されると、 『栃木

県史料所在目録』 の第 1 集が同時に刊行されます。 なお

『栃木県史料所在目録』 は以下、 『所在目録』 と表記い

たします。 ちなみに、 現在の日光市を構成する旧 5 市町

村の『所在目録』は、1980 年代に順次刊行されました（図

福田　博晃

とちぎ歴史資料ネットワーク／日光市歴史民俗資料館

日光市における資料所在調査の展開と課題

図 1 （報告内容）
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3）。 ここで触れておきたいのは、 足尾町、 3 家 107 点と

いう数の少なさを注目していただきたいところです。 この

点に関しては、 後ほどご紹介いたします。

　この 1980 年代に刊行された 『所在目録』 に関して、

私が普段から感じている特徴が２つあります。 まず 1 つ

目が、 表記が非常に簡単であるということです。 資料 1

点につき 1 行で書かれていまして、 年月日も元号と年数

だけというような表記の仕方がされています。 また２つ目

は、 目録から漏れてしまった古文書も存在しているという

ことです。 凡例に 「原則として明治二十年以前における

所蔵文書のすべてに、 一点ごとに通し番号を付してまとめ

た。」 とあり、 明治 21 年 （1888） 以降の史料は目録に

は掲載しないということが凡例で明記されています。ただ、

例外がありまして、 明治 21 年以降であっても目録に掲

載されていたり、 逆に近世のものでも目録から漏れてし

まったりというものもあります。 これは特徴と書きましたけ

れども、 課題でもあると私は感じております。

　さらに、　『栃木県史』 や 『所在目録』、 各自治体史の刊

行から 30 ～ 50 年経た現在、 日光市も含めて栃木県に

は 2 つの課題があると感じています。 まず 1 つ目が、 現

在の古文書の所在の確認をしなければならないということ

です。 ちなみに、 現在の日光市を構成する旧 5 市町村

の自治体史は、 編さんが終了して、 およそ 30 ～ 35 年

くらい経っています （図 4）。

　本日のお話と直接関りはありませんが、 注目できる事例

は、 『いまいち市史』 です。 35 年以上編さんが続いてい

たというのは栃木県のなかでも特徴的な編さん事業でし

た。 また、 旧足尾町では、 編さん委員や編さん室が設置

されず、 町史が編さんされることはありませんでした。 一

方で 『足尾郷土誌』 という郷土誌が何度か改訂を経て刊

図 2 （日光市の位置）

図 3 （日光市を構成する旧市町村を収録した 『栃木県史料所在目録』 の刊行年と史料点数一覧）

図 4 （日光市を構成する旧市町村史編さん開始年と終了年一覧）
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行されていました。

　以上の各自治体史の編さん終了後から、 市内の古文書

の所在がどのような状況になっているかということが日光

市では追跡できていない状況です。

　栃木県内の課題の２つ目として、 新出の古文書を反映

した目録の作成・公開ということです。 先程も『所在目録』

の特徴ということで挙げましたが、 明治 21 年以降、 それ

以前のものも含めまして、 新出の古文書を反映した目録

の作成が必要と考えています。 日光市でも近年、 新出の

古文書を多数確認しております。 この点は、 次でご紹介

いたします。 さらに、 『所在目録』 の内容が簡素だと指摘

しましたけれども、 内容の充実化ということも必要だろう

と考えています。

3. 日光市における資料所在調査

　次に、 日光市での活動についてご紹介いたします。 日

光市でも先程も申し上げましたとおり、 近年、 新出の古

文書を確認しております。 というのも近年、 高齢化や転

居によって古文書の寄贈や寄託の相談を受けるように

なってきています。 こういった史料群の調査を行います

と、 『所在目録』 に掲載されている史料群であっても 『所

在目録』 に収録されていない資料を多数確認しています。

もちろん、明治 21 年以降だけではなく、近世のものも 「目

録外」 や 「雑」 と封筒に書かれて一括に保存されている

というような例を多くみます。 また、 高齢化や代替わりで

次の代に引き継がれなくなって所在不明になってしまった

古文書が、 あるらしいということも把握しているところで

す。 『所在目録』に載っているけれども、どこにいってしまっ

たかわからないという話を聞くこともあります。

　このように日光市で現在直面している状況と先程ご紹介

した栃木県内の課題とを鑑みまして、 日光市では、 所在

の調査と目録の内容の見直しと、 情報の充実化の業務を

開始しました。 次からは、 具体的な日光市での事例を何

点かご紹介します。

　まず、 平成 30 年 （2018） に、 3 家 107 点しかない

というような旧足尾町で、 古文書の調査をしました。 とい

うのも、 足尾地域で古文書を所蔵していたとあるお宅が、

自宅で将来的に古文書を保存していくのは難しいというこ

とから当館でご相談を受けました。 このお宅の史料は、『所

在目録』 には掲載されておりませんでしたが、 旧足尾町

時代の地元の研究団体が作成した目録によって 6 点の古

文書の存在が知られていました。 実際にそのお宅に赴い

て古文書を目の前にしましたら、 明らかに 6 点よりはるか

に多い数の古文書が目の前にありまして、 当初の想定か

ら大きくかけ離れた状況から調査に取りかかりました。 そ

の結果、 新出の戦国時代の史料を含む 286 点を確認し

ました。 新出の戦国時代の古文書のなかで、 特に大きな

話題を呼んだのが伊達政宗の黒印が捺された過所――

いわゆる通行手形が見つかったことです。 東北と足尾の

つながりがあったとわかり、 大きな話題になりました。

　旧足尾町なのですけれども、 先程もお話しましたように

町史が編さんされていませんでした。 そのため、 地域の

住民や市民が足尾の歴史を知る上で、 手がかりが少ない

というような地域でした。 今回の新出の戦国時代の古文

書を含めまして、 中世期の仏像や石造物も調査によって

確認できましたので、 ある意味空白地帯だった足尾の歴

史が、 古文書や仏像、 石造物を通して、 埋められていき

ました。

　以上のような調査をきっかけにしまして、 足尾地域全体

的な調査を行う必要があるということで、 日光市の文化

財専門調査委員会の委員と協力しながら、 『所在目録』

に掲載されている史料群や、 このお宅には古文書がある

らしいというような情報に基づいて調査いたしました。 そ

の結果、 新出の古文書を把握できた一方、 やはり所在が

わからなくなってしまった史料もありました。 足尾地域で

の史料調査の結果を、 日光市歴史民俗資料館では展示

や資料集の刊行を通して市民に対して周知を行っている

ところです （図 5、 図６）。

　次に令和 5 年 （2023） からは旧栗山村の古文書調査

を開始しました。 旧栗山村では 『所在目録』 が刊行され

た当時、 29 家に史料があると確認されていました。 今

回はその 29 家が現状どうなっているかということを確認

することから始めました。 足尾地域の時と同様に日光市

の文化財専門調査委員会の委員や、 地元の研究団体の

栗山史談会に協力を得て、 現在のご当主の名前などの

聞き取りを行っております。 その過程で、 3 家 1928 点

の古文書を日光市歴史民俗資料館で受贈しました。 この

受贈した史料群の中にも、 『所在目録』 に掲載されてい

ない古文書も多数存在しているということが確認できまし

た。 これらの史料を整理していくということが今後の業務

になっていきます。
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4. 今後の展望

　最後に今後の展望としまして、 現在足尾地域と栗山地

域の古文書の所在調査を進めていますが、 その範囲を日

光市全域に広げたいと考えております。 それと同時に展

示や資料集の刊行によって市民に周知して、 市民が地域

の歴史に興味をもっていただけるような業務を行っていき

たいと考えています。 ただ、 どこの自治体でも課題であ

ると思われるのですが、 人員や予算の確保が非常に難し

いということが日光市でも課題であります。 さらに、 日光

市の広い面積をカバーするためには、 現在の日光市の体

制というものは少し人員が足りないということを実感して

おります。

　そこで、 とちぎ史料ネットに期待することとしまして、 市

と連携した資料の情報発信や情報収集が必要だと私自身

感じています。 とちぎ史料ネットには SNS の発信や研修

会の開催などによって、 資料についての情報発信や情報

収集をしていただいて、 市民や県民に対して資料の重要

性ということを呼びかけていただきたいと考えています。

そういった情報発信が、 資料の散逸防止につながると考

えています。 くわえて、 平時のつながりの形成に史料ネッ

トが大きな役割をもつのではないかと考えています。 私自

身、 とちぎ史料ネットに参加したのは、 令和元年 （2019）

の台風 19 号で被災した資料の保全作業の参加者を宇都

宮大学の髙山慶子先生が募っていることを人づてに聞い

たことがきっかけでした。 こうしたつながりを普段から大

切にすることで、 とちぎ史料ネットという場所が、 我々自

治体の職員も含め、 研究者が交流できるような場所にな

るのではないかと感じています。

　最後に、 日光市の取り組みはまだ始まったばかりで、 今

後どのように展開していくかは、 なかなか見通せない部分

が多いところではありますが、 ひとつひとつ着実にこなし

ていかなければいけない業務だということは感じておりま

す。 そうしたなかで、 とちぎ史料ネットとの連携があって、

そのなかで様々な人達のご協力を得ながら前に進んでい

きたいと感じております。

　私の力不足でなかなか上手くまとまりませんが、 私から

の報告は以上といたします。 ご清聴ありがとうございまし

た。
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図 5 （足尾地域関連の展示ポスター） 図 6 （足尾地域関連の資料集）



58

はじめに

　那須町教育委員会那須歴史探訪館で学芸員をしており

ます、 作間亮哉と申します。 また、 那須資料ネットで事務

局長をさせていただいております。 今回、 「地域博物館 ・

資料館と史料ネットの関係―那須の事例から―」 という

内容で、 具体的には那須資料ネットの活動とともに、 那

須地区の自治体で策定された文化財保存活用地域計画

や防災計画について、 当館で実施している資料保全の活

動と資料ネットの関係を、 お話させていただきます。

1. 那須資料ネット

　まず那須資料ネットの紹介ですが、 那須資料ネットがコ

アフィールドとする那須地域は、 基本的には旧那須郡の

一帯を占める地域で、 那須塩原市 ・ 大田原市 ・ 那須町 ・

那珂川町 ・ 那須烏山市の 3 市 2 町が該当し、 地理的に

は那珂川流域、または八溝山系にまたがり福島県の南部、

茨城県の北部と歴史や文化の面での交流が深い地域で

す。

　那須資料ネットは令和 2 年 10 月に設立しましたが、 こ

れは前年に那須烏山市で台風 19 号により水害が発生し

たことが関係しています。 那須資料ネットは、 市民主体の

活動を掲げており、 地域密着型の資料ネットを標榜して

活動をしています。 那須資料ネットは現在 50 名弱の会

員がいますが、 そのうち役員は、 この３市 2 町の博物館

や文化財に関わる職員、 郷土史家などにより構成されて

います。 また、 市民主体の資料ネットでもあるため、 那

須塩原市那須野が原博物館の自主団体という立場でもあ

ります。 そういった面では、大学を基本としている資料ネッ

トとは少し違ったかたちの地域密着型の資料ネットだと思

います。

2-1. 文化財保存活用地域計画と那須資料ネッ

ト

　文化財保存活用地域計画と那須資料ネットということ

で、 まずお話しさせていただきます。 栃木県内では 4 市

がすでに策定が済んでおります。 そのうち、 那須地域で

は那須塩原市 ・ 大田原市の 2 市がすでに策定済みの状

況です。 大田原市は令和 2 年 12 月 18 日に認定、 那須

塩原市の場合は令和 4 年 12 月 16 日に認定を受けてい

ます。

　また栃木県内の市町では、 下野市、 小山市が地域計画

を策定しています。 小山市の地域計画では、 とちぎ歴史

資料ネットワークが計画のなかに位置づけられています。

2-2. 大田原市文化財保存活用計画

　まず、 大田原市の文化財保存活用地域計画のなかで、

文化財の防災がどのように記述されているかということを

お話しいたします。 「第 5 章　文化財行政に関する本市の

目標と方針」 の中では基本方針として 「文化財の防災 ・

防犯対策の推進」 という項目が設定されています。 そこ

では、 「指定文化財については、 保存活用計画に防災 ・

防犯対策を盛り込み、 必要な設備の設置や防火訓練など

の取り組みを推進していく。未指定文化財についてもデー

タベースやマップの整備を進めて実態把握に努め、 本市

の文化財保護指導委員の設置により文化財パトロール機

能を拡充していくことを検討する。 また、 近年増加してい

る災害発生時において、 被災した文化財の救出や保全活

動についても、 他の自治体や民間団体との連携体制を整

備していく。」 という記述がされています。

　また、 「第 7 章　文化財の保存・活用の推進」 では、 「市

民および学術団体との協働体制の構築」 という項目があ

ります。 そのなかで、 「また、 近年は大雨や地震などの自

作間　亮哉

那須資料ネット／那須歴史探訪館

地域博物館 ・ 資料館と史料ネットの関係―那須の事例から―

報告2
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然災害が多発傾向にあり、 指定文化財はもとより、 数多

くの未指定文化財が被災する事態が発生している。 特に

未指定文化財にあっては、 行政の手がなかなか及ばない

のが実情であり、 民間レベルで組織化され進められてい

る資料の救出 ・ 保全活動の取り組みとの連携を視野に入

れながら、 非常時における体制を構築していく。」 とあり

ます。 ここでは、 民間の組織化された資料の救出団体と

の連携が謳われています。 この地域計画は、那須資料ネッ

ト設立直前に認定を受けた経緯もあるためこのような記述

になっています。 那須資料ネットはここで大田原市のなか

で歴史文化に関わる主な市民グループ ・ 団体として明記

されました。 この 「連携を視野に入れ」 という文言がある

ことから、 大田原市と那須資料ネットでは、 「災害時に被

災した歴史文化資料の救出 ・ 保全に関する覚書」 を締結

しています。

　覚書には、 災害時の大田原市と那須資料ネットの役割

が記載されています。 大田原市では、 歴史文化資料の被

災状況を確認すること。 また、 保全場所の確保と体制の

整備をすることが謳われています。また那須資料ネットは、

歴史文化資料の救出 ・ 保全への協力、 人員及び資材の

可能な範囲での応援というものが記載されています。 こ

の覚書は、 台風 19 号のときに被災を受けた那須烏山市

とも同様の覚書を締結しています。 那須資料ネットは、 大

学が持つ資料保全をする 「場」 を持たない資料ネットで

あるため、 行政に依頼して保管場所を確保していくという

ことが必要でした。 そのため、 行政による 「場」 の確保

が取り決められています。 一方、 「場」 は確保されても実

際に資料保全の担い手をどのように確保していくかという

課題が残ります。 この課題を克服したのが、 大田原市の

翌年に策定された那須塩原市の地域計画といえます。

2-3. 那須塩原市文化財保存活用計画

　令和 4 年に策定された 『那須塩原市文化財保存活用

地域計画』 には、 「第 7 章　歴史文化資源の防災 ・ 防

犯」 の項目内に 「災害により歴史文化資源に被害が及ん

だ場合、 被災した歴史文化資源は安易に移動、 破棄せ

ず、 被害状況を確認後、 那須資料ネットと連携し、 専門

家等の指導助言を受けながら移動 ・ 修復の可否を判断し

ます。」 「浸水、 汚損等による被害について、 紙本類や木

製品等は洗浄や乾燥について慎重を期す必要があること

から、 那須資料ネットと連携し、 専門家等の指導助言の

もと対応に当たります。」 と記載されています。 ここでは、

那須資料ネットによる被災文化財への指導 ・ 助言という

ものが明記されており、 那須資料ネットの現場での実働

がある意味では求められていることがわかります。

　また、 「歴史文化資源の防災 ・ 防犯に関する措置」 と

して、 被災文化財レスキュー事業や那須資料ネットとの連

携ということが謳われています。 「那須資料ネットとの連

携」 については、 具体的な活動内容についても記載がさ

れていて、 「レスキュー・保全資材の購入と配置、 研修会、

学習会等の実施による市民への啓蒙活動、 災害時の被

災資料のレスキュー ・ 保全活動」 が書かれています。 ど

うしてここまで具体的内容を記述することができるかとい

うと、 令和元年度に策定された 『那須塩原市地域防災計

画』 のなかで文化財の項目に、 「風水害等から文化財を

保護するための訓練を実施するとともに、 文化財につい

ての災害予防思想の普及啓発を図る。」 という文言が掲

載されているからと考えられます。 防災計画で、 文化財

防災の啓発や資料保全の担い手育成が位置づけられて

いることから、 那須資料ネットとの連携が実施しやすい状

況にあったのかと思います。

　地域計画策定年である令和 4 年度には、 那須塩原市

大田原市との覚書
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総務部の危機管理室と那須資料ネットが共催事業として

研修会を行いました。 まず危機管理室がハザードマップ

などを使用して、住民に対する防災意識の啓発活動を行っ

た上で、 実際に古文書や写真などが被災したときにどの

ような処置をするかということで、 水損した疑似古文書や

写真の洗浄体験ワークショップを行いました。 また、 那須

資料ネットでは、 那須地域 3 市 2 町に災害時用のレス

キュー資材を配置しています。 博物館や市役所庁舎に資

材は置いているのですが、 地域で災害があったときには、

配置した資材を利用し初期のレスキュー活動を行える状

況を構築しています。

3-1. 那須町の場合と資料ネット ・ 資料保全活

動

　次に私が勤務する那須町、 人口 24,000 人を切る小規

模自治体での資料保全活動についてお話しさせていただ

きます。 私が勤める那須歴史探訪館は、現在館長が欠員、

学芸員が私 1 人、 事務職の会計年度任用職員 2 名で、

館の運営等をしている状況です （※令和６年 2 月時点）。

また、 当町は 『那須町地域防災計画』 を平成 29 年度

に修正していますが、 那須塩原市のように文化財の記述

があるというわけではなく、 『文化財保存活用地域計画』

策定の動きもない状況です。 このような状況では、 やは

り限界もあります。 そこで、 町が策定する計画への修正

や資料ネットとの連携などを行うことで、 資料保全を行う

ことが可能な体制づくりや人員を確保していくことを現在

進めています。

3-2. 那須町災害廃棄物処理計画への記載

　その１つとして、 『那須町災害廃棄物処理計画』 策定時

に修正を加えました。 この計画は昨年策定されたのです

が、 そのなかで 「処分 ・ 廃棄、 貴重品 ・ 思い出の品」

という項目があります。 当初はそこに 「歴史資料等の一

時保管 ・ 修繕」 という文言はありませんでしたが、 修正

を加えました。 これにより、 一部の資料については当館

で資料保全をすることが可能になりました。 これは、 台風

19 号の被害による町内での資料保全活動の反省をふま

えたためです。

3-3. 那須資料ネットとの連携

　また、 当館では私が中心となって資料館の運営をしてい

ます。 少数で運営しているため、 大型のふすま張り文書

などを整理する際には、 1 人でなかなか対処ができない

ということもあります。 そのようなときには那須資料ネット

等と連携して対応するようにしています。 これは先月実施

したばかりですが、 「ふすま張り文書はがし講座」 を行い

ました。 このときは、 私が所属していた茨城史料ネットの

先輩でもある山川千博さんを講師に、 講座を行いました。

学芸員が一人しかいないような自治体 ・ 資料館では、 こ

ういうかたちでの資料ネットとの連携による資料保全活動

のニーズは高いのではないかと思います。

3-4. 資料保全活動のコンテンツ化 ・ 見える化

　また、 資料保全の現場を若い人材にも体験してもらおう

と、 当館ではジュニア学芸員という中高生向けの活動を

実施しています。 寄贈を受けた古文書等の整理は、 私 1

人でやるとなかなか時間的制約もあり進みませんが、 子

どもたちに指導をしながら自分も一緒に整理活動を進め

るということで、 資料保全活動の体験と自らの業務の遂

行を同時に行っています。 この活動は茨城史料ネットで

の経験があったからこそできたのではないかと思ってい

ます。 また、 当館は作業室がありませんので、 来館者が

滞在するエントランスでいつも中高生と作業を行うのです

が、 それを逆手にとり、 クリーニング作業や写真撮影など

の作業を来館者の方々に見せる場をつくることで、 資料

保全への興味関心を抱かせる工夫をしています。 古文書

のクリーニングに関しては、 地元住民の方々とも細々とで

すが進めています。

講座の様子
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4. まとめ

　以上をまとめますと、 自治体は文化財保存活用地域計

画や地域防災計画を策定するなかで、 資料ネットとの関

係を構築し、 平常時からの文化財防災の取り組みを行え

る環境づくりをしていくことが必要だと思います。 その 1

つの事例として那須塩原市が策定した地域計画があると

思います。 また、 当町 ・ 当館のような小規模自治体 ・ 小

規模資料館においては資料ネットとの連携を強めること

で、業務のなかで平常時の文化財防災・資料保全の時間・

人員を確保することができるのではないかと思います。 私

が務める那須町は、 半径 60 ㎞に文系の学科をもつ大学

がありません。 災害などの緊急時にすぐさま大学の力を

借りることが難しいということを考えると、 やはり平常時に

いかに自治体と資料ネット、 地域住民が平常時から文化

財の防災に取り組むかが大事なのではないかと思います。

報告は以上となります。 ご清聴のほどありがとうございま

した。
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はじめに

　ご紹介いただきました、 群馬歴史資料継承ネットワーク

（以下、 ぐんま史料ネット） の佐藤と申します。 今回は現

場の話ということでしたので、 予防ネットとして誕生したば

かりのぐんま史料ネットの話を含めて現在の群馬県の歴

史資料の保存に向けた動きと、 私の所属である群馬県立

歴史博物館の事例でお話しをさせていただきます。

1. 群馬県内の歴史資料保存機関

　歴史資料の保存機関はたくさんあり、 戦前から資料保

存の動きがありましたが、 ここでは戦後の群馬県の県立

館で整理させていただきます。 群馬県の場合は、 1953

年に県立図書館ができまして紙資料の収集を行いはじめ

ます。 そして、 1957 年に県立博物館ができました。 こ

こから、 群馬県内で県として地域資料を収集 ・ 保存 ・ 公

開していくのは博物館になります。 その後、 1974 年に

群馬県史の編さんが始まりまして、 県史で収集した資料

をどういうふうに保存していくのか、 いわゆるアーカイブ

になっていくのですが、 この県史の収集資料を母体として

1982 年に群馬県立文書館ができます。 なお、 県立博物

館は１９７９年に改組されて県立歴史博物館になっていま

す。

　県立博物館のみの時代は、 地域の古文書や地域で残さ

れた公文書なども県立博物館が預かり、 残してきたので

すが、 県有施設として 2 つできましたので、 どう役割分

担をするのかということが問題になります。 県から移管を

される公文書は当然文書館が受入れ先となるのですが、

民間の資料についてはどちらが受入れるのか、 担当者で

毎回相談しながらやっている状況です。 歴史博物館は、

モノ資料も文書資料も両方収集対象になります。 文書館

は、 文字通り文書資料を中心に収集していますが、 県史

以来の資料所蔵者とのつながりがあり、 また文書の所在

調査の情報もあり追跡調査も継続して行っています。 な

ので、 すみ分けとしては、 基本的に博物館はモノ資料、

文書館は文書資料というかたちですみ分けています。 た

だ、 地域のお宅に入ると、 後で事例をお話しさせていた

だきますが、 文書だけが残っているというわけではなく、

モノと文書が一括で残っているという場合が当然ありま

す。 そうなると資料群として残すことを重視しますので、

文書資料でも博物館が対応する場合がございます。

　さらに、 当然、 県立館以外でも県内の市町村も地域資

料をみていて、 今は県内基礎自治体は 35 市町村ありま

すので、 35 市町村それぞれで、 色々と温度差はあるの

ですが、 資料保存を行っているという状況です。 地域資

料の保存についての県立館と市町村の関係についても後

で事例を通して紹介させていただきます。

2. 群馬歴史資料継承ネットワークの設立と連携

の動き

　近年の資料保存の動きでいきますと、 群馬県内では

2020 年にぐんま史料ネットができました。 資料の保存場

所はまだ検討中の段階ですが、 啓発活動などを含めて予

防ネットとして誕生しています。 2024 年にはぐんま史料

ネットを含めて、 県の博物館協会 （群馬県博物館連絡協

議会） や、県立文書館がまとめ役をやっている群文協 （群

馬県市町村公文書等保存活用連絡協議会） といっていま

すが、 県内 35 市町村の担当課が入って連携をしている

団体などを含めて、 群馬県文化財防災ネットワーク連携

協議会が立ち上がりました。 ゆるやかな連携のかたちで、

今後どのように動いていくかというのはこれからの話にな

りますが、 資料保存や防災に関する連携の動きが進んで

佐藤　有

群馬歴史資料継承ネットワーク／群馬県立歴史博物館

博物館と歴史資料の継承

　―近年の群馬県立歴史博物館の歴史資料の受入れ過程を事例に―

報告3
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きています。

3. 群馬県立歴史博物館の資料収集 ・ 保存

　このように資料保存に係るアクターが増えてきている状

況なのですが、 群馬県立歴史博物館では資料収集、 保

存をどうやっているのかの話に移りたいと思います。 歴史

博物館では日常的に資料の収集 ・ 保存のために地域に

出ていって調査なりをやっているということは残念ながら

ないのですが、 展覧会を実施する際に地域の方達と相談

して展示品の調査をさせていただいたりしており、 悉皆調

査ではなくピンポイントで地域資料の把握などを行ってい

ます。 しかし、 これでは当然地域資料の把握という意味

では限定的です。

　他に一般の方からの資料の寄贈希望の相談というもの

がございます。 現在、 地域資料の収集 ・ 保存に関しては

こちらのウエイトが大きくなっています。 なので、 資料保

存のための積極的調査というより、 現在は資料寄贈希望

者に対する受動的対応がメインになっているといえます。

　さて、 寄贈希望者ですが博物館に連絡をくださる方は、

単純に博物館という名前だから連絡をくれる場合が多い

です。 もしくは、 地元の市町村に断られて、 県立博物館

なら相談に乗ってくれるかもしれないよ、 と言われて連絡

がくることがあります。 また、 先程申し上げました展覧会

で色々調査に入ることで、 その際につながりができた所

蔵者の方から資料を受入れてくれないかという連絡がくる

こともございます。 近年は相続や終活に伴う家財の整理

で資料寄贈の連絡をいただくことも多くなってきています。

4. 資料寄贈希望への対応

　次に、 実際に資料寄贈希望があった時の対応のお話を

させていただきます。 所蔵者から、 先程申し上げた県立

文書館、 歴史博物館、 市町村に個人で資料を保存して

いくのは難しいからなんとかしてもらえないか、 という連

絡がきたときに、 どういうふうな対応をしているかという

話です。 寄贈希望の話が市町村にいった場合は、 基礎

自治体ですので地域の資料として受入れるか否かは市町

村で考えられて、 一義的に判断をする場合が多いです。

近年ですと甲冑や刀剣など、 モノ的に扱いづらいと市町

村が判断した場合に博物館が紹介される場合がございま

す。

　対して、 歴史博物館なり文書館にはじめに話がきた場

合は、 歴史博物館と文書館はだいたい担当者間で相談

をして、 実際に資料を確認する場合は一緒に調査に入り

ます。 その際は、 基本的に県立館に直に話がきた場合で

も、 その所在市町村にこういった話があるから一緒に行

きませんか、 という話をさせていただいて、 博物館、 文

書館、 地元市町村の３つの主体で確認に入ることが多い

です。 これは明文化されているわけではなくて、 担当者

間で相談をしてやっているということになります。

5-1. 資料の受入れ対応　事例 1 （現地保存）

　次に、 実際の事例を２例お話しさせていただきます。 ま

ず一つ目です。 具体的な市町村名やお名前は差し控えま

すが、 明治から昭和戦前期にかけて親子 2 代にわたり作

成された地域資料の寄贈相談のお話です。 資料は、 地

元で神官をなさっていた家系のため、 まず神官関係の資

料がございます。 また、 郷土玩具の制作者も輩出してお

りますので、 郷土玩具関係の資料があります。 この郷土

玩具については、 戦前に天覧にも供されており、 玩具制

作者の銅像が地元に残っているような家の資料群です。

資料の所蔵者の方がなんとおっしゃったかというと、 自分

の子どもが資料に関心がないため自分の代で資料継承の

方向づけを行いたいと、 なので寄託か寄贈かで受入れを

考えてくれないかという連絡でした。 これは博物館 ・ 文書

館双方に連絡がきたのですけれども、 まず地元自治体と

情報を共有しました。 さらに、 ぐんま史料ネットにも情報

提供しています。そして、博物館と文書館とぐんま史料ネッ

ト、 実は地元自治体は対応が難しいと判断され一緒に行

かなかったのですが、 さらに連絡をいれた県の文化財保

護課、 あわせて 4 者でこのお宅に向かいました。

　実際に資料を確認させてもらいますと、 神官関係につ

いては装束など、 玩具もモノ資料になりますので、 モノ資

料とそれに関係する文書資料で一括の資料群でした。 そ

うなるとモノと文書を分けるよりも、 やはり群として一括

で受けたほうがいいだろうと、 文書館と博物館で調整し、

博物館で対応することが決まりました。 その後の博物館

の対応なのですけれども、 量的にもかなり多いのとお子

さんも近くに住まわれていたので、 まず資料所蔵者にこ

れは貴重な資料なので廃棄しないでほしいということ、 ま
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たご自宅で残せないかどうかをまずお子さんと相談するよ

うに伝えました。 それでも難しいというのであれば、 博物

館で受入れるというお話しをさせていただきました。 さら

に資料整理の際には、 ぐんま史料ネットと共同で行うとい

うことで方針を立てます。 結局、 資料寄贈希望者の方が

家族会議を開いて、 お子さんが大事に継承していくこと

になったので、 そのままお宅で残せるかたちになりました。

このように基本的に地域資料は、 所蔵者に価値をお伝え

しお宅で残してほしいというお話をさせていただいており

ます。

5-2. 資料の受入れ対応　事例 2（受入れ・整理）

　次に事例２を紹介させていただきます。 これも資料寄贈

希望者の方から博物館に連絡があり動き出した例になり

ます。 群馬に住んでいた資料所蔵者が亡くなられて、 相

続人の方は東京に住まわれていて、 群馬の実家を処分す

るので資料をもらってくれないかという連絡でした。 資料

は写真資料で、 大正から昭和末にかかる親子 2 代で撮

りためた写真です。 数量はおおよそ 1000 点で、 ガラス

乾板、 ネガ、 紙焼きなどになります。 博物館がかつて展

示でお借りして使用したこともある資料でした。 県内のか

なり広範な地域で撮られているので、 どこの市町村と限

定できないので博物館で一義的に対応しました。 先程申

し上げましたが、 相続人は群馬の家は売却予定なので、

現地保存は難しく博物館で引き受けることにしました。

　ただ、 実は群馬県立歴史博物館には資料整理のみを担

当する職員はおりません。 つまり、 地域資料は改めて申

すまでもなく貴重なのですが、 寄贈を受入れるとその分

整理前 1

整理前 2

仮整理中

仮整理目録
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だけ学芸員の業務が増えることになります。 具体的には、

担当の私一人で他の業務の合間をみて整理することにな

ります。 これは、 他業務との兼ね合いで現実的ではない

と判断しまして、 整理方針を固めたうえで、 館内で協議

し、 解説員という基本的に展示を来館者の方にわかりや

すく伝えることを本来業務とする方ですが、 館のなかで

融通を利かせてそのうち３人を資料整理もできるよう配置

し、 担当学芸員と一緒に 1 年がかりくらいで、 本来業務

の解説も行いながら整理をしていきました。 画像は仮整

理の作業や目録になります。 日付や撮影場所の記載があ

る写真はよいのですが、ない資料については、写真に映っ

ている状況を 「資料の特徴」 として記載していき仮整理

としました。

まとめ

　群馬県立歴史博物館が地域資料の収集 ・ 保存にどう関

与しているかのお話をさせていただきました。 地域資料

はできるだけ所蔵者や地元自治体で残していってほしい

というお願いをしています。 大事なのは、 地域資料として

の価値を資料所蔵者の方に伝えて、 ご自身で後世に残し

ていくことをまず検討してもらうことだと考えております。

その上で、 所蔵者 ・ 地元自治体が残せないと判断した場

合に、 博物館で対応させていただいております。 つまり、

県内資料の収集 ・ 保存については、 補完的に対応させて

いただいているという状況です。 近年話題に上ることが

多くなった収蔵庫の容量の問題もございますし、 事例２で

紹介させていただきましたが、 資料整理などに関して館職

員のみでまわすことはなかなか大変になってきています。

そのなかで、 ぐんま史料ネットと連携して資料整理をして

いけるかというところが、 現在、 検討課題になっています。

ぐんま史料ネットとしても、 予防ネットとして誕生しました

ので、 実際に資料に触れていない方も少なからずいらっ

しゃいますので、 恒常的に資料に触れる場をつくっていく

ことは意義があるのではないかと考えております。

　画像は、 ぐんま史料ネットでつくった、 地域の歴史資料

を捨てないで、 ということを積極的にアナウンスしている

チラシになります。 ぐんま史料ネットは、 現在資料の保管

場所もないような状況であり、 歴史資料の継承という課

題に実際に動いていく中で、 博物館他様々な従来の資料

保存を担ってきた諸機関と協力関係を築いていく段階に

あります。 その際、 どの主体が、 何ができるのか、 強み

は何なのかを整理していくことが必要だと考えます。 他の

史料ネットにおいても関係諸機関といかに連携していくの

かは課題だと思います。 今回は群馬県と群馬県立歴史博

物館を事例に紹介させていただきましたが、 その一助に

なれば幸いです。

　雑駁でまとまりませんが、 私からは以上になります。 あ

りがとうございました。

チラシ 「歴史資料を捨てないで」
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はじめに

　ただいまご紹介に預かりました、 千葉歴史 ・ 自然資料

救済ネットワークの小野寺華子と申します。 よろしくお願

いいたします。 本日は「資料ネットと大学の連携について」

というテーマで報告をさせていただきます。 本日の報告の

流れとしましては、 千葉歴史 ・ 自然資料救済ネットワーク

の簡単なご説明をしてから、 今回の報告で事例としてとり

あげる千葉大学文学部開講の古文書実習を説明していき

たいと思います。

本報告の目的

　まず、 簡単に自己紹介と本報告の目的についてなので

すが、 現在私は千葉大学の大学院博士前期課程に所属

しています。 学部 4 年のときから千葉歴史 ・ 自然資料救

済ネットワーク、 以降は千葉資料救済ネットと呼ばせてい

ただくのですが、 その活動に参加し、 2022 年度からは

運営委員を務めています。 2022 年度、 2023 年度に

は千葉大学文学部開講の古文書実習の TA として、 千

葉資料救済ネットが救出した資料の整理作業に関わって

います。 本報告では、 千葉大学の古文書実習を事例とし

て、 千葉資料救済ネットと大学との連携の可能性と課題

について検討したいと思います。

1. 千葉歴史 ・ 自然資料救済ネットワークの概要

　ではまず、 千葉資料救済ネットの概要についてご説明し

ていきます。 千葉資料救済ネットは、 災害時などにスムー

スな情報共有と資料救済活動ができるよう、 歴史資料の

継承に関心を持つ県内外の有志が集って立ち上げられた

ボランティア団体です。 東日本大震災をきっかけに 2012

年 3 月に設立されました。 会員数は 2022 年時点で、 4

団体 112 名です。 2016 年より共同代表を置き、 事務

局は千葉大学教育学部小関研究室に置いています。

　活動内容としましては、 資料救済 ・ 所在確認調査 ・ 救

出した資料の整理作業などを行っているほか、 年に 1 回

総会 ・ 勉強会を行っています。 今年度は、 高校生 2 名、

学部生 5 名、 大学院生 2 名、 一般の方 7 名、 運営委

員 10 名が参加しました （図１ ・ ２）。 まだまだ資料整理

の現場において若手が足りないというような状況が続い

てはいるのですが、 今回の集まりに運営委員を除いた半

分以上が学生であったことは嬉しい誤算でした。 千葉資

料救済ネットの概要と 2023 年度の活動につきましては、

ポスターのほうにも掲示していますのでご覧いただけます

と幸いです。

2. 千葉歴史 ・ 自然資料救済ネットワークでの富

津市菱田家資料の整理作業について

　次に、 千葉資料救済ネットで行った富津市菱田家資料

の整理作業について説明していきます。 富津市菱田家資

料というのが、 富津市の郷土史家のコレクションを含む資

料群で、 資料を収めた建物の取り壊しに伴う資料廃棄の

危機に際して、 2016 年に県内各機関とともにレスキュー

を行いました （図３）。 千葉資料救済ネットでは、 宮崎県

立妻中学校関係資料、 菱田忠義氏個人史料などを引き

取り、 久留里城址資料館に保管を依頼しました。

小野寺　華子

千葉歴史 ・ 自然資料救済ネットワーク／千葉大学大学院

資料ネットと大学の連携について

　―千葉資料救済ネット ・ 千葉大学文学部歴史学コースの活動を通して―

報告4

【図 1】 勉強会 （共同史料整理）

にて扱った小中台村文書

【図 2】 共同史料整理の様子
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　宮崎県立妻中学校関係資料は、 菱田忠義氏が旧制妻

中学校で教員を務めた際の史料で、 千葉資料救済ネット

で整理作業を行ってきました。 昨年の宮崎県で行われた

全国史料ネット研究交流集会を経て、 宮崎県立図書館に

移管することが決定いたしました。 移管する資料につきま

しては、 約 1100 点、 文書保存箱で 23 箱分になります。

2023 年度も、 前年に引き続き整理作業を実施しました。

2023 年 7 月 17 日の千葉資料救済ネットの勉強会や、

今年 1 月 30 日、 および 2 月 15 日の最終確認作業を

経て目録が完成し、 本年度中に宮崎県立図書館に移送

作業を行う予定です。 残る菱田忠義氏個人史料につきま

しては、 本報告で紹介する古文書実習のなかで整理作業

を実施してきました。

3. 千葉大学文学部開講科目 「古文書実習」 に

おける富津市菱田家資料の整理作業について

　次に、 千葉大学文学部開講の古文書実習における富津

市菱田家資料の整理作業についてご説明していきます。

千葉資料救済ネットとの連携の流れとしましては、 まず前

述の久留里城址資料館に保管されていた資料の調査を、

2021 年 10 月 29 日に実施しました。 また、 2022 年 5

月 27 日に菱田忠義氏の個人史料を千葉大学に搬入し、

古文書実習での整理作業を開始しました。

　2022 年度は前期 ・ 後期を合わせた 1 年間で、 富津市

菱田家資料のうち宮崎関係ではない資料群の整理を行い

ました。 資料番号でいうと、 「26-1-1」 から 「768」 と

いう数になりますが、 この間に枝番がかなり入っているの

で、 900 点以上の資料 （中性紙箱 7 箱分） の仮目録

作成が完了いたしました。 資料群の特徴につきましては、

主に学校関係文書で構成されています。 大正期から昭和

４０年代まで様々な年代の資料があるのですが、 特に昭

和 30 年代のものが多い印象でした。 昭和戦前期の資

料のなかには、 家族に宛てられた婦人会の案内や、 出兵

に際しての挨拶が書かれた葉書なども存在していました。

資料群全体をとおしてみると、 千葉県内の教育史や教育

行政の変遷を窺えるものとなっています （図４ ・ ５）。

　次に、 2023 年度の活動についてご説明いたします。

今年度は千葉資料救済ネットが関わっていない資料群の

整理を行っていたのですが、 前期の 1 回分で富津市菱田

家資料の整理を実施しました。 ここでは、 宮崎県立妻中

学校関係資料の所在確認を行いました。

　古文書実習は、 千葉資料救済ネットの共同代表でもあ

る檜皮瑞樹先生が担当しており、 歴史学を学ぶ学生が実

際に歴史資料に触れ、 史料整理の一連の手順を学ぶ機

会となっています。 前 ・ 後期各 16 回、 そのうち 1 ～ 2

回は巡見を行っています。 担当教員が主に近世史を担当

しているということもあって、 近世史、 近代史ゼミに所属

する学生が中心に受講しています。 学生の受講理由とし

ては、 くずし字を実践的に読みたいというものが最も多い

のですが、 1 年間の授業を終えての感想のなかに、 資料

整理の作業内容に対する解像度が上がり関心も増したと

いうものがあったように、 受講をとおして資料保存に対す

る関心が高まる学生も多い印象でした。

　古文書実習の成果といたしましては、 ①授業が毎週あ

るため、 千葉資料救済ネットの会員だけで進めるよりも多

くの資料を対象に整理が行えること、 ②学生の 「くずし字

を実践的に読みたい」 という需要を満たせること、 ③授

業をとおして資料保存に対する関心を高めることができる

こと、 この３つが主に挙げられます。 特に 3 つ目の成果

に関しましては、 単発の資料整理の経験では得られない

【図 3】 レスキュー時の資料の状況 （写真提供　小関悠一郎氏）

【図 4】 2022 年度の 「古文書実習」 の様子

【図 5】 2022 年度の 「古文書実習」 の様子
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ものであり、 授業をとおして千葉資料救済ネットと連携す

ることで、 “資料” とそれらを扱う “機会 （時間）” の両

方を得られたからこその成果ではないかと思っています。

また、 上記３つの成果に加えて、 大学院進学を考えてい

る学生や学芸員志望の学生が 2、 3 名千葉資料救済ネッ

トの活動に参加してくれたことも成果として挙げられます。

　反対に課題といたしましては、 数名は千葉資料救済ネッ

トの活動にも参加してくれましたが、 受講する学生が 20

数名という母数を考えると、 期待していたよりも少なく感

じました。 先程成果として挙げたことと相反するのですが、

人員 ・ 担い手という点に注目したときに、 授業と千葉資

料救済ネットの活動との連続性という面ではまだ課題が

残るかと思われます。 この点から、 これは私個人の考え

になってしまうのですが、 大学、 または学生と千葉資料

救済ネット双方にとって、 大学の授業を利用しての連携と

いうことが現時点では最適解ではないかと考えています。

また、 もう 1 点課題として、 目録の作成のみの作業に終

始し、 そこから得られた成果を共有することができていな

いという点も挙げられます。

4. 大学が担う資料の 「活用」 について

　次に、 大学が担う資料の活用について述べていきます。

史料整理自体も一種の活用ではあるのですが、 教育機

関であるとともに研究機関でもある大学においては、 そ

れに留まらない歴史資料の活用が望まれます。 その 1 つ

として、 先程古文書実習の課題としても挙げた、 成果の

共有を行うことが挙げられると考えております。

　菱田忠義氏の個人資料は、 教育関連の資料群であると

いう認識だったので、 宮崎県立妻中学校関係資料も同様

だろうと思われていました。 しかし、 いざ実際に蓋を開け

てみると、 学校という場を通した地域の戦時体制や銃後

社会の実態を窺うことができる資料が含まれていることが

わかりました。 この例のように、 現地でこそ活かしてほし

い資料というものがあるため、 千葉資料救済ネットでは現

地保存が望ましいという考えのもと、 これまでも 2021 年

度には茨城出身者の従軍関係資料を茨城に移管し、 今

回も例として挙げている 2022 年度、 2023 年度には、

宮崎県立妻中学校関係資料を宮崎に移管することを提案

してきました。 スムースな地域間の連携のためには、 なぜ

現地で保存することが望ましいのか、 また、 該当資料が

関連地域にとってどんな価値があるのかを考える必要が

あると思っています。

　また、 価値の共有が必要なのは、 当然ながら移管資料

に限ったものではありません。 2022 年度に救出した千

葉の小中台村文書はネットオークションに出されていたも

のなのですが、 できる限り資料の処分は避けようとして取

られた選択がネットオークションへの出品だったのではな

いかと想像しております。 旧蔵者の資料保存に対する思

いを引き継ぐためにも、 資料の価値を地域社会に再認識

してもらい、 地域の人々が主体となる保存 ・ 研究活動に

つながるよう働きかける必要があると考えています。 その

働きかけのひとつとして、 整理作業で得られた成果の共

有が必要になるのではないかと私個人は考えています。

5. 今後の展望 ・ 期待

　最後に、 今後の展望と期待について述べたいと思いま

す。 2023 年度の勉強会には多くの学生が参加してくれ

たのですが、まだ若手不足という課題の解決までには至っ

ていません。 千葉資料救済ネットにおいてその課題を解

決するには、 認知の拡大が必要となってくると思います。

大学とのつながりを維持し続けることによって、 歴史学を

学ぶ学生には研究活動と資料保存が一連のものであると

いう意識が根付き、 資料保存活動に関心をもってもらえ

る可能性が高くなるのではないかと考えています。 現段

階では、 大学の枠のなか、 つまり授業のなかに千葉資料

救済ネットが入り込んでいくかたちが望ましいと考えてい

るのですが、 上記のような意識の根付きによって千葉資

料救済ネット自体の活動にも参加してもらえるようになる

のではないかと期待しています。 また、 今回の勉強会に

参加した学生というのが、 所属する学校の教員の誘いで

参加を決めた人がほとんどでした。 今後学生の参加を増

やしたいと考えたときに、 学生に直接アプローチするので

はなく、 教員とのつながりを構築することを優先する道も

あるのではないかと考えています。

　私自身の話になってしまうのですが、 千葉資料救済ネッ

トの活動や交流をとおして、 それまで文化財に関わるの

が博物館や資料館だけだと考えていたのですが、 そうで

はなく、 それに加えて行政職員として ・ 教員として ・ 地域

住民として関わっていくというような姿をみることができ

て、文化財への関わり方の選択肢が広がりました。 そして、
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資料ネットというものが、 多くの人にとっての資料保存活

動の窓口となれる可能性があるとも感じています。 どんな

立場でも資料保存に携わるということは可能なのであり、

古文書実習、 または資料救済ネットに関わる活動に参加

してくれた学生が、 将来いずれかの立場として資料ネット

に参加したり資料保存の意義を広めてくれたりすることを

期待しています。 私の発表は以上となります。 ご清聴あ

りがとうございました。
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　添 田：以 上 4 名 の ご 報 告 を 終 え ま し た。

こ こ か ら は 質 疑 と い う こ と で、 報 告 者 の

方 は 前 に お 願 い し ま す。

こ の 会 場 は 12 時 ま で 大 丈 夫 な よ う で す

の で、 30 分 ほ ど 質 疑 を お こ な い た い と

思 い ま す。 今 回、 県 ・ 市 ・ 町 の 博 物 館

施 設、 そ し て 大 学 と い う そ れ ぞ れ 異 な

る 立 場 か ら お 話 を い た だ き ま し た。 他 の

セ ッ シ ョ ン と 比 べ る と 平 均 年 齢 が 若 い よ

う に 思 い ま す し、 ぜ ひ 忌 憚 な く お 話 し い

た だ け れ ば と 思 い ま す。 質 疑 の 論 点 と し

て、 以 下 の 3 つ を あ げ た い と 思 い ま す。

一 つ め は、 昨 日 の 小 関 さ ん に 倣 い、 非

常 時 の 対 応 に お い て 資 料 ネ ッ ト と ど う い

う 関 係 を 切 り 結 ん で い く の か と い う 点。

二 つ め は、 平 常 時 の 保 存 ・ 活 用 に お い

て 資 料 ネ ッ ト の 活 動 を ど の よ う に 活 か す

か と い う 点。 最 後 に、 今 日 は 大 学 院 生

の 小 野 寺 さ ん や、 作 間 さ ん の よ う に 学 生

時 代 に 資 料 ネ ッ ト の 経 験 を さ れ た 方 も お

ら れ ま す の で、 資 料 ネ ット の 担 い 手 の 問

題 を ど の よ う に 考 え る か と い う こ と、 と く

に 大 学 教 育 も 含 め て、 担 い 手 を ど う 確

保 し て い く か と い う こ と に つ い て 議 論 で

き れ ば と 思 い ま す。

ま ず、 一 つ め で す が、 非 常 時 に お け る

と ち ぎ 史 料 ネ ッ ト の 連 携 の あ り 方 に つ い

て お 聞 き し ま す。 と ち ぎ 史 料 ネ ッ ト は、

2019 年 の 東 日 本 台 風 を 契 機 に 設 立 さ れ

ま し た が、 昨 日 の 白 井 さ ん の 報 告 で は、

栃 木 県 は 連 絡 協 議 会 が 元 々 無 い こ と も

あ っ て、 関 係 者 の 横 の 連 携 に 不 安 が あ っ

た と 紹 介 さ れ て い た よ う に 記 憶 し て い ま

す。 活 動 を 通 し て、 栃 木 県 内 の 横 の つ

な が り に 関 し て 感 じ た こ と や、 今 後 の 災

害 に 向 け て 必 要 な 連 携 の あ り 方 に つ い

て、 感 じ て い る と こ ろ が あ れ ば お 聞 き し

た い と 思 う の で す が、 福 田 さ ん と 作 間 さ

ん、 そ の 点 い か が で しょう か。

　 福 田 ： は い、 私 自 身 が と ち ぎ 史 料 ネ ッ

ト に 参 加 し た き っ か け で、 他 の 自 治 体 の

方、 作 間 さ ん と も お 会 い で き ま し た し、

災 害 発 生 前 か ら の つ な が り と い う も の が

あ ま り 形 成 さ れ て い な か っ た と い う こ と

を 感 じ て お り ま す。 ま た、 他 の 県 の お 話

を 聞 くと、 県 が 主 体 的 に な っ て 動 い て い

る な と い う ふ う な 印 象 を 受 け ま し て、元 々

災 害 が 発 生 す る 前 に そ う い う 県 で の 動

き と い う も の が あ っ た ら よ か っ た の か な

と 感 じ ま し た。

　 添 田 ： 作 間 さ ん は、 そ の あ た り の 課 題

を 論 文 に も 書 か れ て い た と 記 憶 す る の で

す が、 い か が で しょう か。

　 作 間 ： そ う で す ね、 栃 木 県 の 場 合 は

栃 木 県 の 県 博 協 さ ん の 加 盟 館 も あ る の

で す が、 基 本 的 に は そ の 館 の 被 災 状 況

を 報 告 し て く だ さ い と い う か た ち だ け に

な っ て し ま う の で、 な か な か 実 際 に 災 害

が 起 き た と き に 館 が ど う い っ た 対 応 を す

る か と い う こ と が ま だ 取 り 決 め ら れ て い

な い と い う 状 況 か と 思 い ま す し、 東 日 本

台 風 の と き は 実 は 加 盟 館 で あ る 栃 木 市

の 民 間 の 資 料 館 さ ん な ど が 被 災 は し た

の で す が、 そ の 際 に 博 物 館 協 会 内 の 加

盟 館 の 情 報 共 有 等 々 が な か な か そ の と

き は で き な か っ た と い う 課 題 も あ り ま す

の で、 そ う い う 部 分 で は 今 後 や は り 群

馬 県 さ ん で あ る と か 近 隣 の 県 の 方 々 の

状 況 を 把 握 し な が ら 改 善 し て い く 必 要 が

あ る の か な と い う ふ う に 思 い ま す。

　 添 田 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 災 害 が

あ る 意 味 契 機 に な っ て、 新 し く 作 ら れ た

ネ ッ ト ワ ー ク が と ち ぎ 史 料 ネ ッ ト と い う こ

と に な る か も し れ ま せ ん。 一 方、 ぐ ん ま

史 料 ネ ッ ト は 予 防 ネ ッ ト 的 に 作 ら れ て い

て、 災 害 を 契 機 と し な い な か で も 立 ち 上

げ が 上 手 く い っ て い る よ う に 思 い ま す。

佐 藤 さ ん、 な ぜ 上 手 く い っ た と 考 え た ら

よ い で し ょ う か。 ま た、 今 後、 予 防 ネ ッ

ト を 運 用 し て い く に あ た っ て の 難 し さ や

課 題 が あ り ま し た ら お 話 し い た だ け な い

で しょう か。

　 佐 藤 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 予 防

ネ ッ ト と し て と い う こ と で、 こ れ は 本 日

も 来 て い ま す が 簗 瀬 代 表 の 非 常 に 強 い

リ ー ダ ー シ ッ プ の も と、 簗 瀬 代 表 は 元 々

県 立 歴 史 博 物 館 に お ら れ ま し て、 先 程

の 話 で 少 し 端 折 っ て し ま っ た と こ ろ は あ

る の で す が、 県 立 博 物 館 は 展 示 で 市 町

村 の 資 料 を お 借 り す る と い う こ と が あ り、

密 に 連 絡 を 取 り あ う こ と が 多 い で す。 そ

う い っ た 流 れ の な か で、 こ れ は 人 間 関 係

に な っ て し ま う の で す が、 簗 瀬 代 表 が 作

ら れ る と き も、 や は り 市 町 村 の 方 達 と か

お 声 が け を し て、 群 馬 は 幸 い 今 の と こ ろ

大 き な 災 害 は な い で す が 社 会 情 勢 の な

か で こ う い っ た 活 動 と か 考 え 方 と い う の

は 大 事 だ ろ う と い う こ と を 一 緒 に 共 有 し

な が ら、 設 立 で き た と い う と こ ろ だ と 思

い ま す。 実 際 の 運 用 に つ い て は、 ぐ ん

ま 史 料 ネ ット は 予 防 ネ ットと し て で き て い

る の で、 災 害 が な い 以 上、 主 だ っ た 活

動 は な い わ け で す。 そ う す る と、 実 際 に

平 時 に ど う い っ た こ と が で き る の か、 人

を つ な ぎ と め て おく で あ っ た り、 そ う い っ

た 方 達 の 技 術 を 上 げ て い く よ う な こ と を

ど う や っ て い く か と い う こ と が 課 題 な ん

だ ろ うと 思 っ て い ま す。 最 後、 報 告 で 述

べ さ せ て い た だ き ま し た が、 博 物 館 な り

資 料 館 な り で 恒 常 的 に 資 料 整 理 に 入 っ

て い た だ く な り、 何 か し ら の か た ち で 人

を 活 か し て い く と い う こ と が 必 要 に な っ

てくる ん じ ゃ な い か な と 思 っ て い ま す。

　 添 田 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 人 が 支

え る と い う か、 簗 瀬 さ ん の リ ー ダ ー シ ッ

プ が 無 視 で き な い と い う こ と で す ね。 同

じ よ う な こ と は、 私 も 茨 城 史 料 ネ ッ ト で

感 じ て い ま す。

続 い て、 非 常 時 の 話 を も う 一 つ だ け お

う か が い し た い と 思 い ま す。 作 間 さ ん が

お 話 し さ れ た 大 田 原 市 ・ 那 須 塩 原 市 な

ど の 行 政 と 那 須 資 料 ネ ット の 連 携 に つ い

て、 計 画 段 階 か ら 非 常 に 動 き や す い 環

境 づ く り が な さ れ て い る よ う に 感 じ ま し

た。 そ れ が 上 手 く い っ た と い う か、 上 手

く い か せ る こ と が で き た 背 景 が あ れ ば 教

え て も ら え な い で しょう か。

　 作 間 ： こ れ を 進 め た の は ほ と ん ど が

代 表 の 金 井 さ ん で は あ る ん で す け れ ど

も、 金 井 さ ん は 元 々 那 須 野 が 原 博 物 館

と い う 博 物 館 の 館 長 さ ん を さ れ て お り ま
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し て、 そ う い う 地 域 の 住 民 の 方 々 と 手

を 取 り あ う 博 物 館 と い う の を ず っ と さ れ

て き た 方 と い う の は あ り ま す し。 あ と は、

情 報 と し て は 出 て い る ん で す け れ ど も、

地 域 活 用 計 画 の 委 員 会 の 会 長 が 金 井 さ

ん と い う の も あ り ま す の で、 そ う い う 部

分 で は ね じ 込 み や す か っ た と い う の は あ

る の か な と は 思 う ん で す が、 そ れ に し て

も ど う い う ふ う に 地 域 の な か で 文 化 財 で

あ る と か 地 域 資 料 と い う も の を 守 っ て い

く か と い うこと に 関 し て は、 そ う い う 部 分

で 盛 り 込 ん で い く 必 要 が ど の み ち あ っ た

の か な と は 思 っ て い ま す。

　 添 田 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 と ち ぎ

史 料 ネ ット の 組 織 作 り や 活 動 実 践 に お い

て、 県 の 博 物 館 や 博 物 館 協 会 な ど の 役

割 に 期 待 す る こ と は な い で し ょ う か。 群

馬 の 事 例 な ど と も 比 較 し て、 お 考 え が あ

れ ば お 聞 き し た い の で す が い か が で し ょ

う か。

　 福 田 ： 群 馬 の 例 だ と、 県 の 博 物 館 と

文 書 館、 そ れ か ら 関 連 自 治 体 と ぐ ん ま

史 料 ネ ッ ト と い う、 も う す で に 連 絡 体 制

と い う か 情 報 共 有 を は か っ て い る と い う

と こ ろ が で き あ が っ て い て 羨 ま し い な と

い う か。 な の で、県 で も も う 少 し 資 料 ネ ッ

ト を は じ め 文 化 財 と い っ た こ と に 目 を 向

け て い っ て い た だ き た い な と い う の は 感

じ て お りま す。

　添 田 ： 作 間 さ ん は い か が で しょう か。

　 作 間 ： は い、 福 田 さ ん も 自 分 も そ う な

ん で す け れ ど も、 や は り 自 治 体 の 職 員 と

い う、 公 務 員 と い う 立 場 が あ りま す の で、

何 か し ら の 災 害 が あ っ た と き に 近 隣 市 町

村 で あ る と か が 被 災 し た と き に は、 や は

り 応 援 申 請 が な い と 動 け な い と い う こ と

が あ り ま す の で、 そ う い う 部 分 で は 那 須

資 料 ネ ット の 場 合 で す け れ ど も、 民 間 の

ボ ラ ン テ ィ ア と し て 自 治 体 の 職 員 等 々 が

そ う い う か た ち で 入 っ て い る と い う こと を

考 え る と、 応 援 の 公 的 な 手 続 き が で き な

い 場 合 の 抜 け 道 で は な い で す け れ ど も、

そ う い う 部 分 で の 災 害 に 対 す る 組 織 作

り の ひ と つ な の か な と い う ふ う に は 私 も

考 え て お り ま す し、 や は り 県 と し て も 抜

け 道 が 本 当 は な い ほ う が い い の か な と

は 思 い ま す の で、 し っ か り と 災 害 時 の 専

門 職 員 等 々 の 応 援 派 遣 に 関 す る 規 定 に

つ い て は 今 後 取 り 組 ん で い け ると い い の

か な と い う ふ う に は 思 い ま す。

　 添 田 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 で は、

話 を 平 時 の 対 応 に 移 し た い と 思 い ま す。

平 時 に お い て 資 料 ネ ッ ト の つ な が り が ど

の よ う な 役 割 を 果 た し う る か、 と い う 点

に つ い て お 聞 き し た い と 思 い ま す。 と く

に、 資 料 保 存 や 整 理 の 問 題、 人 材 の 確

保 の 問 題 な ど の 面 で 連 携 し う る こ と は な

い か、 ぐ ん ま 史 料 ネ ッ ト で 何 か 見 通 し の

よ う な も の が あ り ま し た ら、 お 話 し い た

だ け な い で しょう か。

　 佐 藤 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 現 状、

見 通 し と い わ れ て も 計 画 は な い ん で す

が、 思 っ て い る と こ ろ を 少 し だ け お 話 し

さ せ て い た だ き ま す と、 今 千 葉 の お 話 が

あ り ま し た が、 資 料 ネ ッ ト で 整 理 を す る

と か、 今 は 県 内 35 市 町 村 あ る と 申 し 上

げ ま し た が、 文 献 を 専 門 と し て い る 職 員

の 方 が い な い と こ ろ は た く さ ん あ る ん で

す。 つ ま り、 文 献 で 貴 重 だ と 思 っ て 受 け

入 れ て も、 整 理 も で き な い し 活 用 も で き

な い。 ま ず、 読 め な い と い う 自 治 体 の

方 が い ら っ し ゃ い ま す の で、 そ れ を 県 立

博 物 館 が 手 当 を す る と か 色 々 あ る ん で

す け れ ど も、 資 料 ネ ッ ト の ほ う で 整 理 で

き る の で あ れ ば 地 元 の 自 治 体 が 受 け 入

れ る 可 能 性 が あ る ん じ ゃ な い か と 思 っ て

い ま す。 地 域 の 貴 重 な 資 料 と 認 識 で き

れ ば で す ね。 千 葉 の お 話 を う か が っ て

そ ん な こと を 考 え て い ま し た。

　 添 田 ： 福 田 さ ん も 日 光 市 で 精 力 的 に

悉 皆 調 査 を さ れ て い ま す が、 一 方 で 悩

ま れ る こ と も 多 い の で は な い か と 思 い ま

す。ご 自 身 の お 仕 事 を ふ ま え て、資 料 ネ ッ

ト に 期 待 す る こ と が あ れ ば お 話 し い た だ

け な い で しょう か。

　 福 田 ： 資 料 ネ ッ ト に 対 す る 期 待 な ん で

す け れ ど も、 様 々 な 会 員 さ ん 達 と つ な

が っ て い る、 サ ポ ー ト 会 員 と い う 人 達 も

い ま す し、 そ う い う 人 達 の 協 力 を 得 て 整

理 を 進 め ら れ れ ば い い の か な と 感 じ て お

りま す。

　 添 田 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 作 間 さ

ん は、 資 料 ネ ット と 協 力 し た 歴 史 資 料 の

整 理 な ど も 進 め ら れ て い る の で しょう か。

　 作 間 ： そ こ ま で は い っ て は い な い ん で

す け れ ど も、 こ の 前 や ら せ て い た だ い た

襖 剥 が し は、 元 々 私 が 入 っ て 1 週 間 目

の と き に 急 に 蔵 を 壊 す か ら と い う こ と で

調 査 に 入 っ た とこ ろ か ら 出 て き た も の で、

ず っ と 手 を つ け ら れ ず に い た と こ ろ を 資

料 ネ ッ ト の ワ ー ク シ ョ ッ プ と い う か た ち で

一 緒 に や ら せ て い た だ い た と い う こ と も

あ り ま す の で、 そ う い う 部 分 で は 資 料

ネ ッ ト の 力 を 借 り な が ら、 特 に 小 さ い 自

治 体 に 勤 め て い る 方 は 大 変 な ご 苦 労 を

さ れ て い る 方 が 多 い と 思 い ま す の で、 資

料 整 理 の ワ ー ク シ ョ ッ プ な り 手 続 き な り、

あ と は 地 域 の 人 と 目 録 を 作 っ て い っ た り

と い う 日 常 的 な 作 業 と い う も の を 一 緒 に

取 り 組 め た ら な と い う ふ う に 考 え て お り

ま す。

　添 田 ： あ り が とう ご ざ い ま す。 資 料 ネ ッ

ト が 進 め る 日 常 的 な 歴 史 資 料 の 整 理 と、

小 野 寺 さ ん が お 話 し さ れ た 大 学 で の 活

動 は、 お そ らく 接 点 が あ る の で は な い か

な と 思 い ま す。

小 野 寺 さ ん、 お 待 た せ し ま し た。 今 日 の

お 話 で は、 宮 崎 県 に 残 さ れ た 千 葉 県 内

の 昭 和 期 の 教 育 史 に 関 す る 資 料 を 整 理

す る 取 り 組 み を 紹 介 さ れ ま し た。 こ の よ

う な 取 り 組 み を 大 学 で 行 う に あ た っ て、

ご 自 身 の 専 門 と の ズ レ の よ う な も の は ど

の よ う に 解 消 さ れ て い る の で し ょ う か。

た と え ば、 小 野 寺 さ ん は 近 世 史 が 専 門

だ と 思 い ま す が、 地 域 の 歴 史 資 料 を 守

る と い う 営 み と、 専 門 か ら 少 し 離 れ た 近

現 代 の 資 料 を 整 理 す る こ と は、 小 野 寺

さ ん の な か で ど の よ う に 折 り あ い が つ い

て い る の か、 少 し 教 え て も ら っ て い い で

す か。

　 小 野 寺 ： た し か に 今 年 度 扱 っ て い る 資

料 に 関 し ま し て も 近 現 代 の も の な ん で す

が、 書 簡 が 多 か っ た と い うこと も あ っ て、

く ず し 字 で 書 か れ て い る も の が あ っ た の

で、 学 生 も 手 ご た え を 感 じ な が ら 行 っ て

い る 様 子 で し た。 た だ、 2022 年 度 は 活

字 化 さ れ た 資 料 が 多 か っ た と い う こ と も

あ っ て、 近 世 の 文 書 を 整 理 す る の か と

思 っ て い ま し た と い う 声 は や は り 聞 き ま

し た。 私 自 身 の 経 験 に は な っ て し ま う の

で す が、 私 も 近 世 が 専 門 で あ り な が ら、
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ア ル バ イト な ど で 現 代 資 料 の 資 料 整 理 を

お 手 伝 い し た こ と が あ っ て、 や は り 近 世

の 資 料 を 整 理 す る と き の 目 録 の つ け 方 と

現 代 の 資 料 の 目 録 の つ け 方 と い う の が

結 構 違 う と 思 い ま し た。 こ れ は 歴 史 と い

う よ り も 資 料 保 存 に 対 す る 考 え に な っ て

し ま う の で す が、 現 代 の 資 料 の 整 理 の

仕 方 を 見 て、 近 世 の 資 料 の 保 存 の 仕 方

や 整 理 の 仕 方 を 振 り 返 る、 と い っ た 形

と し て 現 代 資 料 の 整 理 の 経 験 は 有 意 義

だ っ た な と 感 じ て い ま す。

　 添 田 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 私 も、

学 生 の 頃、 時 代 に 関 わ ら ず 資 料 に 触 れ

る と い う あ り が た さ を 感 じ な が ら や っ て

き ま し た。 で す の で、 小 野 寺 さ ん の 話 に

共 感 し ま す。 し か し、 い ま 大 学 教 育 の 現

場 に い る と、 そ の よ う な 「 遠 回 り」 な 指

導 に 異 を 唱 え る 学 生 も い ま す の で、 気

に な っ て 質 問 し て み ま し た。

小 野 寺 さ ん の お 話 の な か で、 授 業 で の

資 料 救 済 が 今 の とこ ろ 最 適 解 で あ る、 し

か し、 千 葉 資 料 ネ ット の 活 動 に は な か な

か 参 加 し て も ら え な い と い う 悩 み を 吐 露

さ れ ま し た。 学 生 の 眼 で 見 た と き に、 千

葉 資 料 ネ ッ ト の 壁 と は 何 だ と 思 わ れ ま す

か。

　 小 野 寺 ： そ う で す ね、 こ れ は 千 葉 大

学 の 文 学 部 だ け に 限 っ た こ と だ と 思 う の

で す が、 お そ ら く 他 の 大 学 で あ る と か 教

育 学 部 の ほ う に は、” 近 世 の 研 究 室”、”

近 代 の 研 究 室” と い っ た も の が 存 在 す る

と 思 う の で す が、 千 葉 大 学 の 文 学 部 歴

史 学 コ ー ス の 特 徴 と し て、 「 歴 史 を 横 断

的 に 見 る 」 と い う 方 針 が あ る の で、 西

洋 史 コ ー ス、 日 本 史 コ ー ス と い う よ う に

内 部 で 分 か れ て い ま せ ん。 研 究 室 と 呼

べ る も の も 考 古 学 し か な い と い う 状 態 と

な っ て い る の で、 専 門 の 先 生 と の 関 わ り

は ほ と ん ど 授 業 の 中 の み と な る 人 が 多 い

で す。 た と え ば、 研 究 室 を も っ て い る と

こ ろ で あ れ ば、 研 究 室 単 位 で 資 料 調 査

に 行 っ た り、 何 か に 参 加 し た り と 先 生 を

主 導 と し て 行 え る と 思 う の で す が、 千 葉

大 学 の 文 学 部 は そ う い っ た 声 が か け づ

ら い 状 態 で あ り、 学 生 も 実 際 に 資 料 整

理 に 参 加 し て み た く て も ど の ツ テ を た ど

れ ば い い の か 見 つ け づ ら い の で は な い

か な と 感 じ て い ま す。 た だ、 昨 年 度 か ら

千 葉 資 料 救 済 ネ ットと 協 力 し て の 古 文 書

実 習 を 始 め た ば か り な の で、 ま だ 千 葉

資 料 救 済 ネ ッ ト の 活 動 に 参 加 す る 学 生

は 少 な い の で す が、 こ れ か ら 増 え て い

け ば い い な と い う 期 待 は あ りま す。

　 添 田 ： あ り が と う ご ざ い ま す、 資 料 整

理 の 現 場 で 活 躍 す る 若 い 方 々 の 生 の 声

を 聞 け た 気 が し ま し た。 作 間 さ ん は 茨

城 史 料 ネ ット で 経 験 を 積 ま れ た わ け で す

が、 自 分 の 学 芸 員 と し て の 取 り 組 み に

活 き て い る 点 は あ る で し ょ う か。 苦 労 さ

れ た こ と も 含 め て、 後 輩 へ の メ ッ セ ー ジ

とし て お 話 し い た だ け な い で しょう か。

　 作 間 ： そ う で す ね、 な か な か 答 え に く

い 部 分 も あ る ん で す が。 資 料 ネ ット の 活

動 は、 自 分 は 2013 年 に 茨 城 大 学 に 入

学 し て と い うと き で し た の で、 資 料 ネ ット

の 活 動 に 参 加 し た と き に は ま だ 東 日 本 大

震 災 の と き の 資 料 が あ っ て、 そ れ を 実

際 に 救 出 し て き た 先 輩 達 が 院 生 だ っ た と

い う 時 代 で あ っ た ん で す。 な の で、 そ う

い う 先 輩 達 が 自 分 達 で 救 済 し て き た 資

料 を 受 け 継 い で、 そ の ま ま 所 蔵 者 の 方

に 返 し て い く と い う の を、 自 分 達 が 第 2

世 代 か と い うとちょっとま た 違 い ま す け れ

ど も、 そ う い う 先 輩 達 の 思 い を 知 っ て い

た の で 活 動 し て き た と い う と こ ろ は あ る

か な と 思 い ま す。 あ と は、 大 変 だ っ た と

こ ろ も 色 々 あ り ま す け れ ど も、 や は り 院

生 が な か な か 限 ら れ る と い う と こ ろ も あ

り ま す の で、 茨 城 大 学 の 場 合 は 博 士 課

程 が あ り ま せ ん し、 ど う し て も 2 年 で 出

て い か な け れ ば い け な い 部 分 も あ り ま す

の で、 そ う い う 入 れ 替 わ り が 激 し い と い

う 部 分 で は 今 の と こ ろ 上 手 く つ な げ て い

け て い る の か な と は、 卒 業 し た 後 も 思 う

とこ ろ で は あ りま す。

　 添 田 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 作 間 さ

ん は 東 日 本 台 風 の と き も 茨 城 ま で 来 て レ

ス キ ュ ー を 手 伝 っ てく れ ま し た。 資 料 ネ ッ

ト の 経 験 を 持 つ 人 と 人 の つ な が り が 広 が

り、 深 ま っ て い く こ と が 大 事 で は な い で

しょう か。

一 方、 福 田 さ ん と 佐 藤 さ ん は、 資 料 ネ ッ

ト を 経 験 し た 人 と の お 付 き あ い が 増 え る

か も し れ ま せ ん。 今 の 博 物 館 の 現 場 で

求 め ら れ る 人 材、 そ し て 資 料 ネ ッ ト を 経

験 し た 若 い 学 生 た ち に 期 待 す る こ と が あ

れ ば 教 え て く だ さ い。 福 田 さ ん か ら い い

で しょう か。

　 福 田 ： 学 生 時 代 に 資 料 ネ ッ ト 活 動 を し

て こ ら れ た 方 が 自 治 体 職 員 と し て と い う

の は、 非 常 に 心 強 く 思 っ て お り ま す。 や

は り、 場 数 を 踏 ん で い る と い う の が、 私

な ん か は 学 生 時 代 そ う い う 経 験 は 全 く せ

ず に き た も の で す か ら、 そ う い う 経 験 を

し て い る と い う こ と が ま ず 強 み で あ る と

思 い ま す し。 そ こ で 多 く の 資 料 に 触 れ て、

そ れ こ そ 近 世 と か 近 現 代 と か 様 々 な 資

料 を 見 て い る と い う こ と も ま た 強 み で あ

る と 思 い ま す の で、 学 生 時 代 か ら 資 料

ネ ット 活 動 に 参 加 し て い る 方 に 対 し て は、

期 待 と と も に ぜ ひ 日 光 市 に も き て い た だ

き た い な と い う ふ う に は 感 じ て い ま す。

　 添 田 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 で は 佐

藤 さ ん、 お 願 い し ま す。

　 佐 藤 ： は い、 今 福 田 さ ん が お っ し ゃ ら

れ た こ と に 尽 き る か な と 思 う ん で す が、

も う ひ と つ は 大 学 教 育 の な か で、 先 程

小 野 寺 さ ん か ら も あ り ま し た が、 そ ん な

大 き な 話 を し た い わ け で は な い ん で す

が、 ボ ラ ン ティア と か 資 料 ネ ット み た い な

も の が、 歴 史 学 科 に 限 ら な く て も い い ん

で す け れ ど も、 上 手 く 単 位 な り に な っ て

い け ば も っ と 参 加 す る 方 も 増 え る ん じ ゃ

な い か な と は 思 っ て い ま す。 歴 史 学 科 で

なくて も 興 味 の あ る 方、 当 然 災 害 資 料 と

か、 ま ず 参 加 し て み る と い う こ と は 非 常

に 大 事 な こ と だ と 思 い ま す の で、 何 か そ

う い う 手 当 が で き て い け ば い い の か な と

思 っ て お う か が い し て い ま し た。

　 添 田 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 茨 城 史

料 ネ ッ ト で は、 授 業 の 一 部 に 資 料 ネ ッ ト

の 活 動 を 組 み 込 ん で い ま す。 た だ、 そ

の 場 合 は 「 単 位 が 出 る か ら 参 加 す る 」

と い っ た よ う な 考 え 方 が 定 着 し が ち な こ

と も あ っ て、 そ の あ た り の 見 極 め が 難 し

い と 感 じ て い ま す。

最 後 に 小 野 寺 さ ん、 今 日 先 輩 方 の 話 を

聞 い て い か が で し ょ う か。 何 か 感 じ た と

こ ろ、 先 輩 方 の 背 中 を 見 て 思 う と こ ろ が

あ れ ば コメント い た だ け な い で しょう か。

　 小 野 寺 ： 今 回 の 集 ま り も そ う な ん で す

け れ ど も、 資 料 ネ ッ ト の 活 動 を と お し て

実 際 に 社 会 に 出 た と き に ど う 活 躍 で き る
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の か と い う こ と を 色 々 と 学 べ た の で、 私

も 4 月 か ら 社 会 に 出 る と い う こ と で こ の

資 料 ネ ッ ト の 活 動 を と お し て 得 ら れ た こ

と を 活 か し て い け れ ば と 思 っ て お り ま す。

あ り が とう ご ざ い ま し た。

　 添 田 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 時 間 に

な り ま し た の で、 以 上 で 第 3 セ ッ シ ョ ン

の 質 疑 は 終 わ り に し た い と 思 い ま す。 ど

う も あ り が とう ご ざ い ま し た。
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　 三 上 ： そ れ で は、 パ ネ ラ ー の 皆 さ ん 前

の ほ う に お 進 み く だ さ い。 総 合 討 論 を 始

め た い と 思 い ま す。 総 合 討 論 は、 首 都

圏 地 域 に お け る 資 料 保 存 ・ 継 承 の 可 能

性 と い う こ と で、 昨 日 か ら 第 1 セ ッ シ ョ

ン か ら 第 3 セ ッ シ ョ ン ま で 司 会 を 務 め ら

れ た 方 3 名、 そ れ か ら、 第 1 セ ッ シ ョ ン

の 冒 頭 で 基 調 報 告 の よ う な 役 割 の 報 告

を さ れ た 白 井 さ ん に も ご 登 壇 い た だ き ま

し て、 こ の 4 名 の 方 と お 話 を し て い き た

い と 思 い ま す。 こ の 総 合 討 論 の 流 れ を

あ ら か じ め 説 明 し て お き ま す。 ま ず、 私

の ほ う か ら 昨 日 来 の 各 セ ッ シ ョ ン に つ い

て、 私 自 身 が 頑 張 っ て 理 解 し た と い う よ

う な と こ ろ を 振 り 返 り な が ら 説 明 を さ せ

て い た だ き ま す。 そ の 後、 各 セ ッ シ ョ ン

の 司 会 者 の 方 々 に、 そ れ ぞ れ の 討 論 な

ど を ふ ま え た か た ち で の 振 り 返 り コ メ ント

を い た だ け れ ば と。 あ わ せ て、 他 の セ ッ

シ ョ ン に つ い て 何 か コ メ ン ト が あ り ま し た

ら、 そ れ も ご 発 言 い た だ け ま す と 幸 い で

す。 お 一 方 5 分 程 度 で は 済 ま な い か も

し れ ま せ ん け れ ど も、 一 応 5 分 程 度 を

目 安 に お 願 い い た し ま す。 白 井 さ ん に

は、 1 か ら 3 の セ ッ シ ョ ン 全 体 に つ い て

お 気 づ き に な っ た こ と、 あ る い は 課 題 と

思 わ れ る よ う な こ と に つ い て の コ メ ン ト を

い た だ け れ ば と 思 い ま す。 そ れ の 後 に、

質 問 用 紙 を い く つ か い た だ い て い ま す

の で、 そ の 質 問 に 対 す る 回 答 を い た し ま

す。 最 後 に、 フ ロ ア か ら コ メ ン ト、 あ る

い は 質 問 が あ り ま し た ら 受 け 付 け た い と

思 っ て お り ま す。 だ い た い、 以 上 の よ う

な 流 れ で 総 合 討 論 を 進 め て ま い りま す。

ま ず、 昨 日 来、 ど ん な こ と が 語 ら れ た か

と い う こ と を、 頭 の 整 理 を す る 上 で も 私

な り に 振 り 返 っ て み た い と 思 う の で す が。

第 1 セ ッ ション で は、 首 都 圏 の 文 化 財 防

災 や 歴 史 資 料 保 全 と い っ た、 ま さ に こ の

会 場 と な る 多 摩 地 域 を 含 め た 首 都 圏 の

文 化 財 防 災 ・ 歴 史 資 料 保 全 対 策 の よ う

な こ と が 大 き な テ ー マ で あ り ま し て。 白

井 さ ん に は、 資 料 ネ ッ ト の い わ ゆ る 前

史 と い っ て い い の か も し れ ま せ ん け れ ど

も、 資 料 ネ ット の 機 運 が 高 ま る 前 の 時 期

に ど う い っ た 取 り 組 み が お こ な わ れ て い

た か と い う こ と を 詳 細 に ご 報 告 い た だ き

ま し て、 私 自 身 も 大 変 勉 強 に な っ た の で

す け れ ど も、 そ こ か ら み え て く る 構 造 的

な 課 題 と い っ た こ と に つ い て 言 及 さ れ て

お ら れ た か と 思 い ま す。 2 本 目 の 黄 川 田

さ ん の 報 告 で は、 文 化 財 保 存 活 用 大 綱

を 中 心 と し た ご 説 明 が な さ れ た と 思 い ま

す が、 特 に、 東 京 で い い ま す と 特 別 区 ・

多 摩 地 区 ・ 島 しょ 部 と い う 3 つ の 特 徴 に

あ わ せ た 文 化 財 防 災 の あ り 方 が 必 要 な

の で は な い か と い う ご 提 案 が あ っ た か と

思 い ま す。 3 本 目 の 天 野 さ ん の 報 告 は、

主 に 首 都 圏 大 学 協 議 会 と い う も の の ご

説 明 ・ ご 報 告 が あ っ た か と 思 い ま す。

な か な か 東 京 に 資 料 ネ ッ ト が 誕 生 し に く

い 状 況 が あ る と い う こ と は 皆 さ ん ご 承 知

の と お り で は あ り ま す け れ ど も、 そ れ を

ど う や っ て 外 堀 を 埋 め て い っ た ら い い だ

ろ う か と い う こ と で、 そ の ひ と つ の 方 法

と し て こ の 首 都 圏 大 学 協 議 会 と い う も の

を 継 続 的 に お こ な っ て い る と い う 報 告 で

ご ざ い ま し た。

第 2 セ ッ シ ョ ン で す け れ ど も、 こ れ は 文

書 館 や 博 物 館、 史 料 調 査 会 と い っ た 資

料 ネ ットと 非 常 に 親 和 性 の 高 い 機 関、 あ

る い は 歴 史 資 料 保 全 の 近 年 に な っ て 求

め ら れ て き た よ う な 機 関 に つ い て の 課 題

と い う も の が 報 告 さ れ た と 思 い ま す。 1

本 目 の 柏 原 さ ん の 千 葉 県 文 書 館 の 報 告

で は、 こ れ も 後 々 こ の 討 論 の な か で も

話 題 に な る か と 思 い ま す け れ ど も、 文 書

館 が 主 体 と な っ て な か な か 動 き に く い 状

況 が あ っ て、 そ れ を ど う 打 開 し て い く か

と い う よ う な 課 題 が 示 さ れ た と 思 い ま す。

2 本 目 の 望 月 さ ん の 報 告 で は、 博 物 館

自 体 の 文 化 財 防 災 と い うこと で、 問 題 に

直 面 し た 際 に ど の よ う に 対 応 し て い く か

と い う こ と で 防 災 計 画 の 作 成、 あ る い は

平 時 ・ 非 常 時 に ど の よ う な シ ス テ ム を 構

築 し て い く か と い う こ と が 紹 介 さ れ た と

思 い ま す。 3 本 目 の 甲 州 史 料 調 査 会 の

西 口 さ ん の 報 告 で は、 言 っ て み れ ば 任

意 の 団 体 で あ る 史 料 調 査 会 と い う も の

が、 こ ち ら も や は り 近 年 に な っ て 資 料 保

存 の 問 題 と 直 面 す る こ と に な っ て い っ た

わ け で す け れ ど も、 資 料 レ ス キ ュ ー の 問

題 と ど う 関 わ っ て い っ た ら い い か と い う

課 題 が 提 示 さ れ た か と 思 い ま す。

第 3 セ ッ シ ョ ン で は、 主 に こ の 首 都 圏 の

資 料 ネ ット の 現 状 ・ 現 場 の お 話 を う か が

い ま し た。 1 本 目 の 福 田 さ ん の と ち ぎ 史

料 ネ ット に 関 し て は、 地 域 の 資 料 所 在 調

査 で わ か っ て き た こ と、 こ れ は 自 治 体 史

を 作 る 段 階 で 資 料 所 在 目 録 と い う も の

が あ っ た わ け で す け れ ど も、 新 た に 調 べ

な お し て み る と そ こ に な い 新 出 の 資 料、

あ る い は 逆 に 所 在 不 明 の 資 料 な ど も 見

つ か っ た と い う。 そ れ を ど う い う ふ う に

資 料 ネ ッ ト と 連 携 し て 対 応 し て い く か と

い う 課 題 が 出 さ れ ま し た。 2 本 目 の 作 間

さ ん の 那 須 資 料 ネ ットの 報 告 で は、 自 治

体 の レ ベ ル で 文 化 財 保 存 活 用 計 画 と い

う も の が 作 ら れ て い っ て、 そ の な か に 資

料 ネ ット の 名 前 を 明 記 し て い くと い う こ と

で そ の 活 動 を 正 当 化 し て い く よ う な 試 み

と い う こ と が 非 常 に 参 考 に な る お 話 で し

た。 3 本 目 の 佐 藤 さ ん の 報 告 は、 ぐ ん

ま 史 料 ネ ッ ト の 活 動、 主 に 群 馬 県 立 歴

史 博 物 館 の 資 料 の 寄 贈 の 問 題 を つ う じ

て、 な か な か そ れ が 博 物 館 だ け で は 対

応 が 難 し い 場 合、 ま ず 市 町 村、 あ る い

は 文 書 館 ・ 資 料 ネ ットと 連 携 し て 着 地 点

を 模 索 し て い く 必 要 が あ る の で は な い か

と い う 話 だ っ た か と 思 い ま す。 4 本 目 の

司会 ： 三上　喜孝 （国立歴史民俗博物館）

総合討論
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千 葉 資 料 救 済 ネ ッ ト の 小 野 寺 さ ん の 報

告 は、 大 学 で の 古 文 書 実 習 な ど を つ う

じ て 研 究 と 資 料 保 存 と い う も の が、 実 は

一 連 の も の な ん だ と い う よ う な 意 識 の 底

上 げ の よ う な こ と を し た ら ど う か と い う こ

と で お 話 が あ っ た か と 思 い ま す。 雑 駁 な

ま と め に な っ て し ま い ま し た け れ ど も、 ど

れ も 私 自 身 に と っ て は 非 常 に 勉 強 に な っ

た 有 意 義 な 報 告 で し た。

そ れ で は ま ず、 第 1 セ ッ シ ョ ン か ら、 司

会 を 務 め ら れ た 工 藤 さ ん に こ の 第 1 セ ッ

シ ョ ン の 討 論 を 含 め て ど う い う こ と が 浮

き 彫 り に な っ た か と い うこと に つ い て、 ご

紹 介 い た だ け れ ば と 思 い ま す。 あ わ せ

て、 も し 他 の セ ッ シ ョン に つ い て の コ メ ン

ト が あ りま し た ら お 願 い い た し ま す。

　 工 藤 ： 第 1 セ ッ シ ョ ン の 司 会 を 務 め ま

し た、 工 藤 で す。 大 き い 話 な の で 上 手

く ま と め ら れ る か わ か り ま せ ん け れ ど も、

簡 単 に ま と め さ せ て い た だ き ま す。 第 1

セ ッ シ ョ ン の ほ う は、 首 都 圏 地 域 の 資 料

保 存 活 動 と 災 害 対 策 と い う タ イ ト ル で、

白 井 さ ん ・ 黄 川 田 さ ん ・ 天 野 さ ん に ご

報 告 を い た だ き ま し た。 や は り 今 回 首 都

圏 地 域 の 開 催 と い う こ と で、 首 都 圏 と い

う 他 の 地 域 と 比 較 し て も 固 有 の 特 徴 や

課 題 を 有 す る 地 域。 そ う い っ た 地 域 に

お い て、 資 料 保 存 活 動 や 災 害 対 策 を 考

え る た め に そ れ ぞ れ の 博 物 館 や 資 料 ネ ッ

ト、 行 政、 そ の よ う な 色 々 な 観 点 か ら お

三 方 に ご 報 告 を い た だ き ま し た。 首 都 圏

で こ う い っ た 資 料 保 存 活 動 や 災 害 対 策

と い う も の を 考 え る 際 に は、 日 常 ・ 非 日

常 と ご ざ い ま す け れ ど も、 毎 年 頻 発 し て

い る 局 地 的 な 災 害 と と も に、 近 い 将 来 く

る と 想 定 さ れ て い ま す 首 都 直 下 型 地 震

な ど 広 域 で 大 規 模 な 災 害 に 対 し て、 ど う

い っ た 準 備 や 体 制 の 構 築 を し て い く の か

と い っ た こ と が 改 め て 確 認 さ れ た か と 思

い ま す。

白 井 さ ん か ら は、 首 都 圏 地 域 の 特 徴 と

し ま し て 江 戸 時 代 以 来 の 資 料 の 残 存 ・

継 承 と い っ た と こ ろ も あ り ま す が、 特 に、

戦 後 直 後 か ら の 若 手 研 究 者 達 の 大 学 や

枠 組 み を 超 え た つ な が り や、 こ の 関 東

地 域 が 早 い 段 階 か ら 研 究 の フィ ー ル ド に

な っ て い た こ と も あ っ て 多 く の 研 究 者 達

の 資 料 保 存 ・ 調 査 と い っ た も の が お こ な

わ れ て き て、 そ の 後、 自 治 体 史 の 編 さ

ん や 博 物 館 ・ 文 書 館 の 設 立 と い っ た か

た ち で、 継 続 的 に 資 料 の 調 査 ・ 整 理 ・

所 在 確 認 が お こ な わ れ て き た と い っ た こ

と が、 白 井 さ ん の ご 報 告 か ら 理 解 す る

こ と が で き ま し た。 た だ、 そ う い っ た あ

る 意 味 早 い 段 階 か ら 多 く の 研 究 者 達 が

入 っ て き た 反 面、 横 の つ な が り と い い ま

す か、 色 々 な 研 究 グ ル ー プ や 組 織 が 存

在 し て、 個 々 で 活 動 は す る け れ ど も そ

れ ぞ れ の 連 携 が な か な か と れ て い な い と

い っ た 課 題 も 指 摘 さ れ た か と 思 い ま す。

ま た、 先 程 言 っ た よ う に 行 政 が 比 較 的

早 い 段 階 か ら 率 先 し て 資 料 保 存 ・ 所 在

調 査 を お こ な っ て い る な か、 様 々 な 研 究

者 や 地 方 史 の 研 究 団 体 な ど と ど の よ う に

関 係 作 り を し て い く の か と い っ た 課 題 と

い う も の も 当 然 出 て く る。 こ れ だ け 多 く

の 団 体 や 組 織 が い る と、 そ う い っ た と こ

ろ を ど う 日 常 の 上 で 関 係 を も っ て 体 制 を

構 築 し て い く の か と い っ た と こ ろ の 問 題

を 白 井 さ ん の ほ う か ら 提 起 さ れ た。 そ れ

を 受 け て、 行 政 を 含 め て の 問 題 とし て 黄

川 田 さ ん の ほ う か ら 具 体 的 に 首 都 圏 の

都 県 の 取 り 組 み の 事 例 を 出 し な が ら ご

紹 介 い た だ い た と こ ろ で す。 ま た、 資 料

ネ ッ ト の 人 的 な ネ ッ ト ワ ー ク に つ い て は、

天 野 さ ん か ら 資 料 ネ ットと 歴 史 文 化 資 料

保 全 の 大 学 ・ 共 同 利 用 機 関 ネ ッ ト ワ ー

ク 事 業 の 取 り 組 み を ご 紹 介 い た だ き ま し

た。 そ の な か で、 黄 川 田 ・ 天 野 両 報 告

か ら も 個 々 の 資 料 ネ ット や 自 治 体 で の 取

り 組 み と 同 時 に、 大 規 模 広 域 災 害 に 対

し て ど の よ う に 連 携 を と っ て 対 応 で き る

の か、 ネ ットワ ー ク 構 築 と い っ た と こ ろ が

や は り 課 題 に な っ て い る と い っ た ご 報 告

が あ っ た か と 思 い ま す。

議 論 の ほ う は、 私 の 不 手 際 も ご ざ い ま

し て な か な か 実 り あ る も の を 出 す こ と が

で き ま せ ん で し た。 第 1 セ ッ シ ョ ン で は、

首 都 圏 に お い て 考 え る 上 で の 大 枠 を お

三 方 に 提 示 し て い た だ き ま し た。 個 々 の

ネ ット ワ ー ク や 自 治 体 ・ 色 々 な 組 織 の 取

り 組 み と い っ た も の に つ い て は、第 2 セ ッ

シ ョ ン ・ 第 3 セ ッ シ ョ ン で 具 体 的 に ご 報

告 が あ りま し た の で、 そ れ と 第 1 セ ッ ショ

ン を あ わ せ て こ の 後 も 議 論 を し て い け た

らと 考 え て お りま す。 第 1 セ ッ ション を 私

の ほ う か ら 簡 単 に ま と め さ せ て い た だ き

ま し た。 以 上 で す。

　 小 関 ： 第 2 セ ッ シ ョ ン の 司 会 を 担 当 し

ま し た、 小 関 で す。 第 2 セ ッ シ ョ ン の ほ

う で は、 三 上 さ ん の ほ う で も お ま と め い

た だ き ま し た け れ ど も、 博 物 館・文 書 館・

史 料 調 査 会 と い う 各 組 織 ・ 団 体 の 現 状

と そ の 展 望 を お 話 し い た だ き ま し た。 そ

の ３ つ の ご 報 告 の な か で、 必 ず し も 強 調

さ れ て い た わ け で は な い か も し れ ま せ ん

が、 い ず れ も 古 文 書 と い う も の を 対 象

と し た 取 り 組 み に 言 及 が あ っ た と 思 い ま

す。

こ の こ と に 関 し て、 天 野 さ ん の お 話 の な

か で 出 て き て い た と 思 う の で す が、 首 都

圏 で 色 々 な 組 織 や 団 体 が 重 層 的 に 存 在

し て お り、 そ の こ と 自 体 は と て も 良 い こ

と な の か も し れ な い の で す け れ ど も、 そ

れ が 故 の 難 し さ も あ る、 と い う よ う な 指

摘 が あ っ た と 思 い ま す。 そ う い う こ と を

ふ ま え て 振 り 返 り ま す と、 柏 原 さ ん の ご

報 告 の な か で、 昨 日 も 少 し 言 及 し た の

で す が、 館 の な か で、 文 書 館 が 民 間 の

資 料 保 全 に そ こ ま で 関 わ ら な く て も い い

ん じ ゃ な い か と い う 意 見 が あ る と い う こ

と は、 他 に そ れ を 扱 う 適 切 な 組 織 や 団

体 が あ る の で は な い か と い う 感 覚 が 館

内 に あ る の で は な い か と 思 っ た と こ ろ で

す。

こ う 考 え て ま い り ま す と、 重 要 な こ と は、

様 々 な 組 織 や 団 体 の な か に ― 柏 原 さ ん

が そ の 素 晴 ら し い 実 例 な の で す け れ ど も

―、 資 料 保 全 に 対 す る 深 い 理 解 を も っ

た 方 に い て い た だ い て、 組 織 内 で 理 解
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を 得 て 広 め て い く こ と が 必 要 に な る の で

は な い か と 考 え ま し た。

セ ッ シ ョ ン の 内 容 に 関 し て 言 え ば、 柏 原

さ ん の ほ う か ら 定 期 的 な 勉 強 会 の ご 提

案 を い た だ き ま し た け れ ど も、 た と え ば、

千 葉 資 料 救 済 ネ ッ ト で 昨 年 度 勉 強 会 と

い う か た ち で 実 施 し た 資 料 整 理 の な か

で 目 録 を 作 成 し ま し た。 そ の 目 録 を 作

成 す る と き に い く つ か の 自 治 体 の 学 芸 員

の 方 で、 紙 の 資 料 の 目 録 取 り は あ ま り

や っ た こ と が な い か ら 今 回 勉 強 さ せ て い

た だ き た い と い う こ と で 来 ま し た、 と い

う 方 が 何 人 か い ら っ し ゃ い ま し た。 セ ッ

ション で は 望 月 さ ん か ら、 実 技 研 修 の 古

文 書 修 復 ・ 水 損 資 料 の 扱 い な ど の ワ ー

ク シ ョ ッ プ の お 話 も ご ざ い ま し た が、 目

録 作 成 の よ う な こ と で も そ う い う ニ ー ズ

が あ る の か も し れ ま せ ん。 様 々 な 組 織 ・

団 体 に 所 属 さ れ て い る 方 々 に ご 参 加 い

た だ き、 資 料 保 全 へ の 理 解 を 持 っ て い

た だ け る よ う に、 様 々 な 内 容 を も っ た 交

流 企 画 と い う も の を 考 え て い く 必 要 が あ

る の か と 思 い ま し た。 同 時 に そ れ を 持 続

可 能 な か た ち で 企 画 し な け れ ば い け な

い、 忙 し い な か で ど う や り 繰 り し て い く

か 考 え て い く 必 要 が あ る と い う 課 題 も あ

る か と 思 い ま す。 関 連 し て、 定 期 的 な

勉 強 会 の よ う な 企 画 を し て 理 解 を 深 め て

い く と 言 っ た 場 合、 特 に、 古 文 書 の と こ

ろ で 頼 り に な る の は 資 料 の 整 理 や 研 究

の ノ ウ ハ ウ を 蓄 積 し て き た 史 料 調 査 会 な

の で は な い か と も 思 っ た とこ ろ で す。

そ れ か ら、 第 2 セ ッ シ ョ ン で は 災 害 が 発

生 し た と き の 議 論 も お こ な い ま し た。 私

は 今 回 の セ ッ シ ョ ン で は、 望 月 さ ん か ら

神 奈 川 で の 総 合 防 災 計 画 に 基 づ い た 要

綱 の 中 身 を 詳 細 に ご 紹 介 い た だ き ま し

て、 大 変 し っ か り し た 要 綱 が あ る と 動 き

や す く な る の で は な い か と い う こ と を 考

え た とこ ろ で す。 こ れ は、 千 葉 県 文 書 館

で も 今 後、 千 葉 大 や 歴 博 と の 協 定 を 考

え て い く 際 に、 具 体 的 に 実 際 に 動 け る よ

う な 内 容 を ど う 考 え て い く か と い う と こ ろ

と も つ な が る お 話 で あ っ た と 思 い ま す。

動 き や す さ と い う と こ ろ で は、 行 政 の 場

合、 手 続 き を し っ か り と ら な い と、 な か

な か 職 員 が レ ス キ ュ ー な ど に 出 て い く こ

と が 難 し い と い う よ う な 指 摘 も あ っ た と

思 い ま す。 そ う い っ た 課 題 も 含 め て、 災

害 時 の 動 き 方 を 要 綱 な ど の か た ち で あ ら

か じ め 準 備 し て お く こ と が 重 要 な の で は

な い か と 考 え た 次 第 で す。 こ の あ た り の

こ と に つ い て は、 お そ ら く 白 井 さ ん な ど

も 詳 し い と 思 い ま す の で、 補 足 し て い た

だ け る と よ い か と 思 い ま す。 以 上 で ご ざ

い ま す。

　 三 上 ： あ り が と う ご ざ い ま し た。 そ れ

で は、 第 3 セ ッ シ ョ ン の 添 田 さ ん、 お 願

い い た し ま す。

　添 田 ： 添 田 で す。 第 3 セ ッ ション で は、

資 料 ネ ット の 活 動 を 支 え て い る 博 物 館 の

学 芸 員 や 大 学 院 生 の 皆 さ ん に、 日 常 の

業 務 や 研 究 活 動 を 抱 え な が ら 活 動 に 携

わ ら れ る な か で 感 じ ら れ て い る 苦 悩 や 課

題、 ま た、 資 料 ネ ットへ の 期 待 や 可 能 性

と い っ た も の に つ い て、そ れ ぞ れ の 地 域・

立 場 か ら ご 報 告 い た だ き ま し た。 そ れ ぞ

れ が 豊 か な 内 容 の 報 告 で、 導 き 出 せ る

論 点 は た く さ ん あ る の だ ろ う と 思 う の で

す が、 ひ と ま ず 主 要 な も の を 取 り 出 し て

整 理 さ せ てくだ さ い。

ま ず は、 特 に、 福 田 さ ん ・ 佐 藤 さ ん ・

作 間 さ ん が お っ し ゃ っ て い た こ と で す が、

現 場 に い る 博 物 館 の 学 芸 員 の 方 々 の 苦

悩 と し ま し て、 や は り 人 と 予 算 が 足 り な

い と い う こ と で す。 ど こ も 同 様 の 悩 み を

抱 え ら れ て い る と 思 い ま す が、 い ざ 悉 皆

調 査 を す る に し て も、 悉 皆 調 査 を し た 後

に 出 て き た 資 料 の 整 理 に し て も、 な か な

か 個 々 の 博 物 館 で 対 応 す る こ と が 難 し

い と い う 現 状 が あ り ま す。 ま た、 佐 藤 さ

ん か ら お 話 し も あ り ま し た よ う に、 寄 贈

資 料 の 対 応 も 同 様 で す。 寄 贈 資 料 を 受

け 入 れ た 際、 ど こ ま で 面 倒 を み て 整 理

す る の か と い う 悩 み が あ り、 ど う し て も

人 と 金 の 問 題、 保 管 場 所 の 問 題 が つ き

ま と う。 こ れ に つ い て、 何 と か 資 料 ネ ッ

ト の 関 係 も 含 む 横 の つ な が り に よ っ て 打

開 の 糸 口 が 見 い だ せ な い か と い う 点 が

確 認 さ れ ま し た。 た と え ば、 資 料 整 理 や

レ ス キ ュ ー に つ い て、 資 料 ネ ッ ト で つ な

が っ た 人 び と が 県 を 越 え て 集 ま っ て 協 力

で き る よ う な 体 制 を ど う 築 い て い く か と

い っ た こ と も 考 え な け れ ば い け な い と 思

い ま す。 こ の 点 に つ い て は、 昨 日 の 白

井 報 告 の な か で、 茨 城 史 料 ネ ッ ト の 事

例 を お 話 し い た だ き ま し た。 2015 年 の

関 東 ・ 東 北 豪 雨 水 害 に 際 し て、 被 災 し

た 公 文 書 に つ い て 国 文 学 研 究 資 料 館 な

ど 専 門 の 方 々 が 中 心 と な っ て 処 置 し た 事

例 が あ りま す。 ま た、水 損 し た 地 域 資 料、

つ ま り 民 間 に 残 さ れ た 未 指 定 の 文 化 財

に つ い て も、 私 た ち 茨 城 史 料 ネ ット が 中

心 に な っ て レ ス キ ュ ー し、 整 理 を 続 け て

い ま す。 そ の 際、 千 葉 資 料 ネ ット か ら 人

員 を 派 遣 し て い た だ き ま し た し、 茨 城 県

立 歴 史 館 に ご 協 力 い た だ く こ と も で き ま

し た。 特 に、 東 北 大 学 の 災 害 科 学 国 際

研 究 所 に は 水 に 濡 れ た 古 文 書 を わ ざ わ

ざ 仙 台 ま で 持 っ て 帰 っ て も ら い、 そ れ を

仙 台 で 凍 結 ・ 乾 燥 し て い た だ き ま し た。

当 時、 茨 城 史 料 ネ ットは 大 学 院 生 も わ り

と 豊 富 に い た の で す が、 い ざ 汚 水 に 濡

れ た 資 料 を み る と、 こ れ を 大 学 に 置 く こ

と は 難 し い と 感 じ ま し た。 呆 然 と し て い

た と こ ろ に、 天 野 さ ん が 救 い の 手 を 差 し

伸 べ て く だ さ り、 わ ざ わ ざ 仙 台 か ら 車 で

来 て 持 っ て 帰 っ て も ら い ま し た。 そ う や っ

て 作 っ て い た だ い た 半 年 の 間 に、 茨 城

史 料 ネ ット は 保 管 場 所 を 確 保 し、 洗 浄 に

関 す る 技 術 講 習 を 受 け る こ と が で き ま し

た。 現 在 は、 自 分 た ち で 整 理 を 続 け て

い ま す。 茨 城 史 料 ネ ットと 東 北 大 学、 私

と 天 野 さ ん、 個 人 で つ な が っ た 関 係 が

あ っ た こ と で、 水 損 の 古 文 書 を 残 す こ と

が で き ま し た。 こ の よ う な 関 係 を 生 む た

め に は、 非 常 時 だ け で は な く、 平 常 時

か ら 横 の つ な が り を 丁 寧 に 作 っ て お く こ

と が 大 事 だ と い うこと は、 今 日 の セ ッ ショ

ン で も 確 認 で き た か と 思 い ま す。 こ れ は
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天 野 さ ん が や ら れ て い る み た い に、 現

地 に 行 っ て 技 術 講 習 会 を 受 け る 場 を 設

定 す る こ と は も ち ろ ん、 レ ス キ ュ ー し た

資 料 の 成 果 報 告 会 な ど 様 々 な 学 び の 場

が 設 定 さ れ る こと で、 地 域 の 人 々 の つ な

が り が 実 質 化 し て い く こ と が 大 事 で は な

い か と 思 い ま す。

2 つ 目 で す が、 活 動 を 実 質 化 す る 上 で

重 要 な の は や は り 人 だ と い う こ と も、 当

た り 前 の こ と で す け れ ど 改 め て 確 認 で き

た よ う に 思 い ま す。 特 に、 佐 藤 さ ん が 報

告 さ れ た ぐ ん ま 史 料 ネ ッ ト の 立 ち 上 げ に

簗 瀬 さ ん の 「 腕 力 」 が 効 果 的 に 働 い て

い る こ と、 ま た 那 須 資 料 ネ ッ ト の 立 ち 上

げ に 際 し て は、 金 井 さ ん を は じ め と す る

現 地 の 研 究 者 が 非 常 に 重 要 な 役 割 を 果

た し、 さ ら に 地 域 防 災 計 画 の 策 定 に も 尽

力 を さ れ て い る と い う こ と を 聞 き ま し た。

研 究 者 や 学 芸 員 も 大 事 で す が、 民 間 で

活 動 さ れ て い る 研 究 者 の 皆 さ ん の 力 が、

資 料 ネ ット の 活 動 を 安 定 化 さ せ て い る 側

面 が あ る の で は な い か と い う こ と も 改 め

て 思 い ま し た。 茨 城 史 料 ネ ット で、 茨 城

県 内 の 民 間 の 歴 史 研 究 会 の 現 状 調 査 を

し た こ と が あ り ま す。 各 研 究 会 で 何 人 が

活 動 し て い る の か、 具 体 的 に 何 を し て い

る の か と い うこと を 調 べ ま し た。 そ う す る

と、 こ の 20 ～ 30 年 で 一 気 に 民 間 の 研

究 家 団 体 が 減 っ て お り、 さ ら に 会 員 の 高

齢 化 を 受 け て、 少 し 言 葉 は よ く な い か も

し れ な い で す が、 「体 力」 が だ い ぶ 失 わ

れ て き て い る と い う こ と が わ か り ま し た。

も ち ろ ん、 精 力 的 に 所 在 調 査 を し て い る

茨 城 地 方 史 研 究 会 の よ う な 元 気 な 団 体

も あ る の で す が、 本 当 に 少 な く な っ て き

て い る。 ま た、 史 料 目 録 の 発 行 が 減 っ

て い る こ と も 確 認 で き ま し た。 こ れ は 博

物 館 等 で も 同 様 で す。 自 治 体 史 編 さ ん

が 落 ち 着 い た こ と も 影 響 し て い る か も し

れ ま せ ん が、 基 礎 的 な 作 業 に か け ら れ

る 人 員 や 経 費 が 減 っ て い る の か も し れ ま

せ ん。 そ の よ う な 現 状 を ふ ま え て、 各 地

の 資 料 ネ ッ ト が 市 民 間 の 人 々 を つ な ぎ、

活 動 を 活 性 化 す る 役 割 を 果 た す こ と の

意 義 に つ い て 痛 感 し た 次 第 で す。

最 後 に、 学 び の 場 と し て の 資 料 ネ ッ ト の

可 能 性 で す。 特 に、 4 本 目 の 報 告 を し

て い た だ い た 小 野 寺 さ ん の 報 告 か ら 多

く を 学 び ま し た。 学 生 の 目 か ら 研 究 と 資

料 保 存 を 連 動 さ せ な が ら 意 識 の 底 上 げ

を 図 っ て い か な け れ ば な ら な い、 そ の こ

と の 重 要 性 も 指 摘 い た だ い た と 思 い ま す

し、 博 物 館 と し て も 資 料 を 扱 っ た 経 験 の

あ る 人 材 の 有 益 性 に つ い て 発 言 が あ り

ま し た。 た だ、 一 方 で、 学 び の 場 と し て

の 資 料 ネ ッ ト の あ り 方 も 問 わ れ て い る と

思 い ま す。 小 野 寺 さ ん が お っ し ゃ っ た よ

う に、 成 果 を 共 有 で き る 場 が な い と 学 び

が 定 着 し な い と い う こ と が あ り ま す。 資

料 ネ ッ ト の 活 動 で 身 に つ い た こ と を 発 信

し、 認 め て も ら え る 場 を 用 意 す る と い う

こ と が 重 要 か と 思 い ま す。 も う 一 つ、 資

料 ネ ッ ト の 活 動 に 対 す る 壁 の よ う な も の

が あ る と い う こ と も あ り ま し た。 も う 少 し

気 軽 に 参 加 で き る 仕 組 み が な い か と い う

こ と で す ね。 茨 城 史 料 ネ ット で は、 東 日

本 大 震 災 や 関 東 ・ 東 北 豪 雨 時 に 活 躍 し

た 学 生 た ち の 多 く が、 茨 城 や 近 隣 県 で

学 芸 員 とし て 勤 め て い ま す。 作 間 さ ん の

よ う な 人 か ら 資 料 ネ ッ ト の 面 白 さ や 意 義

に つ い て 話 題 を 提 供 し て い た だ く の も 打

開 策 の 一 つ か も し れ ま せ ん。 雑 駁 で す

が、 以 上 で す。

　 三 上 ： あ り が とう ご ざ い ま し た。 そ うし

ま し た ら、 白 井 さ ん の ほ う か ら も し 3 つ

の セ ッ シ ョ ン に つ い て お 感 じ に な っ た こ と

を お 話 い た だ け れ ば と 思 い ま す。

　 白 井 ： は い、 昨 日 の 第 1 報 告 の 白 井

で す。 実 の と こ ろ、 こ の 研 究 交 流 集 会

の チ ラ シ が 手 元 に 送 ら れ て き た ら、 な ぜ

か 総 合 討 論 の 登 壇 者 に 私 の 名 前 が あ り

ま し て、 来 て み た ら 総 括 を や れ み た い な

話 に な っ て い て お い お い と 思 っ た の で す

が、 と り あ え ず 役 目 は 務 め た い と 思 い ま

す。

全 体 の、 今 の お 三 方 の 話 も 聞 き な が ら

思 い 出 し て い た こ と が あ り ま し て、 そ れ

は 第 2 セ ッ シ ョ ン の 柏 原 さ ん の 話 で 出

て き て い た、 組 織 に 所 属 す る 人 間 達 が

円 滑 に 様 々 な 活 動 に 参 加 で き る、 そ う

い う 枠 組 み と い い ま す か シ ス テ ム と い う

か、 そ う い っ た も の が ど う な る の だ ろ う

と い う こ と を お っ し ゃ っ て い た か と 思 い ま

す。 関 東 は 昨 日 も 提 示 し ま し た と お り、

資 料 ネ ッ ト の 活 動 と い う も の は ま だ 本 格

化 し て い な い。 で き て い な い 県 も 多 い で

す し、 そ も そ も 大 き な 災 害 に は あ ま り 出

く わ し て い な い。 そ の な か で 茨 城 は、 そ

れ に 当 た っ て い た わ け で す が。 関 東 以

外 の 資 料 ネ ット の 活 動 か ら 関 東 が 学 ぶ と

す れ ば、 た と え ば、 私 の 存 じ て い る こ と

で あ れ ば、 ふ く し ま 史 料 ネ ッ ト の 阿 部 さ

ん が な さ っ て い る こ と で、 原 発 被 災 地 の

富 岡 町 と い う と こ ろ が あ り ま す が、 そ こ

と の 連 携 協 定 を 結 ん で い る。 こ れ は 福

島 大 学 と 富 岡 町 の 連 携 協 定 を 結 ん で い

る。 す な わ ち、 資 料 ネ ット の 事 務 局 が 大

学 に あ る の で あ れ ば、 そ こ の 大 学 の 名

前 で と い い ま す か、 そ こ と 自 治 体 と の 連

携 と い う か た ち で あ れ ば、 わ り と し っ か

り そ の 枠 組 み は で き て。 そ し て、 そ の 大

学 が 呼 び か け る 人 達 が そ の 枠 組 み の な

か で 救 出 に 参 加 で き る と い う こ と は、 お

そ ら く 各 地 で お こ な わ れ て い る こ と だ ろ

う と 思 い ま す。 関 東 の 特 徴 と い う の は、

私 が 申 し 上 げ た の は、 非 常 に 様 々 な か

た ち の 行 政 組 織 が し っ か り 構 築 さ れ て い

る と い うと こ ろ で あ り ま す。 こ れ を 使 っ て

ど う す る か と い う こ と を、 2 つ や っ た こ と

が あ る の で そ れ を 申 し 上 げ た い と 思 い ま

す。

ひ と つ は、 常 総 市 の と き で す け れ ど も、

常 総 市 の 公 文 書 レ ス キ ュ ー に 国 立 文 化

財 機 構 ・ 全 史 料 協 ・ 国 立 公 文 書 館。 そ

の な か に 茨 城 史 料 ネ ッ ト も 入 っ て い た の

で す が、 こ れ ら に 対 し て は、 こ れ ら の 方 々

は ち ゃ ん と 仕 事 で 来 て い た わ け で、 そ の

仕 事 で 来 た 根 拠 と い う の は 茨 城 県 教 育

委 員 会 教 育 長 か ら そ れ ぞ れ の 組 織 に 対

し て 応 援 要 請 の 公 文 書 を 出 し て も ら っ て



79

い る の で す。 こ れ は どうし て そ う い うこと

が で き た か と い う と、 常 総 の レ ス キ ュ ー

を 始 め る に あ た っ て 茨 城 県 立 歴 史 館 が

館 の 所 管 課 の 茨 城 県 文 化 課 に 声 を か け

てく だ さ っ て、 文 化 課 の 筆 頭 課 長 補 佐 さ

ん が 現 場 に 来 て く だ さ っ た の で す。 そ の

方 と 歴 史 館 と 私 達 と 話 を し た 結 果、 常 総

市 長 か ら 茨 城 県 教 育 委 員 会 教 育 長 へ 依

頼 文 を 出 し て も ら っ た の で す。 そ の 依 頼

文 を 受 け て、 そ の 依 頼 文 は 私 が 出 し た

『災 害 ア ー カ イ ブ』 と い う 本 が あ る の で、

そ こ に 載 せ て い ま す の で ご 覧 い た だ く と

お わ か り い た だ け ま す が、 そ れ を 根 拠 に

茨 城 県 教 育 委 員 会 教 育 長 の 名 前 で、 茨

城 県 は 各 専 門 機 関、 あ る い は 資 料 ネ ッ

ト 組 織 に 対 し て 応 援 要 請 を 出 し て く れ ま

し た。 ち ゃ ん と 教 育 長 の 公 印 が 押 さ れ た

文 書 が 出 ま し た の で、 こ れ を 持 っ て 皆 さ

ん 仕 事 と し て レ ス キ ュ ー に 参 加 を し て い

た と い う こ と が あ り ま す。 こ れ が ひ と つ。

こ の た め に は 本 庁 所 管 課 の 理 解 を 得 る

こ と が 必 要 で、 そ こ に 迫 っ て い く、 あ の

と き は 歴 史 館 だ っ た の で す け れ ど も、 そ

う い う コ ネ ク ト が 必 要 だ と い う こ と に な り

ま す。

そ れ か ら も う ひ と つ、 私 は 埼 玉 県 の 文 書

館 と い うとこ ろ に 勤 め て い た こと が あ り ま

す が、 こ の と き に 2003 年 で し た が 新 潟

中 越 地 震 と い う も の が 起 き て、 こ れ に 対

し て 新 潟 の ほ う か ら 応 援 要 請 が 非 公 式

に 来 始 め て い た わ け で す。 そ の と き に 文

書 館 の 館 内 で、 ボ ラ ン テ ィ ア 休 暇 な ど が

あ り ま す け れ ど も そ う で は な く て、 正 式

な 依 頼 が あ れ ば 仕 事 とし て 派 遣 が で き る

の だ が と い う こ と を 言 っ て い て。 そ の と

き、 個 人 名 は あ え て 出 し ま せ ん が、 新

潟 と 埼 玉 の そ れ ぞ れ の 文 書 館 の 担 当 者

と 話 を し て、 そ し て、 そ れ ぞ れ の 館 の 副

館 長 を 説 得 し て、 そ れ で 館 長 の 了 承 を

得 て や っ た や り 方 が あ り ま す。 こ れ は、

私 の 冒 頭 で 申 し 上 げ た 埼 玉 県 地 域 史 料

保 存 活 用 連 絡 協 議 会 と い う も の が あ る

と。 新 潟 に も 新 潟 県 歴 史 資 料 保 存 活 用

連 絡 協 議 会 と い う も の が あ る の で す。 こ

れ ら は、 県、 お よ び 市 町 村 の 加 盟 す る

も の で、 役 所 や 自 治 体 が ち ゃ ん と 分 担

金 を 払 っ て い る の で す。 こ の た め に は、

ご 承 知 の 方 が 多 い と 思 い ま す け れ ど も、

市 長 会、 お よ び 町 村 会 の 了 承 を 得 な い

と 予 算 措 置 で き な い。 逆 に こ れ は 全 部

予 算 措 置 を とっ て い た の で、 そ の 県 の な

か で は か な りし っ か りし た 組 織 と い う こ と

に な り ま す。 こ こ ま で が 前 段 で、 こ の と

き は 新 潟 県 歴 史 資 料 保 存 活 用 連 絡 協 議

会 の 会 長、 す な わ ち 新 潟 県 立 文 書 館 の

館 長 か ら、 埼 玉 県 地 域 史 料 保 存 活 用 連

絡 協 議 会 の 会 長、 す な わ ち 埼 玉 県 立 文

書 館 長 に 対 し て 応 援 要 請 の 公 文 書 を 出

し て も ら っ た の で す。 こ れ に よ っ て 埼 玉

は 職 員 の 派 遣 を す る 根 拠 を 得 た と。 し か

も、 埼 玉 県 の 地 域 史 料 保 存 活 用 連 絡 協

議 会 で す か ら、 こ の 文 書 を 全 部 市 町 村

に 送 っ た の で す。 そ の こ と に よ っ て、 市

町 村 か ら も 何 人 か あ の と き は レ ス キ ュ ー

ボ ラ ン テ ィ ア に 行 っ た は ず で す。 こ れ は

史 料 協 で な く と も た ぶ ん よ く て、 博 物 館

協 議 会 で も や ろ う と 思 え ば で き る こ と で

は な い か と い う ふ う に 思 っ て い ま す。 こ

れ は 自 分 の 小 さ な 経 験 で す け れ ど も、

ひ ょ っ と し た ら 何 か の ご 参 考 に な る か と

思 い ま す の で。 今 の 話 は、 お 三 方 の い

く つ か に 関 わ る か と 思 い ま し た の で、 こ

の こと を 申 し 上 げ ま し た。 以 上 で す。

　 三 上 ： あ り が とう ご ざ い ま し た。 そ うし

ま し た ら、 引 き 続 き ま し て、 質 問 用 紙 を

い た だ い て お り ま す の で そ れ を ご 紹 介 い

た し ま す。 ま ず、 第 1 セ ッ シ ョ ン に つ い

て で す が、 西 村 慎 太 郎 さ ん か ら、 こ れ

は 主 に 白 井 報 告 ・ 黄 川 田 報 告 に 対 し て

と い う こ と が 書 か れ て お り ま す。 読 み 上

げ ま す と、 「 災 害 レ ス キ ュ ー の 前 提 と し

て 資 料 の 所 在 調 査 が あ り ま す が、 久 留

島 委 員 長 が 冒 頭 に お 話 し さ れ た よ う に、

東 京 と そ の 周 辺 だ と 近 代 以 降 に 地 方 の

人 々 が 流 入 し、 そ の 後 の 震 災 ・ 戦 災 で

23 区 の 外 縁 部 や そ の 周 り に 移 動 し た 家

が 多 い と 思 わ れ ま す。 こ れ ら は、 地 域

の 文 化 財 行 政 の 網 に か か ら な い の で、

東 京 都 を は じ め と し た 首 都 圏 の 文 化 財

保 存 活 用 大 綱 や 地 域 計 画 の な か に 位 置

づ け ら れ な い と 思 い ま す が、 そ れ ら の 資

料 群 を ど の よ う に 考 え た ら よ い と 考 え て

い ま す か。 む し ろ、 元 々 の 地 域 の 旧 藩 ・

旧 団 体 ・ 旧 華 族 な ら 霞 会 館 ・ 県 人 会 と

の 連 携 を は じ め と し て、 近 現 代 以 降 で

す と、 地 域 性 は 求 め ら れ な い 旧 軍 人 ・

旧 官 僚 な ど の 親 睦 団 体 と の 連 携 を 文 化

財 行 政 に 位 置 づ け る こ と は 可 能 で し ょ う

か。」 と い う ご 質 問。 い か が で しょう か。

　 工 藤 ： 私 は、 首 都 圏 と い い ま す か、

東 京 で は なくて、 北 海 道 の ほ う で も 資 料

調 査 を し て い ま す。 北 海 道 に は 近 代 以

降、 全 国 か ら 多 く の 人 が 移 住 し て き て い

ま し て、 そ の 際 に 元 々 い た と こ ろ の 資 料

を 持 っ て 北 海 道 に 来 て い る ケ ー ス が 多 く

確 認 で き ま す。 た だ、 北 海 道 で 話 を 聞

い て い る と、 他 の 地 域 か ら 北 海 道 に 持

ち 込 ま れ た 資 料 と い う も の は、 書 い て あ

る 内 容 は 当 然 北 海 道 に 関 す る こ と で は

な い の で、 資 料 整 理 が 後 回 し に さ れ た

り、 把 握 さ れ て い な い も の が か な り あ る

と い う こ と で し た。 私 は そ う い う 資 料 群

を 調 査 し て い る の で す け れ ど も、 移 住 し

てくる とき に な ぜ こ れ を 持 っ て き て い る の

か と い う と、 や は り 理 由 が あ っ て 持 っ て

き て い る わ け で す。 時 間 は な い の で 端

折 り ま す が、 書 か れ て い る 内 容 だ け で

は な く、 な ぜ そ の 資 料 が そ こ に 所 在 し て

い る の か と い う 意 味 を 考 え て い く と、 モ

ノ と し て の 存 在 に 注 目 す る と、 実 は 記 述

内 容 は 北 海 道 で は な い の だ け れ ど も、

十 分 に 北 海 道 の 歴 史 を 語 る 資 料 で あ る

と い う こ と が わ か っ て き ま す。 な の で、

色 々 な 事 情 が あ る の で す け れ ど も、 な

ぜ そ こ の 地 域 に あ る の か と い う と こ ろ を

探 っ て い くと、 そ の 資 料 も 一 見 関 係 の な

い も の ・ 地 域 性 の な い も の と 思 わ れ る も

の も、 地 域 性 を 見 出 す こと が で き る。 そ

し て、 地 域 の 資 料 と し て 位 置 づ け る こ と

が で き る と い う ふ う に 考 え て い ま す。 そ
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こ が あ る 意 味、 研 究 者 や 専 門 家 の 腕 の

見 せ 所 に も な っ て く る か と 思 い ま す。 な

る べ く、 そ う い っ た な ぜ そ こ に あ る の か

と い う と こ ろ か ら 意 味 を 見 出 し て、 地 域

の な か に 位 置 づ け て い く こ と が 必 要 な の

か と い う ふ う に、 こ の ご 質 問 に つ い て は

私 の ほ う か ら は お 答 え す る こ と が で き ま

す。 他 に も 千 葉 な ど の 事 例 も ご ざ い ま す

の で そ ち ら の ご 意 見 も お 願 い し ま す。

　三 上：で は、 小 関 さ ん、 お 願 い し ま す。

　 小 関 ： 東 京 は 色 々 な 地 域 か ら 色 々 な

人 の 出 入 り が あ っ て、 西 村 さ ん の 資 料

保 存 の 実 践 も そ う い っ た も の を 扱 っ た も

の と し て す ご く 重 要 な こ と だ と 思 っ て お り

ま す。 私 の 経 験 で は あ ま り そ う い う も の

は こ れ ま で 扱 っ て き ま せ ん で し た け れ ど

も、 昨 年 の 宮 崎 の 集 会 で 報 告 し ま し た、

千 葉 県 内 に 伝 来 し た、 宮 崎 県 立 妻 中 学

校 の 資 料 を 整 理 し て 送 っ た と い う こ と が

そ れ に 近 い 経 験 か と 思 い ま し た。 こ の 資

料 は 宮 崎 県 立 図 書 館 に 受 け 入 れ て い た

だ く こ と に な っ た わ け で す け れ ど も、 整

理 作 業 を と お し て 今 思 っ て い る こ と は、

千 葉 の ほ う も そ れ で 終 わ り と い う わ け で

は なく、 資 料 を 読 ん で 大 変 面 白 く 色 々 な

こ と が 考 え ら れ る 資 料 群 だ と 感 じ た こ と

も あ り、 で き れ ば 千 葉 の ほ う で も、 宮 崎

の み な さ ん と 一 緒 に、 協 力 し な が ら 内 容

を 明 ら か に し た り、 活 用 し た り し て い くと

い う こ と を や っ て い き た い と 願 望 で す け

れ ど も 思 っ て い ま す。 ネ ッ ト な ど の 環 境

も で き て い る と 思 う の で そ う い う こ と を し

て い き た い。 そ の 意 味 で は、 ど ち ら か だ

け で は な く、 資 料 を と お し た つ な が り を

上 手 く 価 値 づ け る よ う な 考 え 方 を、 そ う

い う 実 践 の な か か ら 生 み 出 し て い く。 直

接 的 な 解 決 策 で は な い の で す が、 そ う

い うこと を 少 し ず つ 考 え て い くこと が で き

る の で は な い か と 私 は 思 っ て お りま す。

　三 上：あ り が とう ご ざ い ま す。白 井 さ ん、

どう ぞ。

　 白 井 ： 名 指 し さ れ た の で、 一 言 く ら い

は 答 え よ うと 思 い ま す が。 私 の 話 の な か

で、 関 東 で は 資 料 は 決 し て 多 く な い と お

話 し し ま し た。 だ け れ ど も、 そ れ に 比 し

て 文 書 館 や 博 物 館、 図 書 館 も 含 め て、

そ れ ら の 整 備 が お そ らく 全 国 的 に も 進 ん

で い る ほ う な の だ ろ う と 思 い ま す。 そ こ

で、 た と え ば、 県 民 ・ 市 民 か ら こ う い う

資 料 が 大 事 な の だ け れ ど も な ん と か し て

く れ な い か、 と い う ふ う に そ う い う 施 設

に 持 ち 込 ま れ た ら、 そ れ の 価 値 が わ か

る 職 員 が 対 応 す れ ば 普 通 は 断 ら な い。

そ の こ と に よ っ て、 結 果 的 に 全 然 関 係 の

な い 地 域 の 資 料 が そ こ に あ る と い う こ と

は い く つ も あ る と 思 い ま す。 そ の と き に

私 が 知 る 限 り 必 ず、 多 く の と こ ろ が や っ

て い る こ と は、 そ の 資 料 の 現 所 在 地 の

自 治 体 と 連 絡 を と る と い う こ と で す。 そ

の こ と に よ っ て、 所 蔵 者 の 了 解 が と れ る

限 り で、 そ の 資 料 の 所 在 を 元 の 場 所 と

連 絡 を と っ て そ の 情 報 を 共 有 す る と い う

こ と で す。 こ れ が 後 々 何 か に な る こ と が

あ る し、 個 別 事 例 は 申 し 上 げ ま せ ん が、

そ れ が 最 終 的 に 地 元 に 帰 っ た 例 も た し

か 1 つ く ら い は あ っ た と 思 い ま す。 答 え

に は な りま せ ん が、 ひ と つ の 事 例 とし て、

以 上 で す。

　 三 上 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 ご 質 問

の な か に、 文 化 財 保 存 活 用 大 綱 と い う

言 葉 も 出 て き ま し て、 黄 川 田 さ ん の 報 告

と も 関 連 す ると 思 い ま す が、黄 川 田 さ ん、

も し コ メ ン ト が あ れ ば よ ろ し く お 願 い し ま

す。

　 黄 川 田 ： 東 京 都 で 地 域 計 画 を 作 っ て

ら っ し ゃ る の が 八 王 子 で、 こ の 後 区 部 の

ほ う で も 作 成 さ れ る と い う 話 は 聞 い て い

ま す。 以 前、 一 部 島 し ょ 部 を 除 い て 東

京 都 の ほ ぼ 全 市 区 町 村 を ま わ っ て、 担

当 者 の 方 か ら 各 地 の 状 況 に つ い て お 話

を 伺 っ た こ と が あ り ま す が、 そ の 際 に、

他 の 地 域 か ら 入 っ て き た 資 料 が あ る と い

う 話 を 伺 っ た こ と が あ り ま す の で、 そ う

い っ た も の が ど う い う ふ う に 今 後 保 存 ・

継 承 さ れ て い く の か と い う と こ ろ は、 私

も 非 常 に 関 心 を も っ て お り ま す。 毎 回、

こ の 課 題 に つ い て は 西 村 さ ん か ら ご 教

授 い た だ く の で す け れ ど も、 先 程 工 藤 さ

ん の 他 皆 さ ん も お っ し ゃ ら れ て い た よ う

に、 な ぜ そ こ に 動 い て き た の か と い う よ

う な 裏 の 部 分 も 含 め て、 直 接 地 域 に 根

付 い た 価 値 で は な い と こ ろ も 見 出 せ る こ

と が で き た ら い い の で は な い か と 思 い ま

し た。た と え ば、文 京 区 な ど は 文 豪 や 色 々

な 作 家 の 交 流 の 場 所 で あ っ た の で、 手

紙 や 関 連 資 料 が 家 か ら 出 て き た、 と い う

話 も 聞 い た こ と が あ り ま す。 そ う い う 交

流 の 記 憶 ・ 記 録 も あ る わ け で す が、 そ

れ ら を ど の よ う に 見 出 し、 保 存 ・ 継 承 に

繋 げ る こ と が で き る の か。 そ こ に 関 し て

は 白 井 さ ん が お っ し ゃ ら れ た よ う に わ か

る 人 と い い ま す か、 相 談 で き る よ う な 窓

口 や ル ー ト、 チ ャ ン ネ ル の よ う な も の を

行 政、 ア ー カ イ ブ、 ミ ュ ー ジ ア ム な ど が

連 携 し て で き る だ け 広 く 作 っ て い く と い

う 環 境 作 り が 必 要 な の か と 思 い な が ら 聞

い て お りま し た。 以 上 で す。

　 三 上 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 東 京 都

の 文 化 財 保 存 活 用 大 綱 に つ い て、 奈 良

大 の 岡 田 さ ん、 簡 単 で 結 構 で す の で お

願 い し ま す。

　 岡 田 健 ： 東 京 都 文 化 財 保 存 活 用 大 綱

策 定 検 討 会 の 座 長 で ご ざ い ま し て、 針

の 筵 の よ う な 状 態 で す が。 私 は 実 は、

静 岡 県 と 大 分 県 の 策 定 委 員 会 に も 参 加

さ せ て い た だ い て お り ま す が、 そ の 作 業

と い う の は 一 般 的 に 検 討 会 の 委 員 何 人

か 参 加 し て 意 見 を 色 々 言 い ま す が、 作

文 自 体 は 県、 あ る い は 都 の 担 当 者 が 一

生 懸 命 し て 出 来 上 が っ た も の を 校 閲 し

て、 こ れ で い い だ ろ うと い う か た ち で 作 っ

て い く こ と が 実 態 の と こ ろ で は あ り ま す。

東 京 都 の 場 合 に は、 や は り 広 い と い う
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こ と も あ る の で す け れ ど も 現 状 に お い て

は、 過 去 に お い て 色 々 な 調 査 が お こ な

わ れ た と い う こ と も、 白 井 先 生 の お 話 程

に は 詳 し く な い で す け れ ど も、 そ う い っ

た こ と に つ い て も 一 応 ふ れ て い ま す が 現

役 の 担 当 者 に と っ て は 歴 史 的 な 物 語 に

な っ て し ま う の で、 現 状 が ど う か と い う

こ と に 関 し て、 こ れ も 江 東 区 で あ る と か

練 馬 区 で あ る と か そ う い っ た と こ ろ の 経

験 の あ る 方 を 委 員 と し て 招 い て い る と い

う と こ ろ な ど、 個 別 の 地 域 の 話 に し か な

ら な い と こ ろ が あ る の で、 全 域 を 見 渡 し

て と い う よ う な 話 に は な か な か で き な い

と い う と こ ろ が あ り ま す。 本 当 は 今 年 度

中 に 作 る は ず で、 も う す ぐ パ ブ コ メ に い

く は ず だ っ た の で す が、 幸 か 不 幸 か 間

に 合 わ な い と い う こ と に な っ た の で、 年

度 を ま た ぐ こ と に な り ま し た。 色 々 と 事

情 が あ る の で そ れ は お 話 し で き な い の で

す が。 で す の で、 こ れ は 策 定 検 討 会 が

始 ま ると い う 頃 に、 実 は 西 村 先 生 を お 訪

ね し て、 散 々 に 私 が 演 説 を ぶ っ た と い う

の で 驚 か れ た ら し い の で す け れ ど も、 も

う 少 し 色 々 な 方 の 意 見 を 聞 か な け れ ば

い け な い と い う こ と を 昨 日 今 日 と 皆 さ ん

の お 話 を う か が っ て い て つ く づ く 思 い ま

し た の で、 今 こ の 集 会 中 に も 有 名 な 方

で す が 都 の 担 当 者 の 方 に メ ー ル を 送 り

な が ら も う 少 し 練 り 直 そ う と い う 話 を 仕

掛 け て い る と こ ろ で ご ざ い ま す の で、 ま

た 西 村 さ ん よ ろ しくお 願 い し ま す。

　 三 上 ： あ り が と う ご ざ い ま し た。 ま だ

質 問 を 1 枚 し か し て い な い の に、 こ ん な

に 時 間 が 経 っ て し ま っ て、 少 し 先 を 急 ぎ

た い と 思 い ま す。 こ れ も 第 1 セ ッ シ ョ ン

で す が、 水 松 啓 太 さ ん か ら 「ハ ブ と な り

得 る 組 織 な り 機 関 な り が 数 多 く あ る の が

首 都 圏 の 特 徴 で あ る 一 方 で、 災 害 時 に

指 示 系 統 （ 確 認 や 連 絡 ） で 混 乱 す る 可

能 性 は あ る の で し ょ う か。 ま た、 対 策 が

講 じ ら れ て い る な ら ば 教 え て い た だ き た

い で す。 小 規 模 館 ・ 施 設 で は、 各 方 面

か ら 指 示 が 出 て く る と パ ン ク す る の で は

な い か と 思 い ま し た。」 と い う 質 問 を い

た だ い て お り ま す が、 こ れ に つ い て は い

か が で しょう か。

　 白 井 ： 第 1 セ ッ シ ョ ン だ と い う こ と で、

簡 単 に 白 井 が 答 え る べ き か と 思 っ た の

で マ イ ク を い た だ き ま し た が。 小 規 模 自

治 体、 町 村 だ と あ る か も し れ ま せ ん。 た

だ、 行 政 と い う の は わ りと 仕 事 が い わ ゆ

る 縦 割 り 行 政 と い わ れ る だ け の こ と は あ

り ま す の で、 こ れ は 誰 と か そ れ は こ こ と

か と い う も の が あ る と。 そ れ を 複 数 抱 え

て し ま っ て い る と こ ろ に い っ ぱ い や っ て く

る と や や 混 乱 す る こ と は あ る か も し れ ま

せ ん け れ ど も、 少 な く と も 行 政 の 縦 割 り

組 織 と い う も の は そ れ が な い よ う に 作 ら

れ て い る は ず で す。 逆 に そ れ で 押 し 付

け あ う こ と は あ る か も し れ ま せ ん。 そ の

と き に 本 庁 で そ う い う こ と が あ る か も し

れ ま せ ん け れ ど も、 お そ ら く 図 書 館 ・ 博

物 館 ・ 文 書 館 と い う と こ ろ は 出 先 に な る

わ け で、 こ う い う と こ ろ だ と む し ろ 複 数

の 部 局 に ま た が っ て 色 々 な 仕 事 を し て い

る こ と が 多 い の で、 そ こ に 持 っ て い く と

逆 に 混 乱 で は な い 別 の 話 に な る の で は

な い か と い う 気 が し ま し た。 感 想 に 近 い

で す が、 答 え に な っ て い れ ば 幸 い で す。

以 上 で す。

　三 上：他、壇 上 の 方 よ ろ し い で しょう か。

あ り が と う ご ざ い ま す。 そ う し ま し た ら、

次 の 質 問 で す が、 大 橋 幸 泰 さ ん と い う

方 か ら 「 資 料 保 存 運 動 に お い て、 都 心

の 大 学 （ 歴 史 学 関 係 ） に は、 何 が 求 め

ら れ る と 考 え ま す か。 す ぐ に 思 い つ く と

こ ろ で は、 レ ス キ ュ ー 活 動 へ の 参 加 が あ

り ま す が、 学 生 ・ 院 生 に 積 極 的 に 参 加

を 促 す た め に は そ の 意 義 を 知 っ て い る こ

と が 必 要 で、 そ の た め に は ま ず ア ー カ イ

ブ ズ 教 育 を 推 進 す る 必 要 が あ る と 感 じ

て い ま す。 授 業 の 他 に 被 災 資 料 の 扱 い

方 を 含 む ワ ー ク シ ョ ッ プ を 継 続 的 に 実 施

し て い くと い う の も 考 え ら れ る と 思 い ま し

た。」 と い うこと で す が。 こ れ に つ い て 天

野 さ ん、 実 践 さ れ て お ら れ ま す の で 突 然

で す が よ ろ しくお 願 い し ま す。

　 天 野 ： 天 野 で す。 昨 日 の お 話 で も 首

都 圏 大 学 協 議 会 と い う と こ ろ で、 大 学

の 関 わ り 方 と い う も の を 模 索 す る と い う

話 を し て み ま し た。 具 体 的 に 都 心 で ど

ん な こ と が で き る か と い う と、 私 も ま だ

千 葉 に 来 て そ ん な に 長 く は な い で す け

れ ど も、 先 程 コ メ ン ト ペ ー パ ー で 出 さ れ

て い た と お り で、 ひ と つ は 色 々 な ワ ー ク

シ ョ ッ プ も 含 め て 実 践 の な か で 知 っ て い

た だ け る と い う こ と は 大 事 な と こ ろ か と

思 い ま す。 も う ひ と つ は、 首 都 圏 の 大

学 と い う の は、 私 も こ ち ら に 来 て も の す

ご く 感 じ た の は、 情 報 発 信 力 が 全 然 違

う と 感 じ た と こ ろ で は あ り ま す の で。 ま

た は、 学 生 の 量 ・ 規 模 が、 特 に、 私 大

は 全 然 違 っ て い て 多 い か と 思 い ま す の

で、 そ う し た 人 達 に 関 わ っ て も ら え る よ

う な イ ベ ン ト と い う か 学 生 の 教 育 の な か

で 発 信 が で き ると い い と 思 っ て お りま す。

た と え ば、 こ れ ま で の お 話 を う か が っ て

い て も 行 政 や 博 物 館 の 学 芸 員 ・ 職 員 の

方 が い わ ゆ る 公 務 で こうし た 活 動 に 関 わ

れ る よ う な 仕 組 み 作 り と い う も の が す ご

く 模 索 さ れ て い る の だ ろ うと 思 っ て お りま

し た。 そ う す る と、 大 学 に と っ て の 公 務

と は な ん だ ろ う と 考 え た と き に や は り 教

育 と 研 究 と い う 2 つ の 問 題 が あ る と 思 っ

て、 そ う す る と 教 育 の な か で そ れ を ど う

担 え る の か と い う の も、 歴 史 教 育 や 資

料 学 と い う と こ ろ で 資 料 の 保 存 や 継 承 は

ど う 関 わ る こ と が で き る の か。 特 に、 資

料 ネ ッ ト と い う 活 動 の な か で ど う い う 位

置 づ け に な っ て く る の か。 た と え ば、 パ

ブ リ ッ ク ヒ ス ト リ ー と い う 文 脈 の な か で

あ ま り 資 料 ネ ッ ト と い う 話 が 出 て こ な い。

そ れ は 我 々 の 発 信 力 と い う 問 題 も も ち ろ

ん あ る と 思 う の で す け れ ど も、 そ こ で ど

う い う 関 わ り が で き る の か と い うこと も ひ

と つ の ポ イ ン ト な の か と 思 っ て い る と こ ろ

で す。 私 の 関 心 と い う か 希 望 で は、 資

料 ネ ット の よ う な 活 動 が 資 料 の 保 存 に 関
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わ り た い 人 が 関 わ れ る 場 に な る と い い と

思 っ て い ま す。 そ う い う 意 味 で は、 資 料

ネ ッ ト は ど ん な 存 在 に な り 得 る の か。 資

料 ネ ッ ト を 解 剖 し て み る と、 ど ん な 学 問

的 な ポ イ ン ト が 出 て く る の か。 た と え ば、

資 料 の 保 存 や そ の 分 析 を す る 過 程 で ど

ん な 専 門 分 野 が 関 わ り 得 る の か と い う、

資 料 ネ ッ ト を 検 証 ・ 解 剖 し て み よ う と い

う こと を 考 え て お り ま す。 そ ん な とこ ろ か

ら、 具 体 的 に 何 か と い う 話 は 出 て き て い

な い で す け れ ど も、 関 わ り 方 は も っ と 出

て く る か も し れ な い し、 些 細 な 関 心 か ら

で も い い の で と り あ え ず 資 料 整 理 か ら

入 っ て み ま しょう と か、 救 済 と は ど う い う

も の な の か と い う こ と を で き れ ば い い と

思 っ て い るとこ ろ で す。

　 三 上 ： あ り が と う ご ざ い ま し た。 具 体

的 な 実 践 例 と い う も の も お う か が い し た

い の で す が、 ふ く し ま 史 料 ネ ッ ト の 阿 部

さ ん、 実 際 に 天 野 さ ん を ゲ ス ト に 迎 え て

実 習 を さ れ て い る と 思 う の で す が、 そ の

あ た り を 簡 単 に ご 紹 介 い た だ け ま す か。

　 阿 部 ： は い、 福 島 の 阿 部 で す。 う ち

は 普 段、 古 文 書 学 実 習 と い う こ と で 学

生 達 を 中 心 に 整 理 を や っ て い ま す け れ ど

も、 夏 に 2 日 間 夏 季 集 中 作 業 と い う も

の を や っ て お り ま し て、 天 野 先 生 に は い

つ も 襖 の 下 張 り の 文 書 の や り 方 を お 願

い し て。 そ ち ら は、 う ち の 大 学 の 在 学 生

も そ う で す け れ ど、 卒 業 生 が け っ こ う 来

て く れ る と い う と こ ろ と、 こ れ は ふ く し ま

史 料 ネ ットと し て ボ ラ ン テ ィ ア 募 集 を か け

て い ま す の で、 そ れ で 市 民 の 方 で す と

か。 あ と は 時 折、 た と え ば、 天 野 先 生

の 授 業 を 受 け た の だ け れ ど、 こ う い う こ

と を 実 際 に 受 け て み た い と い う こ と で 来

て く れ た り と か。 あ る い は、 こ う い う 実

践 の 場 が あ る と い う 情 報 を 知 っ て、 ぜ ひ

参 加 し た い と い う こ と で。 な の で、 資 料

ネ ッ ト と し て 情 報 を 拡 散 し て 呼 び か け る

こ と で、 そ こ に 学 外 の 学 生 さ ん も 参 加 し

て い た だ け る と い う か た ち で、 今 資 料 整

理 を 経 験 す る 場 を 提 供 し て お り ま す。 よ

ろ し け れ ば、 ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン の と こ ろ

に 資 料 ネ ッ ト の 紹 介 が あ り ま す し、 そ の

な か で 大 学 とし て ど う い うこと を や る べ き

か を 私 な り に 書 い た つ も り で す の で、 お

読 み い た だ け れ ば と 思 い ま す。

　 三 上 ： あ り が とう ご ざ い ま し た。 そ うし

ま し た ら、 次 の 質 問 に 移 り た い と 思 い ま

す。 堀 内 誠 司 さ ん か ら、「今 回 焦 点 と な っ

た の は、 主 に 研 究 機 関 （ 大 学 ） や 自 治

体 （博 物 館） な ど で あ る よ う に 思 わ れ ま

し た。 高 等 学 校 な ど 大 学 以 外 の 教 育 機

関 が、 資 料 の 保 存 活 動 に 参 入 す る こ と

は 現 実 的 に 可 能 な の で し ょ う か。」 と い

う ご 質 問 で す。 こ ち ら は、 小 関 さ ん に ま

ず も し 何 か あ れ ば お 願 い し ま す。

　 小 関 ： 高 校 な ど の 機 関 とし て、 学 校 全

体 と し て と い う こ と は、 学 校 資 料 な ど 以

外 だ と な か な か 難 し い か も し れ ま せ ん け

れ ど も、 昨 年 の 妻 中 学 校 資 料 の 整 理 の

勉 強 会 で 目 録 の 作 成 を し た と き に、 小

野 寺 さ ん の お 話 の な か に も 出 て き て い た

と 思 い ま す が、 内 訳 の な か に 高 校 生 が

2 人 来 て い ま し て、 そ れ ぞ れ 違 う 高 校

か ら な の で す が、 そ れ ぞ れ の 高 校 の 教

員 1 名 ず つ と 来 て く れ て い ま し た。 お 話

を 聞 くと、 高 校 の 教 員 側 と し て は、 基 本

的 に 自 分 の 専 門 性 を よ り 高 め た い と い う

よ う な こ と で 今 回 来 ま し た と い う お 話 で、

生 徒 さ ん の ほ う は、 部 活 動 の 歴 史 研 究

部 や 地 域 研 究 部 な ど で 関 心 を も っ て い

る の で 来 ま し た と い う お 話 で し た。 そ の

際、 教 育 学 部 の 学 生 も 3 名 程 私 の と こ

ろ か ら 来 て い ま し て、 良 い 交 流 の 機 会

だ と い う こ と で、 目 録 を 作 成 す る と き の

グ ル ー プ を、 生 徒 達 と 学 部 生 と 手 練 れ

の お じ さ ん 達 と、 と い う よ う に 工 夫 を し

て 組 ん だ と こ ろ、 高 校 生 も 目 録 作 成 の

よ う な 作 業 で も あ る 程 度 熱 心 に 取 り 組

む こ と が で き て い た と 思 い ま す。 で す の

で、 学 校 自 体 が 全 体 と し て と い う こ と は

わ か ら な い の で す が、 そ う い う よ う な か

た ち で 少 し ず つ や り 方 を 工 夫 し な が ら 高

校 生、 小 ・ 中 学 校 は わ か り ま せ ん け れ

ど も、 高 校 生 く ら い で あ れ ば 興 味 を も っ

て や っ て も ら え る 可 能 性 は 非 常 に あ る と

思 い ま す。 そ の あ た り、 ど う い う ふ う な

や り 方 が い い の か 今 後 の 課 題 か と 思 い

ま す。 以 上 で す。

　三 上：あ り が とう ご ざ い ま す。添 田 さ ん、

お 願 い し ま す。

　 添 田 ： 茨 城 の 取 り 組 み を 少 し 紹 介 さ せ

て い た だ け れ ば と 思 う の で す が、 集 中 曝

涼 と い う も の を や っ て い ま す。 市 の 指 定

文 化 財 を 一 斉 に 虫 干 し を す る と い う イ ベ

ン ト で す。 毎 年 10 月、 20 か 所 ほ ど の

神 社 や 寺 と 協 力 し て 公 開 す る の で す が、

そ こ に 茨 城 史 料 ネ ッ ト も 協 力 し、 学 生 が

現 地 で 指 定 文 化 財 の 解 説 を お こ な い ま

す。 行 政 の イ ベ ントで す が、 住 民、 大 学、

資 料 ネ ッ ト、 さ ら に は 高 校 生 な ど も ボ ラ

ン テ ィ ア で 協 力 し ま す。 学 生 は、 そ れ ぞ

れ の 地 域 に 残 る 文 化 財 を 調 べ、 で き る

だ け 地 元 の 人 達、 す な わ ち 普 段 か ら 文

化 財 を 管 理 し て い る よ う な 人 達 に し っ か

り 説 明 で き る よ う な 準 備 を し て い く。 そ

し て、 普 段 文 化 財 を 管 理 し て い る 人 達

は 学 生 の 話 を 聞 い て、 若 い 人 達 が こ ん

な に 語 れ る も の が う ち の 近 く に あ る の か

と い う こ と に 改 め て 気 が つ く、 と い う わ

け で す。 資 料 ネ ッ ト の 活 動 や 学 び の 場

と い う と、 ど う し て も 文 書 を 読 む と か 資

料 の 取 り 扱 い と か い う 話 に な り が ち で す

が、 そ れ は ハ ー ド ル が 高 くて、 一 般 市 民

は 興 味 が な い こと も 多 く あ ると 思 い ま す。

そ の 点、 こ の 集 中 曝 涼 は、 地 元 に 残 る

お ら が 宝 物 に つ い て 若 い 人 達 も 含 め て

知 っ て も ら う、 き っ か け を 作 る 場 と し て

重 要 だ と 考 え て い ま す。

　 三 上 ： あ り が と う ご ざ い ま し た。 あ と、

小 野 塚 さ ん が 神 戸 の 御 影 高 校 で 実 践 さ

れ て い る か と 思 い ま す。 簡 単 に 紹 介 し て
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い た だ け ま す か。

　 小 野 塚 ： 時 間 が あ り ま せ ん の で、 簡

単 に。 現 在、 職 場 の 担 当 事 業 で 高 校 と

の 連 携 を 推 進 し て お り ま す。 ご 存 じ の 通

り 学 習 指 導 要 領 が 変 わ り ま し て、 地 歴

科 目 に は 歴 史 総 合 と い う 必 修 科 目 が 新

し く で き、 2 年 目 を 迎 え て い ま す。 地 理

も 地 理 総 合 と し て お よ そ 40 年 ぶ り に 必

修 化 し、 本 年 度 か ら は 選 択 科 目 と し て

日 本 史 探 究 ・ 世 界 史 探 究 が 始 ま り ま し

た。 こ の よ う に 社 会 科 教 育 の 環 境 は 大

き く 変 わ っ て き た わ け で す が、 高 校 教 育

と 歴 史 資 料 の 問 題 を 考 え る 場 合、 歴 史

総 合 の 4 つ の 大 項 目 の 内、 最 初 の 「歴

史 の 扉」 と い う 単 元 が 非 常 に 重 要 に な っ

て き ま す。 こ こ で は 資 料 と 歴 史 叙 述 の 関

係 や、 資 料 か ら 歴 史 情 報 を 読 み 取 る こ

と の 意 義 な ど を 考 察 す る こ と が 定 め ら れ

て お り、 要 す る に、 資 料 と は 何 か を 生 徒

に 考 え て も ら う 時 間 に な る わ け で す。 実

は、 日 本 史 探 究 や 世 界 史 探 究 に も 類 似

の 内 容 を 学 ぶ こ と が 定 め ら れ て お り、 旧

指 導 要 領 と 比 較 す る と、 新 指 導 要 領 下

の 歴 史 教 育 で は、 資 料 と は 何 か を 学 ぶ

時 間 を よ り 多 く 設 け る こと が で き る よ う な

仕 組 み に な っ た と 私 は 考 え て い ま す。 こ

の 時 間 を ど の よ う に 活 か し て い く か は 高

校 教 員 の 腕 の 見 せ 所 で す。 そ こ に 博 物

館 や 大 学、 資 料 ネ ッ ト な ど が ど の よ う に

コ ミ ッ ト し て い く か は 今 後 の 課 題 で あ り、

そ の 接 点 こ そ、 高 校 が 資 料 保 存 活 動 に

参 入 し て い く き っ か け に な る の で は な い

か と 思 っ て お りま す。 以 上 で す。

　 三 上 ： あ り が と う ご ざ い ま し た。 時 間

が 迫 っ て ま い り ま し た の で、 続 い て の 質

問 で す が。 宮 城 資 料 ネ ッ ト の 齋 藤 善 之

さ ん か ら 「 今 回、 初 め て 首 都 圏 に お い

て 史 料 ネ ッ ト 全 国 集 会 が 開 催 さ れ た こ と

は 誠 に 画 期 的 な こと で あ り、 そ の 意 義 は

将 来 長 く 語 り 継 が れ る も の と な る と 思 い

ま す。 セ ッ シ ョ ン 1 の 報 告 で も 浮 き 彫 り

に さ れ た よ う に、 来 る べ き 首 都 圏 の 災 害

に 予 想 さ れ る 被 災 資 料 の 膨 大 さ、 さ ら に

そ の 多 種 多 様 さ は こ れ ま で 私 達 が 経 験

し た 地 方 の 状 況 と は 比 較 に な ら な い も の

と な る で しょう し、 そ の レ ス キ ュ ー や 保 全

の 取 り 組 み の 困 難 さ は 想 像 を 絶 す る こ

と に な る と 思 い ま す。 そ の 一 方 で、 こ れ

も 各 報 告 で 指 摘 さ れ た よ う に、 首 都 圏

に は 地 方 と は 比 較 に な ら な い 力 が あ り ま

す。 す な わ ち、 大 学 や 資 料 保 存 機 関 の

多 さ、 そ こ に 結 集 す る 人 的 パ ワ ー の あ つ

さ で す。 た だ、 現 状 で は そ の 多 く が こ の

問 題 に 対 し て、 た と え ば、 多 く の 大 学 な

ど が 具 体 的 な ア ク シ ョ ン を 起 こ し て い ま

せ ん。 危 機 意 識 に つ い て は 共 有 さ れ 始

め て い る と は 想 像 し ま す。 そ の 現 状 を ふ

ま え れ ば、 私 達 が な す べ き こ と は そ の よ

う な 意 識 あ る 人 々 に 対 し、 共 に 来 る べ き

災 害 に 備 え る べ き 取 り 組 み を 共 に 始 め て

い く よ う な 呼 び か け を し て い く 必 要 が あ

る の で は な い で し ょ う か。 な お、 そ の よ

う な 人 々 が 集 う 場 と し て 大 切 な こ と と し

て、 参 加 の 自 発 性 ・ 公 平 性 ・ 透 明 性 な

ど を 持 っ た 場、 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム が 設 定

さ れ る こ と だ と 思 い ま す が、 そ の よ う な

場 の ひ と つ と し て 私 達 資 料 ネ ッ ト が 集 う

こ の 場 は、 極 め て 大 き な 可 能 性 を 持 ち

得 る と 思 い ま す が い か が で し ょ う か。 こ

の 点 に 関 し て、 セ ッ シ ョ ン 1 の 各 報 告 者

の お 考 え を 聞 け れ ば。」 と い う こ と で ご

ざ い ま す。 こ れ に つ い て、 何 か 簡 単 に コ

メントを い た だ け ま す で しょう か。

　 齋 藤 ： 今 回、 色 々 な 議 論 が さ れ ま し た

け れ ど も、 こ れ ま で 資 料 ネ ッ ト と い う も

の は 基 本 的 に 地 域 原 理 と い う か た ち で

編 成 さ れ て き た の か と 思 う の で す。 多 く

の ネ ッ ト は 地 域 名 を 冠 し た 組 織 体 に な っ

て い る と い う こ と で、 そ れ が お お む ね 県

単 位 な の で す け れ ど も、 ほ ぼ 多 く の 県 で

そ れ が で き て き て い る と い う 状 況 の な か

で、 そ ろ そ ろ そ の 発 展 性 の 方 向 性 とし て

は そ れ を 一 体 今 後 ど う い う ふ う に 発 展 ・

展 開 さ せ て い く の か と い う な か で は、 や

は り 資 料 ネ ッ ト の 多 様 性 を 考 え て い く と

い う 方 法 が ひ と つ あ り 得 る の か と 思 い ま

す。 そ う い う 意 味 で は、 た と え ば、 地 域

の 原 理 で い え ば 細 分 化 と い う の で し ょ う

か。 福 島 の 事 例 で い い ま す と ふ くし ま 史

料 ネ ッ ト が あ る 上 に、 最 近 に な っ て そ う

ま 市 の ネ ット が で き た と い う。 私 も 関 わ っ

て い ま す け れ ど も、 1 つ の 地 域 に 2 つ の

ネ ッ ト が 存 在 し て 大 丈 夫 か と い う よ う な

声 が 出 て き そ う で す け れ ど も、 非 常 に 上

手 く や れ て い る と い う か 重 層 化 し た 構 造

の な か で お 互 い に フ ォ ロ ー し あ い な が ら

や れ る こ と を や る と い う こ と で、 そ う い う

1 つ の 地 域 の な か に も 多 様 な か た ち で の

ネ ッ ト が 存 在 し 得 る と い う こ と を 今 後 考

え て い く と い う こ と が あ り 得 る の で は な

い か と 思 い ま す。 も う ひ と つ は、 地 域 原

理 か ら 離 れ て い っ て 機 能 原 理 と い う の で

しょう か。 た と え ば、企 業 ネ ットや 大 学 ネ ッ

ト と い う よ う な も の も、 だ ん だ ん と 構 想

さ れ て も い い の で は な い か と い う こ と で

す。 我 々 大 学 資 料 ネ ッ ト と い う も の は ま

だ あ り ま せ ん け れ ど も、 そ う い っ た も の

も、 あ る い は で き て い く。 特 に、 こ の 首

都 圏 固 有 の 問 題 と い う も の を 考 え て い く

と き に、 問 題 の 大 き さ と い う こ と を 考 え

る と、 現 状 の こ の 資 料 ネ ッ ト 体 制 だ け で

は な く、 複 数 の 多 様 な ネ ッ ト の 存 在 と い

う も の を 切 り 開 い て い く 必 要 が あ る の で

は な い か と 思 っ て い ま す。 そ う い う 意 味

で は、 昨 日 報 告 が あ っ た 甲 州 史 料 調 査

会 は ま さ に 大 学 ネ ッ ト と い う よ う な 実 態

を も っ て い る の か と 私 は 思 っ て い ま し て、

す ご く 可 能 性 が あ る の か と 思 い ま す。 こ

れ か ら 様 々 な 単 位 ネ ッ ト と い う も の が 広

ま っ て い く と な る と、 逆 に 組 織 化 と い い

ま す か 統 合 と い う か 原 理 と い う も の が 問

題 に な っ て き て、 ネ ッ ト ワ ー ク の 組 織 原

理 と い う も の は な ん な の か と い う こ と を

今 考 え て い か な け れ ば い け な い し、 皆 さ

ん の 報 告 に も あ っ た よ う に 人 ・ モ ノ ・ 金

を 相 互 に 融 通 し あ う こ と が ネ ッ ト の あ り

方 と す ると、 そ う い う も の を 活 か し て や っ

て い く 資 料 の 存 在 と い う も の が 今 後 大 き

くな ると。 ひ と つ だ け、 勝 手 な こと を 言 っ
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て 怒 ら れ そ う で す け れ ど も、 今 回 せ っ か

く 組 織 さ れ た 首 都 圏 集 会 の 実 行 委 員 と

い う も の を、 普 通 は こ れ が 終 わ っ て 解 体

さ れ る と 思 う の で す け れ ど も、 存 続 さ せ

て こ れ を 母 体 に 恒 常 的 な 活 動 を し て い く

こ と に よ っ て 首 都 圏 ネ ッ ト の 連 絡 協 議 会

的 な 機 能 を、 単 一 の も の で は な く、 そ う

い っ た も の を や っ て い く と。 な か な か ど

こ の 大 学 が 音 頭 を とっ て、 大 学 を 呼 び か

け て や っ て い くと い うこと は、 お 互 い や り

に く い だ ろ う と 想 像 し て い ま す。 声 が あ

げ にく い で す。 私 は 外 部 に い る の で 声 を

あ げ や す い の で す け れ ど も、 勝 手 な こ と

を 言 わ せ て も ら う と、 そ う い う わ け で 誰

が 言 い 出 す の か と お 互 い 見 あ っ て い る よ

う な 状 況 の な か で 言 い 出 さ な け れ ば な ら

な い と い う こ と に な れ ば、 こ の 資 料 ネ ッ

ト と い う も の も し 得 る の で は な い か。 天

野 さ ん が や ら れ て い る 大 学 協 議 会 と い う

も の も あ り ま す け れ ど も、 国 が お や り に

な る の も も ち ろ ん 大 事 で あ り ま す け れ ど

も、 問 題 が 大 き い の で 国 だ け で は なくて

民 間 と い う か こ の ネ ット 側 か ら も そ う い っ

た ア ク シ ョ ン を 起 こ し て い く と い う こ と も

大 事 な こ と で は な い か と 思 っ て い ま す。

先 程、 大 橋 さ ん か ら も 大 学 が 果 た す べ

き 機 能 と い う こ と が あ り ま し た け れ ど も、

そ う い っ た こ と を 考 え て い ま す。 以 上 で

す。

　三 上 ： 白 井 さ ん、 お 願 い し ま す。

　 白 井 ： 第 1 セ ッ シ ョ ン に と い う の で、

引 き 受 け ざ る を 得 な い の で コ メ ン ト し ま

す け れ ど。 今 の 齋 藤 さ ん の お 話 は 先 程

の コ メ ン ト も 含 め て、 か な り 大 き い 話 で

す で に 4 つ く ら い の 話 を さ れ て い る の

で、 全 て に お 答 え す る こ と は 時 間 的 に も

無 理 な の で す が。 ま ず、 資 料 ネ ッ ト は、

事 実 上 と い い ま しょう か、 都 道 府 県 単 位

で 構 想 さ れ て い る と。 そ れ は 事 務 局 を

置 く の が 地 方 国 立 大 学 が 割 と 多 い と い

う こ と も あ る。 宮 城 資 料 ネ ッ ト は 今 は 齋

藤 さ ん が 代 表 で す よ ね。 そ う い う こ と も

あ る の で、 少 し ず つ そ れ が 変 わ り つ つ あ

る の で す け れ ど も、 県 単 位 の と こ ろ か ら

も っ と 重 層 性 を も っ て 柔 軟 な 組 織 が も っ

と で き て も い い の で は な い か と。 今 回 で

い え ば、 那 須 資 料 ネ ッ ト と い う も の は た

ぶ ん そ れ で あ る し。 そ れ か ら、 度 々 名

前 を 出 し て 恐 縮 で す が、 福 島 の 阿 部 さ

ん が や っ て ら っ し ゃ る 相 馬 資 料 ネ ッ ト も

そ う で あ る わ け で す。 こ う い っ た も の が

も っ と 出 て き て い い の で は な い か と い う

こ と だ と 思 い ま す の で、 そ れ は そ の と お

り だ と 思 い ま す。 ま た、 一 方 で、 関 東 は

ま だ そ う い う も の が 構 築 さ れ て い な い と

こ ろ も 多 い の で、 あ る と こ ろ か ら 広 域 連

携 を し た ら ど う か と い う こ と も そ の と お り

だ と 思 い ま す。 こ の 2 つ は た ぶ ん な ん と

か な る だ ろ う と 思 い ま す。 あ と、 最 初 に

質 問 さ れ て い た 西 村 さ ん の 「じ ゃ ん ぴ ん」

の 活 動 と い う も の は、 そ う は 名 乗 っ て い

な い け れ ど た ぶ ん 事 実 上 資 料 ネ ット 活 動

を な さ っ て い る 部 分 が あ る と。 い く つ か

の 活 動 の な か の ひ と つ は そ れ だ と い う こ

と に な る と、 こ れ は 地 域 を 限 定 し て い な

い 可 変 的 な 活 動 に な る の で そ う い っ た も

の も も っ と 出 て き て い い だ ろ う。 今 日 お

出 で で は な い で す け れ ど も、 白 水 さ ん

の や っ て い る こ と も そ れ に 近 い の で は な

い か。 す で に そ う い う も の は い く つ も あ

る と。 今 後 そ れ が も っ と 出 て く る こ と を

期 待 し た い し、 そ う い う も の が 続 々 と 出

て く る よ う に す る に は ど う し た ら い い か と

い う こ と は、 お そ ら く 全 体 で 考 え て い く

問 題 な の で は な い か と 思 い ま し た。 全 部

で は な い の で す が、 と り あ え ず コ メ ン ト

とし て お 返 し い た し ま す。 以 上 で す。

　 三 上 ： あ り が と う ご ざ い ま し た。 す

で に 予 定 の 時 間 に な っ て し ま っ た

の で す け れ ど も、 司 会 の 不 手 際 で

す。 ま だ 質 問 用 紙 が 残 っ て お り ま

す。 若 干 延 長 し て も よ ろ し い で し ょ う

か。 と い う か、 延 長 い た し ま す。 一

橋 大 学 の 中 里 灯 希 さ ん か ら の 質 問 で す。

「 大 変 貴 重 な お 話 を あ り が と う ご ざ い ま

し た。 群 馬 県 立 歴 史 博 物 館 の 佐 藤 有 様

に ご 質 問 し た い こ と が ご ざ い ま す。 佐 藤

様 の ご 報 告 で は、 資 料 受 け 入 れ に 関 す

る 具 体 的 な 事 例 を 拝 聴 す る こ と が で き、

大 変 勉 強 に な り ま し た。 博 物 館 ・ 文 書

館 に お け る 資 料 受 け 入 れ に つ い て、 ①

写 真 や フ ィ ル ム な ど、 一 般 的 な 家 屋 の

温 湿 度 環 境 で は 保 管 の 難 し い 資 料 ほ

ど、 資 料 受 け 入 れ の 優 先 度 が 上 が る の

で しょう か。 ② 所 蔵 者 が 寄 贈 を 希 望 す る

資 料 が 博 物 館 ・ 文 書 館 の 考 え る 資 料 の

受 け 入 れ 条 件 を 満 た す も の で は な か っ

た 場 合、 ど の よ う に お 断 り を さ れ る の で

し ょ う か。 以 上、 2 点 に つ い て お う か が

い し たく 存 じ ま す。 よ ろ しくお 願 い い た し

ま す。」 と い うこと で、お 願 い い た し ま す。

　 佐 藤 ： 群 馬 歴 史 資 料 継 承 ネ ッ ト ワ ー ク

の 佐 藤 で す。 ご 指 名 な の で、 私 よ り 詳

し い 方 が 会 場 に た く さ ん い ら っ し ゃ る と

思 い ま す が お 答 え さ せ て い た だ き ま す。

写 真 フィル ム な ど の 保 存 環 境 が 大 事 な 資

料 の 優 先 度 が 高 い か ど う か と い う こ と で

す が、 そ う い う わ け で は 必 ず し も な い で

す。 も ち ろ ん 保 存 環 境 を 担 保 し な い と い

け な い と な る と、 お 宅 に お う か が い し た

と き に、 も う 少 し こ う し た ほ う が よ ろ し い

の で は な い で しょう か と い う こ と を お 話 し

さ せ て い た だ く こ と は あ り ま す が、 資 料

の 場 合 は 群 と し て ど う い っ た 価 値 が あ る

の か と い う こ と を ま ず 考 え ま す の で、 必

ず し も 保 存 に 関 し て 弱 い 資 料 の 優 先 度

が 高 く な る と い う こ と で は な い で す。 た

だ 一 つ の 指 標 と し て 考 慮 は し て い ま す。

2 つ 目 の 博 物 館 と し て 受 け 入 れ る こ と を

断 る 場 合 と い う こ と で す が、 基 本 的 に は

ソ フ ト に 断 る の で す が、 う ち の 館 は 群 馬

県 立 な の で 群 馬 に 関 係 す る 資 料 と い う

も の が 大 き な 収 集 方 針 に な りま す。 群 馬

に 関 係 な い 資 料 で お 話 い た だ く こ と は た

く さ ん あ っ て、 そ う い う 場 合 は 先 程 白 井

さ ん が お 話 し し て い た よ う に、 そ れ に 関

係 の あ る 自 治 体 に 連 絡 を と り ま す。 う ち

の 館 で 最 近 受 け 入 れ た 例 だ と、 千 葉 中
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央 博 か ら 群 馬 に 関 係 す る 資 料 が あ る か

ら と ご 連 絡 を い た だ い た の で、 う ち で 取

り に 行 っ た こ と も あ り ま す。 群 馬 な の で

群 馬 ベ ー ス で す け れ ど も、 そ う い っ た 場

合 は 他 の 施 設、 戦 争 関 係 で し た ら 昭 和

館 さ ん を 紹 介 す る な ど、 色 々 と そ う い っ

た か た ち で や り と り を し て い る と い う こ と

に な りま す。

　 三 上 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 続 き ま

し て、 次 の 質 問 に 移 り た い と 思 い ま す。

こ ち ら も 第 3 セ ッ シ ョ ン の 作 間 報 告 と 小

野 寺 報 告 に 対 し て の ご 質 問 で す。 「覚 書

に お い て、 資 料 の 保 管 場 所 が 確 保 さ れ

た と あ りま し た が、 ど こ に ど の よ う に 確 保

し た か。 授 業 で 目 録 作 成 を お こ な う と 履

修 し て い な い 学 生 ・ 文 学 部 以 外 の 学 生

が 関 わ る こ と が 難 しく な る と 思 い ま す が、

そ の 点 を ど う お 考 え に な り ま す か。 授 業

は 成 績 が 関 係 す る か ら 真 面 目 に 取 り 組

む け れ ど、 ボ ラ ン テ ィ ア は 点 に な ら な い

か ら や ら な い と 学 生 に 言 わ れ た こ と が あ

り ま す、 こ の 点 は ど う で し ょ う か。 た だ、

討 論 で 出 た ボ ラ ン ティア を 授 業 に す る と、

ボ ラ ン テ ィ ア と い う 名 の 強 制 に な っ て し ま

い ま す。」 と い う、 こ れ も 難 し い 問 題 で

す が。 こ ち ら、 ま ず は 作 間 さ ん お 願 い し

ま す。

　 作 間 ： は い、 作 間 で す。 覚 書 の な か

で は そ う い う ふ う に 書 か れ て は い る の で

す が、 実 際 に 起 き た と き に そ の 保 管 場

所 を 確 保 し て く だ さ る と い う 協 定 で す の

で、 現 在 そ の 場 所 が あ る と い う わ け で

は あ り ま せ ん。 た だ、 そ う い う 覚 書 が あ

る こ と に よ っ て、 あ る 程 度 自 治 体 の 方 に

も 強 制 力 を も っ て、 こ う い う 約 束 を し た

の で あ る か ら 確 保 し て く だ さ い と い う 証

明 に は な る か と 思 い ま す。 以 上 で す。

　 三 上 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 小 野 寺

さ ん、 お 願 い し ま す。

　 小 野 寺 ： は い、 授 業 の な か で 目 録 作

成 作 業 を お こ な っ て し ま う と、 履 修 を し

て い な い 学 生 が そ の 作 業 に 参 加 す る こ

と が で き な い と い うこと に 関 し ま し て、 大

学 の 組 織 内 に お い て そ う い っ た 機 会 が

設 け ら れ て い な い と い う こ と が や は り 課

題 で は あ る の か と 思 い ま す。 今 だ と 檜 皮

先 生 や 小 関 先 生 と い っ た 個 人 の 先 生 が

他 の 団 体 な ど と つ な が っ て、 そ う い っ た

整 理 作 業 が お こ な わ れ て い る と い う よ う

な 状 況 な の で、 大 学 組 織 と し て 外 部 の

団 体 な ど と 連 携 を お こ な っ て い く と い っ

た 仕 組 み を 作 っ て い く こ と が 課 題 と な る

の か と 思 っ て お り ま す。 ま た、 単 位 が 関

わ る 授 業 だ と 参 加 す る け れ ど、 ボ ラン ティ

ア に な る と 難 し い の で は な い か と い う と

こ ろ は、 一 学 生 の 身 分 で あ る 私 に と っ

て も 頷 け る 部 分 は あ る の で す け れ ど も、

単 位 以 上 に 参 加 す る こ と 自 体 で 何 か 自

分 に 得 ら れ る も の が あ れ ば ボ ラ ン テ ィ ア

に も も ち ろ ん 参 加 し て く れ る と 思 い ま す。

し か し、 実 際 に 学 生 個 人 個 人 が 得 ら れ

る も の が あ る か ど う か を 判 断 す る に は 1

回 は 経 験 し て み な い と い け な い と い う こ

と で、 1 回 経 験 し て み る 場 と し て” 単 位

が 付 与 さ れ る 授 業” が 今 は 必 要 な の か

と 思 っ て お りま す。

　三 上 ： あ り が とう ご ざ い ま す。

　 添 田 ： 最 後 の コ メ ン ト は、 私 が ボ ラ ン

テ ィ ア 活 動 を 授 業 の 一 部 に す る、 と 申

し 上 げ た こ と に 対 す る コ メ ン ト か と 思 い

ま す。 私 の 説 明 が 悪 か っ た と 思 い ま す。

史 料 講 読 演 習 と い う 授 業 の な か で、 ど

こ か 外 部 で 資 料 の 取 り 扱 い を 学 ぶ 機 会

に 参 加 す る よ う に 指 示 し て い ま す。 対 象

は 資 料 ネ ッ ト の 活 動 に 限 っ た も の で は あ

り ま せ ん。 ど ん な 場 で も よ い わ け で す。

よ っ て、 茨 城 史 料 ネ ット の 活 動 に 必 ず 参

加 し な さ い、 と 言 っ て い る わ け で は な い

と い う こ と は 申 し 上 げ て お き た い と 思 い

ま す。 い ず れ に せ よ、 資 料 ネ ット の 活 動

に 参 加 す る 学 生 は、 学 び の 機 会 と し て

参 加 し て い る こ と は 確 か で す。 私 た ち 教

員 の 立 場 と し て は、 彼 ら の 期 待 に ど う い

う か た ち で 応 え ら れ る か と い う こ と を 試

行 錯 誤 し て い る 段 階 で す。 以 上 で す。

　 三 上 ： あ り が と う ご ざ い ま す。 非 常 に

悩 ま し い 問 題 で、 こ れ か ら も 考 え 続 け な

け れ ば い け な い と 思 っ て お り ま す。 そ れ

で は、 こ れ は 最 後 の 質 問 で す。 内 山 和

有 さ ん か ら 「 資 料 の 調 査 や 保 全 に 関 わ

る 人 員 や 予 算 の 確 保 は 厳 し い 状 況 に あ

る と 考 え ま す が、 こ れ ま で、 特 に、 最 近

そ れ ら を 増 や せ た と い う 成 功 例 は な い の

で し ょ う か。 も し あ る な ら、 ど の よ う な こ

と が 評 価 さ れ て 上 手 く い っ た の か、 具 体

的 な 事 例 に つ い て 知 り た い。」 と い う よ

う な 質 問 で あ りま す。

　添 田 ： こ の 会 場 に、 成 功 例 を お 持 ち の

方 が い れ ば、 ぜ ひ お 聞 き し た い と 思 い ま

す。 茨 城 の 経 験 で い う と、 自 治 体 史 編

さ ん が 始 ま る と い う こ と は 一 つ の き っ か

け に な る と 思 い ま す。 悉 皆 調 査 や 保 管

場 所 の 整 備 を 伴 う も の で あ れ ば、 可 能

性 は あ る と 思 い ま す。 あ と、 文 化 財 担

当 の 職 員 で も 獲 得 で き る 研 究 費 （ 事 業

推 進 費 ） が あ る の で は な い か と 思 い ま

す。 そ の 場 合、 大 学 に 直 接 協 力 依 頼 が

来 る こ と も ご ざ い ま す。 回 答 に な っ て い

な い よ う に 思 い ま す の で、 ぜ ひ 会 場 か ら

事 例 を ご 紹 介 い た だ け れ ば と 思 い ま す。

い か が で しょう か。

　 西 村 ： NPO 法 人 歴 史 資 料 継 承 機 構

じ ゃ ん ぴ ん の 西 村 で す。 NPO の 事 例 と

し て で ひ と つ だ け お 話 し さ せ て い た だ き

ま す と。 古 書 店 で 古 文 書 が 出 て い て、

そ れ を 購 入 し て 目 録 を 作 っ て 自 治 体 さ ん

に こ う い う も の が あ り ま し た、 一 応 ア ー

カ イ ブ、 そ し て、 目 録 編 成 を お こ な っ て

提 出 し て、 地 元 で は 古 文 書 な ど の 所 在

調 査 を ど う い う ふ う に や っ て い ま す か と

い う こ と を 聞 い た ら、 全 然 実 際 に は そ う

い う こ と が な か っ た の で、 地 元 の 教 育 委

員 会 さ ん に 古 文 書 の 目 録 を ち ゃ ん と 提 出
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し て 予 算 化 し た ほ う が い い で す よ と 言 っ

た と き に、 う ち の NPO に 年 間 30 万 円

の 予 算 を 作 っ て も ら っ て、 や は り 目 録 で

こ う い う 資 料 が あ り ま す よ と 見 せ る こ と

が よ か っ た の か と い う 事 例 は あ り ま す。

今 で も そ れ は 継 続 し て や っ て お り ま し て、

東 京 都 の 檜 原 村 と い う こ と で こ の な か に

も 何 人 か 参 加 し て い た だ い て い ま す け

れ ど も、 そ う い う 事 例 が ご ざ い ま す。 以

上 で す。

　 三 上 ： あ り が と う ご ざ い ま し た。 こ れ

で ひ と と お り 質 問 用 紙 に 回 答 し て い た だ

い た と い う こ と に な る の で す が、 時 間 が

過 ぎ て い る の で す が、 少 し 視 点 を 変 え て

司 会 の 権 限 で 私 の 知 り た い こと を 聞 い て

み た い と 思 う の で す け れ ど も、 今 回 の 3

つ の セ ッ シ ョ ン の な か で 主 に 近 世 文 書 ・

近 代 文 書 を ど う 守 る か と い う こ と は 非 常

に 分 厚 い 層 の 研 究 者 の 方 で お こ な わ れ

て い る と い う こ と で、 今 回 こ の 研 究 交 流

集 会 に 参 加 し て い る 方 の な か に は、 た

と え ば、 美 術 史 や 考 古 学 で あ る と か 保

存 科 学 も 含 め て 別 の 分 野 の 方 が い ら っ

し ゃ る の で す。 首 都 圏 の 災 害 が 起 き た

場 合、 当 然 こ れ は 文 書 だ け で は な く 美

術 資 料 や 考 古 資 料 な ど が 問 題 に な っ てく

る と 思 う の で す。 そ の あ た り の 連 携 を ど

うとっ た ら い い か と い うこと が、 私 は ず っ

と 気 に な っ て い ま し て 会 場 か ら コ メ ント を

い た だ き た い と 思 う の で す が。 た と え ば、

い き な り で 恐 縮 で す が 美 術 資 料 に つ い

て 東 京 藝 大 の 岡 田 靖 さ ん、 何 か コ メ ント

を い た だ け れ ば と 思 う の で す が、 い か が

で しょう か。

　 岡 田 靖 ： 東 京 藝 術 大 学 の 岡 田 と 申 し

ま す。 私 は 専 門 が 仏 像 の 保 存 修 復 で し

て、 地 域 の 文 化 財 に つ い て の 保 護 活 動

も 色 々 と さ せ て い た だ い て き た の で す

け れ ど も。 そ れ と 同 時 に、 東 日 本 大 震

災 が 起 き た と き に 山 形 に い た と い う こ と

も あ り ま し て、 被 災 し た も の に 対 す る 対

処 と い う こ と も さ せ て い た だ い て き た の

で す が。 今 三 上 先 生 が お っ し ゃ ら れ た

と お り、 こ の プ ロ ジ ェ ク ト の 共 同 研 究 員

と し て も 参 加 さ せ て い た だ い て い る の で

す け れ ど も、 何 度 か 研 究 会 に 参 加 さ せ

て い た だ く な か で、 文 書 館 ・ 歴 史 館 の

方 々 の 集 ま り で、 そ れ の な か で 自 分 が

何 が で き る の か と い つ も お 話 を 聞 い た 後

ち ょ っ と 落 ち 込 み な が ら 帰 る ん で す。 今

こ の 会 場 の な か で は、 少 な く と も 彫 刻 を

専 門 に さ れ る 方 は い ら っ し ゃ ら な い の で

は な い か と 思 い ま す し、 た だ、 自 分 の な

か で は な ぜ 参 加 し て い る か と い う と、 特

に、 仏 像 の な か で も 近 世 の も の が と て

も 多 く 地 域 に は あ り ま す。 地 域 の も の を

調 べ て い くと、 当 然 そ の 意 義 な ど を 考 え

る と 歴 史 資 料 に 行 き 当 た る わ け で す。 な

の で、 近 世 文 書 と 近 世 の 仏 像 は 密 接 な

関 係 が あ り ま す。 さ ら に、 銘 文 な ど も 見

つ か っ てくる ケ ー ス も 多 々 あ り ま す の で、

そ の 郷 土 誌 や 文 書 か ら わ か る こ と と す

り 合 わ せ し な が ら、 い つ も モ ノ の 価 値 を

測 っ て い る の で す が。 特 に、 被 災 す る

と 文 書 も 当 然 被 害 に 遭 い ま す け れ ど も、

一 緒 に 仏 像 も 大 き な 被 害 を 受 け ま す。

そ こ は 連 動 し て 常 に 残 し て い か な い と い

け な い の で は な い か と 考 え て い る の で

す が、 何 か で き る こ と は な い か と 地 道 に

動 い て い ま す し。 私 も 今 東 京 藝 大 で 学

生 を も っ て い ま す の で、 学 生 達 に も そ う

い っ た 意 義 と い う も の を 少 し ず つ 伝 え な

が ら 一 緒 に 活 動 し て い こ う と 考 え て は お

り ま す け れ ど も、 そ う い っ た 仏 像 の 保 存

修 復 の ほ う で の 仲 間 と い う も の も、 文 化

財 保 存 修 復 学 会 と い う 学 会 が あ り、 そ う

い っ た と こ ろ で 広 め な が ら 少 し ず つ 仲 間

を 作 っ て い るとこ ろ で す。 そ れ とこ の ネ ッ

トワ ー ク と い う も の が 連 動 し 始 め る と よ り

広 く 活 動 が 展 開 で き る の か と 思 っ て い ま

す の で、 今 後 と も よ ろ し く お 願 い し ま す

と い うとこ ろ で す。

　 三 上 ： あ り が と う ご ざ い ま し た。 す み

ま せ ん、 突 然 振 っ て し ま っ た の で す け れ

ど も、 大 変 重 要 な 問 題 に つ い て お 話 し

い た だ い た か と 思 い ま す。 あ と、 保 存

科 学 の 分 野 で す が、 こ ち ら も 連 動 し て 重

要 に な っ て く る か と 思 う の で す け れ ど も、

橿 考 研 の 中 尾 さ ん、 い ら っしゃ い ま す か。

コメントを 簡 単 に お 願 い し ま す。

　 中 尾 ： 橿 原 考 古 学 研 究 所 の 中 尾 と 申

し ま す。 高 妻 先 生 が い ら っ し ゃ る の に、

私 が 保 存 科 学 の 代 表 で 喋 る の は 非 常

に ド キ ド キ し て お り ま す け れ ど も。 私 は

2012 年 か ら 福 島 県 で ず っ と 保 存 科 学 担

当 と し て 働 い て お り ま し た。 偉 そ う な 言

い 方 を す る と、 被 災 し た 文 化 財 に ず っ と

向 き 合 っ て き た 人 間 で す。 や は り、 ネ ッ

ト ワ ー ク と い う も の が 1 番 重 要 か と 思 い

ま し て、 去 年 と 今 年 と 全 国 史 料 ネ ッ ト 研

究 交 流 集 会 に 参 加 さ せ て い た だ い て い

る の で す け れ ど も。 私 は 被 災 し た 水 損

文 書 の 乾 燥 剤 凍 結 乾 燥 法 を 研 究 し て お

り ま す の で、 ぜ ひ ご 興 味 の あ る 方 は 後

で 声 を か け て い た だ け た ら と 思 う の で す

が。 や は り 必 要 な 場 所 に 必 要 な 情 報 を

提 供 し た い と 思 い ま し て、 こ う い う こ と

を や っ て い る 人 間 が い ま す と い う こ と で

今 回 も 参 加 さ せ て い た だ い て お り ま す。

私 も 2012 年 か ら ず っ と こ う い っ た 被 災

資 料 に 関 わ っ て き て お り ま す け れ ど も、

色 々 な ジ ャ ン ル の 方 が い ら っ し ゃ い ま す

し、 1 度 被 災 す る と 色 々 な 専 門 的 な 能 力

が 必 要 に な っ てくると 思 い ま す。 そ う い っ

た と き に、 そ う い え ば あ の 方 が こ う い う

こ と を や っ て い た と、 す ぐ に 連 絡 で き る

よ う な 体 制 作 り が 必 要 だ と い つ も 思 っ て

い る の で す が、 同 じ く 何 も 解 決 方 法 が

浮 か ん で は お りま せ ん。 少 し 浅 は か で す

け れ ど も、 文 化 財 防 災 学 会 な ど が あ れ

ば い い と 今 夢 想 し な が ら、 そ う す れ ば 民

俗 の 方 も い ら っ し ゃ る し、 保 存 も 考 古 も

い る し、 と 色 々 な ジ ャ ン ル の 人 が 集 ま る

会 が あ れ ば い い と い う こ と だ け お 話 し さ

せ て い た だ い て 終 わ り た い と 思 い ま す。

あ り が とう ご ざ い ま し た。

　三 上：あ り が とう ご ざ い ま し た。 最 後 に、
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考 古 学 な の で す け れ ど も、 考 古 学 の 分

野 で も 最 近 新 し い 学 会 が で き た と お 聞 き

し て お りま す。 こ の 点 に つ い て、山 形 ネ ッ

ト の 植 松 さ ん、 そ の あ た り を 簡 単 に お 願

い し ま す。

　 植 松 ： 私 は、 山 形 県 埋 蔵 文 化 財 セ ン

タ ー な の で、 仕 事 は 発 掘 で す。 山 形 ネ ッ

ト で は、 岡 田 さ ん も い た 東 北 芸 術 工 科

大 学 と い う 保 存 科 学 の 学 校 が あ っ て、

そ こ が ポ イ ン ト に な っ て 山 形 大 学 や 米 沢

女 子 短 期 大 学、 上 杉 博 物 館 の 佐 藤 正 三

郎 な ど、 文 書 ・ 考 古 ・ 民 俗 ・ 仏 像 ・ 建 築 ・

保 存 科 学 な ど が 皆 集 ま っ て の ネ ッ ト で し

た。 ク リ ー ニ ン グ を や り な が ら 皆 で 最 新

の 研 究 成 果 な ど に つ い て 世 間 話 を し ま

す。 そ う い う こ と で、 学 生 さ ん、 カ ビ の

研 究 を や っ て い る 保 存 科 学 の 方 も い て、

け っ こ う バ ラ エ テ ィ ー に 富 ん で い て 考 古

学 の 職 場 の 連 中 も 楽 し く や っ て い ま し

た。 東 日 本 大 震 災 の と き に は、 結 局 埋

蔵 文 化 財 セ ン タ ー の あ な た 方 は 土 方 仕

事 に 慣 れ て い る だ ろ う と い う こ と で、 セ

ン タ ー の ほ う が 文 化 財 レ ス キ ュ ー に 行 っ

て。 数 え て き た の で す け れ ど も、 1 年 間

で 15 件 行 っ て い ま し た。 東 日 本 大 震 災

の と き は、 山 形 は 大 丈 夫 だ っ た ん で す。

太 平 洋 側 3 つ が ダ メ で、 う ち は そ の 年

も 発 掘 で き た ん で す。 助 け る ほ う だ っ た

ん で す け れ ど も、 だ い た い 宮 城 ・ 岩 手 ・

福 島 の 資 料 ネ ッ ト さ ん か ら 山 形 ネ ッ ト に

手 伝 っ て く れ と 電 話 が き て、 そ れ で 今 度

は セ ン タ ー に 電 話 が き て 何 月 何 日 何 人

行 け る か と、 そ れ が 震 災 の 年 1 年 間 で

15 件。 た だ し、岩 手 が 6 県、宮 城 が 5 件、

福 島 が 4 件 な の で す け れ ど も、 福 島 は

線 量 が 高 い と こ ろ は 自 分 で や る ん で す。

他 の 県 に 頼 ま な い の で、 実 際 は も う 少 し

多 く な っ た か も し れ な く て、 件 数 で は 15

件 な の で す け れ ど も、 実 際 は 複 数 20 ～

30 人 行 っ て い る ん で す け れ ど も、 東 日

本 大 震 災 の 規 模 で 後 ろ の チ ー ム は そ の

く ら い。 多 い と み る か 少 な い と み る か わ

か ら な い の で す け れ ど も、 今 回 関 東 の

地 震 の 話 だ っ た の で、 も し 何 か あ っ た と

き ま わ り の 県 は そ の く ら い の ボ リ ュ ー ム

で や っ て い か な い と。 実 際 問 題 と し て、

そ う い う こ と が あ り ま し た と い う お 話 で し

た。 考 古 学 の ほ う で は 一 昨 年 に、 日 本

災 害 防 災 考 古 学 会 と い う も の が 宮 城 県

の 人 を 事 務 局 に し て 出 来 上 が り ま し た。

会 長 は 弘 前 大 学 の 関 根 達 人 先 生 と い

う、 皆 考 古 学 で す け れ ど も。 そ う い う も

の が あ る の で、 考 古 学 の ほ う で も 蔵 の

調 査 ば か り な の で す け れ ど も 手 伝 う こ と

は で き る の で、 各 県 に そ う い う も の が あ

る の で お 話 し し て い た だ け れ ば と 思 い ま

し た。

　 三 上 ： あ り が と う ご ざ い ま し た。 こ れ

は 様 々 な 学 問 分 野 が 結 集 し て 取 り 組 ま

な け れ ば い け な い 問 題 だ と 思 っ て お り ま

し て。 特 に、 23 区 で は 近 世 の 様 々 な 藩

邸 ・ 大 名 屋 敷 の 発 掘 調 査 が お こ な わ れ

て お り ま し て、 そ こ か ら 出 て く る 資 料 も

大 変 貴 重 な も の で あ る と。 そ こ を き っ か

け に 各 地 域 と の 連 携 を 図 る こ と も 可 能 な

の で は な い か と、 個 人 的 に は 思 っ て お り

ま し た。 時 間 は 過 ぎ て し ま っ た の で す が、

フ ロ ア か ら 質 問 が も し あ れ ば。 ど な た か

い ら っしゃ い ま す か。 どう ぞ。

　板 垣 ： す み ま せ ん、 延 長 し て い る の に。

山 陰 史 料 ネ ット の 板 垣 で す。 白 井 さ ん の

基 調 講 演 か ら 始 ま っ て、 昨 日 か ら 全 部

聞 き ま し て 思 っ た の で す け れ ど も、 阪 神・

淡 路 大 震 災 の 神 戸 ・ 阪 神 間 で 資 料 ネ ッ

ト と い う も の が 立 ち 上 が っ て、 都 市 部 で

本 来 立 ち 上 が っ た の で す け れ ど も、 そ の

後 の ネ ッ ト ワ ー ク 拡 大 の 過 程 の な か で、

非 常 に 地 方 的 な と こ ろ で 成 果 と 経 験 と ノ

ウ ハ ウ を 蓄 積 し て き た の だ と 改 め て 感 じ

て。 こ の 度 は 首 都 圏 で ネ ッ ト ワ ー ク を 形

成 す る と い うとき に、 どう や ら こ れ ま で の

地 方 で 積 み 上 げ て き た 経 験 や ノ ウ ハ ウ を

そ の ま ま 運 用 す る わ け に は い か な い の で

は な い か と い う 感 触 が し ま し た。 あ る 意

味 飛 躍 が 必 要 な の だ と 思 う の で す け れ

ど も、 こ う し た ら い い で す よ と い う 妙 案

は 私 に は な い で す け れ ど も、 途 中 天 野

さ ん が 言 わ れ た の で す け れ ど も、 資 料

ネ ッ ト の 存 在 価 値 で す。 色 々 な キ ャ ッ チ

フレ ー ズ が あ りま す。 ど こ で も ・ 誰 で も ・

簡 単 に ・ 安 く ・ 市 民 参 加 ・ 市 民 とと も に、

と い っ た よ う な 資 料 ネ ッ ト そ の も の と い

う か 固 有 の 存 在 価 値 を 改 め て 自 覚 的 に

ネ ッ ト ワ ー ク を 作 っ て い く 必 要 が あ る の

で は な い か と 個 人 的 に は 思 い ま し た。 そ

う い う 意 味 で は、 行 政 の し が ら み の な か

で、 す ぐ に は 協 力 で き な い け れ ど も、 あ

な た 方 の や ろ う と し て い る こ と に は 共 感

で き ま す と か、 色 々 な 団 体 が 首 都 圏 に

は あ る わ け で、 目 的 が 違 う か ら す ぐ に は

協 力 で き な い け れ ど も や り た い こ と は 理

解 し て い ま す、 と い う よ う な 構 え と い う

か 我 々 の ほ う の 存 在 価 値 の よ う な こ と を

改 め て PR し て い くと こ ろ か ら 作 っ て い く

こ と が 必 要 な の で は な い か と、 天 野 さ ん

の 話 と 似 て い ま す け れ ど も 思 い ま し た。

感 想 で す、 失 礼 し ま し た。

　 三 上 ： あ り が と う ご ざ い ま し た。 他 は

よ ろ し い で し ょ う か。 今 の 板 垣 さ ん の コ

メ ン ト で も わ か る よ う に、 ま す ま す 資 料

ネ ッ ト の 役 割 と い う も の が 期 待 さ れ、 ま

た、 重 要 に な っ て い くと い うこと に な る か

と 思 い ま す の で、 引 き 続 き、 こ う し た 課

題 を 次 回 以 降 も 問 題 意 識 を 持 ち 続 け な

が ら 研 究 交 流 集 会 を つ な げ て い け た ら と

思 い ま す。 お 時 間 が も う 25 分 く ら い 過

ぎ て し ま い ま し た の で、 総 合 討 論 は こ れ

で 締 め た い と 思 い ま す。 ど う も あ り が と

う ご ざ い ま し た。
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　若尾と申します。 全国史料ネット研究交流集会では、 奥村弘さんが閉会の挨拶をされるの

が恒例となっておりますが、 今回は、 特別に、 奥村さんの前に挨拶をさせていただくことに

なりました。 会場校である一橋大学を代表して、 また、 主催の人間文化研究機構の歴史資

料ネットワーク事業担当理事として、 御挨拶を申し上げます。

　はじめての東京での開催地がなぜ都心ではなく、 一橋大学なのかと疑問に思われている

方も多いのではないかと思います。 「そういえば、 若尾が本年 3 月に一橋大学を定年退職

するから、 それに合わせて引っ張ってきたのではないか」 （笑） と思われる方もおられるか

も知れません。 私は、 今回の研究交流集会を準備するための実行委員会に参加させていた

だきました。 当初は、 各地からの参加者の交通の便を考慮して 23 区内での開催を模索し

て会場を探しましたが、 入試等の日程と重なって調整がつきませんでした。 そこで一橋大学

でやれないかという打診があり、 調整の末に引き受けることになりました。 一橋大学で開催

するにあたっては、 石居人也さんに大変お世話になりました。 教室を借りうけるために、 一

橋大学大学院社会学研究科との共催で開催したのですが、 その面倒な手続きも石居さんが

やってくださいました。 どうもありがとうございました。 各地からお出でいただいたみなさま

方には、 23 区内で開催するより 1 時間程余計に時間をとらせてしまって、 ご足労をおかけ

したのではないかと思います。 お詫び申し上げます。 それでも、 東京都といっても、 実は一

体ではなくて、 特別区 ・ 多摩地区 ・ 島しょ部に分かれているという話が、 黄川田さんや他

の方々からもありました。 実際に、 中央線で多摩地区の国立駅まで足を運んでいただき、

その違いを感じることができたと思います。 結果的にではありますが、 多摩地区の一橋大学

で開催できて良かったと思っております。

　せっかくの機会なので、 一橋大学の歴史を、 少しだけお話しさせていただきます。 ご存知

の方もおられると思いますが、 一橋大学はもともと都心にありました。 今の神田一ツ橋に東

京商科大学としてあったのですが、 実は関東大震災により壊滅的な打撃を受けてしまいま

した。 ちょうど、 そのとき、 箱根土地株式会社 （後の西武） の堤康次郎が、 国分寺市と立

川市の間にあった広大な荒野 ・ 原野を開発して国立駅を作り、 町の中核に大学を置くとい

う大学都市構想を持っていまして、 東京商科大学の佐野善作学長に声をかけて、 東京商科

大学がここに移ってきました。 その時、 建てられた校舎は、 90 何年前のものになりますが、

現在も当時のまま残っております。 今居るこの教室から見える東本館は 1929 年建造で国

の登録有形文化財です。 10 年ほど前 （2014 年 11 月） に、私は、招かれて台湾大学に行っ

たときに、 台湾大学文学部の建物 （旧台北国立大学の校舎をそのまま利用） と、 この東本

若尾　政希

大学共同利用機関法人　人間文化研究機構理事／一橋大学大学院教授

閉 会 挨 拶
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館が非常によく似ていて、 びっくりして、 当時台湾大学教授だった辻本雅史さんとお話しし

たことがありました。 両方とも文部省建築課の設計で、 西キャンパスにある兼松講堂を建て

た伊東忠太の弟子筋の者が建てたから似ているのではないかと推測した次第です。 私事で

すが、 27 年くらい前に安丸良夫さんの後任にこないかと言われて （当時私は富山大学に

おりまして、 富山にずっと住もうと思って家を建てたばかりでしたので）、 本当に悩みました。

思い切って安丸さんに相談すると、 大学を案内するよと言われて、 一橋大学のキャンパスを

歩きながら案内してもらって、 その風格あるたたずまいに強くひかれました。 東京というと非

常に人がいっぱいで、 田舎出身の私には住むのが難しいだろうと思っていたのですが、 ここ

なら生きていけるかもしれないと思って、 一橋大学への赴任を決めたことを、 今も懐かしく

思い出します。 初めて一橋大学にお出でになった方は、 ぜひキャンパスを散策していただけ

れば嬉しいです。

　ところで、 私は東北大学大学院の出身で、 まだ史料ネットの活動を始める前の平川新さん

や佐藤大介さんら多くの方々と （同じ近世史研究者として）、 日常的にお付き合いさせても

らっていました。 東日本大震災のときには、 私の大学院ゼミ出身の小関悠一郎さんが日本

学術振興会特別研究員 （PD） として平川さんのところに受け入れてもらっていました。 そ

の後、 震災後の資料救済活動が本格化するなかで、 国文学研究資料館の渡辺浩一さんか

らお誘いを受けて、 院生たちがそれに関わらせていただきました。 その後も、 宮城史料ネッ

トの資料クリーニングや資料修復のボランティアに大学院生と一緒に参加して、 天野真志さ

んや佐藤大介さんらの講義を受けました。 当初は砂混じりの資料が多くあり、 防塵のマスク

をして、 砂を刷毛で取る作業しました。 渡辺尚志さんや石居さんら教員も院生らと一緒に参

加させていただきました。 また、高橋修さん添田仁さん、院生の泉田さんらにお世話になって、

多くの院生たちと茨城史料ネットを訪問して、 襖はがしをさせていただいたこともありました。

院生たちにとって、 そういう体験は非常に重要で、 のちに職を得て、 それぞれの赴任先で、

地域の資料ネットの活動に関わってくれています。

　このように、 史料ネットの活動に関心をもってきたのですが、 足元のこの東京都で自分達

が何もできていないということに気づきました。 そういうときに、 2018 年に、 久留島浩さん

や天野さんらから、 首都圏大学協議会を立ち上げるから集まるようにという呼びかけ文をい

ただき、 会場の千葉大学に駆けつけました。 東京には大学がたくさんあるのに、 参加して

いるのは、 多摩地区の大学教員のみであったことにびっくりしました。 また、 報告のなかで、

東京都の文化財レスキューについて見とおしが立っていないことが話題になり、 なんとかしな

ければと強く思ったことを覚えています。

　今回、 第 10 回全国史料ネット研究交流集会 in 首都圏を開かせていただき、 2 日間の

報告と議論を通じて非常に多くのことを学びました。 昨日も久留島さんが仰っていましたが、

大事なのは、 やはり 「人」 です。 史料ネット ・ 大学 ・ 博物館 ・ 公文書館 ・ 行政 ・ 地域住

民がそれぞれどう連携するかという課題があるのですが、白井哲哉さんが述べていたように、

そこに知り合いがいるということが大事で、 日常の人と人との付きあいがやはり 1 番大切だ

ということを改めて強く思いました。 さきほど板垣貴志さん、 齋藤善之さんからも発言があ
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りましたように今後首都圏で何をしていくか、 いろいろ模索していきたいと考えています。

　日本学術会議会員を 6 年間務めさせていただきました。 学術会議のさまざまな報告や提

言に関わりましたが、 史料保全 ・ アーカイブズに関わるものとして、 「新型コロナウイルス感

染症のパンデミックをめぐる資料、 記録、 記憶の保全と継承のために」 という提言を責任者

として出しました。 是非ともお読みいただきたく思います。 また、 「人文 ・ 社会科学の研究に

よる社会的インパクト〜事例調査に基づく評価のあり方の検討〜」 という報告もあわせてお

読み下さればと思います。 これは人文 ・ 社会科学の研究を評価するときに論文数や引用数

ではなく、 それが社会や経済等々にどう貢献したかというそのインパクトで評価すべきだとい

うことで、 日本学術会議の人文 ・ 社会系の各委員会にヒアリングしてとりまとめたものです。

私は史学委員会の委員長としてヒアリングを受けましたが、 そのなかで私は、 歴史研究者

が関わる最もインパクトのある活動として、 史料ネットの活動 ・ 文化財レスキュー活動を第

一に挙げさせていただきました。ただし、現状では、そうした活動が、それに関わる個々の人々

の研究評価には必ずしもつながっていないということも指摘しました。 史料ネットの活動を一

生懸命やっても、 それが研究と評価されていないのです。 活動の重要性を鑑みると、 やは

り評価していくことが大事で、 社会的インパクトとしてしっかりと評価されれば、 さらに参加

する方が増えると思います。 評価のやり方を変えていくのは簡単ではないと思いますが、 微

力ながら取り組んで参りたいと思っております。 これを述べて、 私からの拙い閉会の挨拶を

締めさせていただきます。 今日はどうもありがとうございました。
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　だいぶ時間も経っておりますので、 できるだけ簡略にしたいと思っています。 今回、 能登

半島地震が起こりました。 これに関しては神戸大では、 減災や防災の関係者と来年が 30

年ということで、 どういうかたちで 30 年を伝えていくのかを色々と議論をしている中で起こ

りました。 減災 ・ 防災に関係する神戸大の研究者にとって、 残念というか悔しい思いがある

ということが、 この間の議論の中でほぼ一致したものとなっています。 避難所に関して、 神

戸のときと同じような厳しい状態が生じていること、 輪島での火災で水がなく消火が厳しかっ

たこと、 孤立した高齢者がたくさん出たことなど、 30 年前に私達が経験したことが繰り返さ

れるという状態があります。 30 年間、 私たち研究者は何が出来たのだろうかという、 極め

て重たい議論が行われているところです。

　そのなかで、 歴史文化の領域はどうだったのかということも、 今回問われています。 先程、

金沢の上田さんのほうから、 NHK の被災情報のところに文化遺産の保全の話が出てくると

いうことをお聞きしまして、 隔世の感があるなと思いました。 阪神 ・ 淡路のころにはとても考

えられないことだと思いました。 そういう基本的な災害対応のところまで地域の歴史文化遺

産のことが取り上げられるようになる。 これは長い活動のなかで、 地域の文化遺産について

の社会的認知に大きな変化が生まれていることをあらわすものであると考えます。 ただ、 阪

神 ・ 淡路と違って、 先程、 島根の板垣さんからも話がありましたけれども、 高齢化や自治

体職員の減少が中山間部を中心に急速に進んでいる日本の大変な状況は、 能登でも現れ

ており、 その中で阪神 ・ 淡路と似たようなことが 30 年を経ても起こったということも重要な

課題提起です。 今回の地震について、 災害そのものの記録や保存をどう進めていくのかと

いう、 災害資料保存という課題も含めて、 考えていかなければいけない重い課題であると

思います。 今後の災害資料保存についてもご協力願えればと思います。

　今回、 首都圏について色々な方から話がありました。 資料ネットの活動の特色は、 実際に

現場で考えるということ、 多様な人のつながりのなかで考えるというところにあります。 繰り

返しますが、 現場を大事にしながら活動を進めていくことがとても大事ではないかと思って

います。 その点から考えると、 今回、 首都圏でどういう現場が生まれたかが共有されたと思

います。 これを踏まえて今後、この状況にふさわしい活動形態が首都圏の方々を中心として、

ここにお集まりの皆さんとともにじっくり練られていくのではないか、 そこからきっと良い活動

方法が生まれてくるのではないかと楽観的に考えています。

　来年、 そこのところを、 全国史料ネット研究交流集会の場で共有できたらいいのではない

かと思っております。 来年度はどこでやるかは完全には決めておりませんけれども、 できれ

奥村　弘

歴史資料ネットワーク代表／神戸大学副学長

閉 会 挨 拶
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ば 30 年ということもありますし、 先程の能登半島に関してもこれから活動が本格化してい

くと思うので、 そういうことも含めた総括の場を、 できれば神戸でもちたいと考えているとこ

ろでございます。

　最後に、 先程お金の話が出ておりましたけれども、 資料ネットの活動を地域歴史資料学と

いうかたちで体系的な学としてまとめていく、 色々なネットの経験を各地の皆さんと共有して

いって、 実践的研究としてそれを各地に返していくということを課題として、 それに関係す

る科研を 15 年間私が代表をさせていただいてやってきました。 この 3 月でこれについても

一つの区切りになろうかと考えています。 また若い方にこの後継となる研究をすすめていた

だければと思っております。 皆さんのところにチラシが入っていますけれども、 3 月 2 日 ・ 3

日に国際シンポジウムをやって、 これでこれまでの研究にひとつの区切りとしていきたいと考

えております。 私達の地域歴史資料学や資料ネットの活動というものは、 21 世紀の今の社

会全体のなかでどのような意味を持つのだろうかと考えると、 国際社会の展開とも関連して、

この時代における特有の位置を占めているのではないかと考えております。 2022 年のポー

ランドでの国際歴史学会議において、 議論をいたしましたけれど、 災害が多発する日本列

島の特有の歴史的状況によるものであるとともに、 現代社会の中で世界各地において、 共

有していくものでもあると考えておりますので、 ぜひ参加していただければと存じます。

　2 日間とても内容の濃い研究交流集会になったかと思います。 先程、 これが首都圏での

活動の歴史的な意味を持つ 「会」 になるのだというお話もありました。 そうなっていけるよ

うに今後も今日の参加の方々とともに頑張っていきたいと思いますので、 今後もよろしくお

願いいたします。 皆様どうもご苦労様でした。
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第 10 回全国史料ネット研究交流集会 in 首都圏　プログラム

13 ： 00　開場

13 ： 30　開会

 総合司会 ： 簗瀬　大輔 （群馬歴史資料継承ネットワーク代表）

13 ： 30 ～ 13 ： 40

 開会挨拶 ： 木部　暢子 （大学共同利用機関法人　人間文化研究機構機構長）

  久留島　浩 （第 10 回全国史料ネット研究交流集会実行委員長）

13 ： 40 ～ 13 ： 45

 趣旨説明 ： 小野塚　航一 （国立歴史民俗博物館）

13 ： 45 ～ 15 ： 00

 第 1 セッション ： 首都圏地域の資料保存活動と災害対策

 報 告 ： 白井　哲哉 （茨城文化財 ・ 歴史資料救済 ・ 保全ネットワーク／筑波大学）

   「首都圏地域における資料救出ネットワーク構築の可能性を考える」

  黄川田　翔 （文化財防災センター／東京国立博物館）

   「首都圏 1 都 7 県の文化財防災への取り組みと災害対策の課題」

  天野　真志 （国立歴史民俗博物館）

   「歴史文化資料保全首都圏大学協議会の目的と展望」

15 ： 00 ～ 15 ： 30　討論

 司 会 ： 工藤　航平 （国立歴史民俗博物館）

15 ： 30 ～ 16 ： 00　休憩

16 ： 00 ～ 17 ： 00

 第 2 セッション ： 資料ネット活動をとりまく諸活動

 報 告 ： 柏原　洋太 （千葉県文書館）

   「資料ネット活動に期待される千葉県文書館の役割―課題と展望―」

  望月　一樹 （神奈川県博物館協会／神奈川県立歴史博物館）

   「神奈川県博物館協会の総合防災計画とその活動」

  西口　正隆 （甲州史料調査会／土浦市立博物館）

   「甲州史料調査会の現状と課題」

17 ： 00 ～ 17 ： 30　討論

 司 会 ： 小関　悠一郞 （千葉歴史 ・ 自然資料救済ネットワーク／千葉大学教育学部）

1 日目　2 月 17 日 （土）
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2 日目　2 月 18 日 （日）

  9 ： 30　開場

10 ： 00 ～ 11 ： 20

 第 3 セッション ： 資料保存 ・ 継承の現場

 報 告 ： 福田　博晃 （とちぎ歴史資料ネットワーク／日光市歴史民俗資料館）

    「日光市における資料所在調査の展開と課題」

  作間　亮哉 （那須資料ネット／那須歴史探訪館）

   「地域博物館 ・ 資料館と史料ネットの関係―那須の事例から―」

  佐藤　有 （群馬歴史資料継承ネットワーク／群馬県立歴史博物館）　

   「博物館と歴史資料の継承―近年の群馬県立歴史博物館の歴史資料の受入れ過程を

   事例に―」

  小野寺　華子 （千葉歴史 ・ 自然資料救済ネットワーク／千葉大学大学院）

   「資料ネットと大学の連携について―千葉資料救済ネット ・ 千葉大学文学部歴史学

   コースの活動を通して―」

11 ： 20 ～ 11 ： 50　討論

 司 会 ： 添田　仁 （茨城文化財 ・ 歴史資料救済 ・ 保全ネットワーク／茨城大学）

12 ： 00 ～ 12 ： 50

 ポスターセッション

13 ： 00 ～ 13 ： 30

 2024 年 1 月 1 日　能登半島地震に関わる緊急情報交換会

 総合討論 ： 首都圏地域における資料保存 ・ 継承の可能性

 登 壇 者 ： 白井　哲哉 （茨城文化財 ・ 歴史資料救済 ・ 保全ネットワーク／筑波大学）

  工藤　航平 （国立歴史民俗博物館）

  小関　悠一郎 （千葉歴史 ・ 自然資料救済ネットワーク／千葉大学教育学部）

  添田　仁 （茨城文化財 ・ 歴史資料救済 ・ 保全ネットワーク／茨城大学）

 司 会 ： 三上　喜孝 （国立歴史民俗博物館）

14 ： 50 ～ 15 ： 00

 閉会挨拶 ： 若尾　政希 （大学共同利用機関法人　人間文化研究機構理事／一橋大学大学院教授）

   奥村　弘 （歴史資料ネットワーク代表／神戸大学副学長）

15 ： 00　閉会

13 ： 30 ～ 14 ： 50

 登 壇 者 ： 文化財防災センター （小谷　竜介）

   いしかわ歴史資料保全ネットワーク （上田　長生）

   大学共同利用機関法人　人間文化研究機構 （天野　真志）

 司 会 ： 国立歴史民俗博物館 （小野塚　航一）
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文化財防災センター

千葉県博物館協会

川崎市市民ミュージアム

甲州史料調査会

広島県立文書館

あおもり資料ネットワーク準備会

山形文化遺産防災ネットワーク

ふくしま歴史資料保存ネットワーク

そうま歴史資料保存ネットワーク

茨城文化財 ・ 歴史資料救済 ・ 保全ネットワーク

とちぎ歴史資料ネットワーク

那須資料ネット

群馬歴史資料継承ネットワーク

千葉歴史 ・ 自然資料救済ネットワーク

NPO 法人歴史資料継承機構じゃんぴん

新潟歴史資料救済ネットワーク

信州資料ネット （長野市立博物館）

東海歴史資料保全ネットワーク

歴史資料ネットワーク

歴史資料保全ネット ・ わかやま

山陰歴史資料ネットワーク

岡山史料ネット

愛媛資料ネット

高知地域資料保存ネットワーク

宮崎歴史資料ネットワーク

鹿児島歴史資料防災ネットワーク

ポスターセッション



文化財防災センター

川崎市市民ミュージアム 甲州史料調査会

千葉県博物館協会



ふくしま歴史資料保存ネットワーク山形文化遺産防災ネットワーク

あおもり資料ネットワーク準備会広島県立文書館



茨城文化財 ・ 歴史資料救済 ・ 保全ネットワーク

那須資料ネットとちぎ歴史資料ネットワーク

そうま歴史資料保存ネットワーク



新潟歴史資料救済ネットワークNPO 法人歴史資料継承機構じゃんぴん

千葉歴史 ・ 自然資料救済ネットワーク群馬歴史資料継承ネットワーク



歴史資料保全ネット ・ わかやま歴史資料ネットワーク

東海歴史資料保全ネットワーク信州資料ネット （長野市立博物館）



高知地域資料保存ネットワーク愛媛資料ネット

岡山史料ネット山陰歴史資料ネットワーク



鹿児島歴史資料防災ネットワーク宮崎歴史資料ネットワーク
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報告者 ・ 司会　プロフィール

工藤　航平 （くどう ・ こうへい）

国立歴史民俗博物館 ・ 准教授。 1976 年神奈川県横浜市生まれ。

専門 ： 日本近世 ・ 近代史、 アーカイブズ学。

東京都公文書館専門員などを経て現職。 資料群を個人・家・組織の固有の 〈知〉 の集積体ととらえ、その構造と特質について研究を行う。

また、分散・移動した資料群の歴史的経緯の解明と地域的価値の再発見、関係する地域間での共有・活用について考えている。 主な著書・

論文に 『近世蔵書文化論―地域 〈知〉 の形成と社会―』 （勉誠出版、 2017 年）、 「北海道所在の民間アーカイブズの特質―分割管理

された 「移住持込文書」 の伝来と意義―」 （国文学研究資料館編 『社会変容と民間アーカイブズ』 勉誠出版、 2017 年）。

天野　真志 （あまの ・ まさし）

国立歴史民俗博物館 ・ 准教授。 1981 年島根県浜田市生まれ。

専門 ： 日本近世 ・ 近代史、 資料保存。

東北大学災害科学国際研究所助教などを経て現職。 地域歴史資料の保存 ・ 継承に向けた取り組みを通して、 各地域における歴史文化

と人びととの関わりについて考えている。 主な著書に 『幕末の学問 ・ 思想と政治運動』 （吉川弘文館、 2021 年）、 『地域歴史文化継承

ガイドブック』 （共編著、 文学通信、 2022 年） など。

黄川田　翔 （きかわだ ・ しょう）

（独） 国立文化財機構文化財防災センター ・ 研究員／ （併） 東京国立博物館学芸研究部保存修復課 ・ 研究員。 1989 年岩手県生まれ。

専門 ： 保存環境、 照明工学。

株式会社 YAMAGIWA、 （独） 国立文化財機構文化財防災ネットワーク推進室アソシエイトフェローを経て現職。 主な業績として、 「京

都を取り巻く災害リスクと文化財防災で目指すレジリエンスな地域社会」 （文化財の保護 56, 2023 年）、 「文化財防災ネットワーク推進

事業の現況 : 関東甲信越地方での活動状況について」 （地方史研究 69-1, 2019 年） などがある。

白井　哲哉 （しらい ・ てつや）

筑波大学図書館情報メディア系 ・ 教授。 1962 年神奈川県横浜市生まれ。

専門 ： 日本アーカイブズ学、 日本近世史。

埼玉県教育委員会学芸員として文書館、 博物館、 文学館などの勤務を経て現職。 歴史資料の保存活用や公文書管理をめぐる諸問題、

災害アーカイブに関する調査研究に従事。 主編著に 『災害アーカイブ』 （東京堂出版、 2019 年）、 『地域の記録と記憶を問い直す』 （須

田努氏と共編、 八木書店、 2016 年）、 『日本近世地誌編纂史研究』 （思文閣出版、 2004 年）。

第 1セッション ：首都圏地域の資料保存活動と災害対策

プロフィール情報は、 2024 年 2 月時点の情報です
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小関　悠一郞 （こせき ・ ゆういちろう）

千葉歴史 ・ 自然資料救済ネットワーク共同代表／千葉大学教育学部 ・ 准教授。 1977 年、 宮城県仙台市生まれ。

専門 ： 日本近世史。

日本学術振興会特別研究員 （PD） などを経て現職。 千葉資料救済ネットの活動を通して、 首都圏における資料ネットの役割 ・ あり方に

ついて考えている。 主な著書 ・ 論文に、 『上杉鷹山 「富国安民」 の政治』 （岩波書店、 2021 年）、 「地域史料の保存利用と資料ネット」

（『日本歴史学協会年報』 33、 2018 年） など。

西口　正隆 （にしぐち ・ まさたか）

土浦市立博物館 ・ 学芸員／甲州史料調査会事務局員。 1994 年埼玉県上尾市生まれ。

専門 ： 日本近世史。

学習院大学文学部史学科卒業、 一橋大学大学院社会学研究科修士課程を修了し、 現職。 博物館学芸員として、 地域の歴史資料を保

全・活用した展覧会や研究を行う。 このほか甲州史料調査会などの活動を通して、歴史資料の保存と活用を考えている。 主な論文に、「安

永の河岸吟味政策と河岸問屋の復活」 （『日本歴史』 891、 2022 年）、 「近世大名家における刀剣管理と記録作成」 （『国文学研究資

料館紀要 アーカイブズ研究篇』 17、 2021 年） など。

望月　一樹 （もちづき ・ かずき）

神奈川県立歴史博物館 ・ 館長。 1961 年神奈川県横須賀市生まれ。

専門 ： 日本古代 ・ 近世史、 神奈川地域史。

川崎市市民ミュージアム学芸員 ・ 学芸室長、 シルク博物館学芸担当課長、 神奈川県立歴史博物館学芸部長を経て現職。 これからの地

域博物館としての役割 （資料収集や保存） や情報発信などについて考えている。 主な著書に 『日本史小百科　宿場』 （共編著、 東京堂

出版、 1999 年）、 『博物館の仕事』 （共編著、 岩田書院、 2007 年） など。

柏原　洋太 （かしわばら ・ ひろたか）

千葉県文書館行政文書資料課 ・ 副主査 （専門職）。 1986 年生まれ （神奈川県座間市出身）。

専門 ： 日本近代史、 行政史、 記録管理史。

国立公文書館アジア歴史資料センター、 日本銀行金融研究所アーカイブを経て現職。 史料レスキューについては、 ほとんど経験がないた

め、 しっかりと勉強していきたい。 主な論文に 「明治初期の地方官の権限と地方税」 （『日本歴史』 793、 2014 年）、 「二代目県令船越

衛による県庁機構の整備について」 （『千葉史学』 78、 2021 年） など。

第2セッション ：資料ネット活動をとりまく諸活動 プロフィール情報は、 2024 年 2 月時点の情報です
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添田　仁 （そえだ ・ ひとし）

茨城大学 ・ 教授。 1976 年、 広島県三原市生まれ。

専門 ： 日本近世史。

神戸大学大学院人文学研究科助教などを経て現職。 茨城史料ネット事務局長として、 大学生とともに地域歴史資料の保存 ・ 継承に向け

た取り組みを進めている。 主な著書に 『長崎 東西文化交渉史の舞台』 （共著、 勉誠出版、 2013 年）、 『地域文化の可能性』 （共著、

勉誠出版、 2022 年） など。

佐藤　有 （さとう ・ ゆう）

群馬県立歴史博物館 ・ 学芸員。 1979 年東京都生まれ。

専門 ： 日本近代史、 博物館学。

群馬県企画部世界遺産課などを経て現職。 群馬歴史資料継承ネットワーク運営委員、 群馬県立女子大学非常勤講師。 最近は歴史的な

構造物が近代社会の中でどのように価値づけられてきたのかについて調べている。 主な著書に 『近代日本成立期の研究 （地域編）』 （松

尾正人編・分担執筆、 岩田書院、 2018 年）、 『群馬の歴史資料を未来へ』 （分担執筆、 群馬歴史文化遺産発掘・活用・発信実行委員会、

2021 年） など。

小野寺　華子 （おのでら ・ はなこ）

千葉大学大学院人文公共学府博士前期課程所属。 1999 年岩手県盛岡市生まれ。

専門 ： 日本近世史。

様々な史料整理補助の経験を経て資料保存について関心を持ち始め、 2021 年度より千葉資料救済ネットの活動に参加している。 大学

院ではデジタル・ヒューマニティーズ （人文情報学） についても学んでおり、歴史分野におけるデジタル技術の利用について勉強中である。

作間　亮哉 （さくま ・ かつや）

那須資料ネット／那須歴史探訪館学芸員。 1993 年宮城県仙台市生まれ。

専門 ： 日本近現代史。

那須資料ネットで事務局長を務める。 交代寄合旗本、 栃木県の戦中～戦後、 那須町出身の中国通ジャーナリスト松本鎗吉 ・ 神田正雄に

ついて関心を持つ。 「大田原市の戦争モニュメント―日露戦争以降を事例として―」 （『大田原市史研究』 3、 2023 年） など。

福田　博晃 （ふくだ ・ ひろあき）

日光市教育委員会事務局文化財課歴史民俗資料館 ・ 二宮尊徳記念館　主任。 1995 年栃木県日光市生まれ。

専門 ： 日本近世史。

信州大学人文学部卒業後、 日光市へ入庁。 市内に残る古文書の整理 ・ 調査などの業務を行なっている。 令和 5 年度日光市歴史民俗資

料館テーマ展 「高徳藩―日本で最後にできた藩―」 を担当した。

第3セッション ：資料保存 ・継承の現場 プロフィール情報は、 2024 年 2 月時点の情報です
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三上　喜孝 （みかみ ・ よしたか）

国立歴史民俗博物館 ・ 教授／人間文化研究機構 ・ ネットワーク型基幹研究プロジェクト 「歴史文化資料保全の大学 ･ 共同利用機関ネッ

トワーク事業」 事業代表者／山形歴史文化遺産防災ネットワーク ( 山形ネット ) 世話人。 1969 年東京都府中市生まれ。

専門 ： 日本古代史。

山形県立米沢女子短期大学、 山形大学を経て現職。 主な著書 『日本古代の貨幣と社会』 『日本古代の文字と地方社会』 『落書きに歴史

をよむ』 （いずれも吉川弘文館） 『Jr. 日本の歴史 2　都と地方のくらし』 （藤森健太郎氏との共著、 小学館） 『天皇はなぜ紙幣に描かれ

ないのか』 （小学館）

総合討論 ：首都圏地域における資料保存 ・継承の可能性 プロフィール情報は、 2024 年 2 月時点の情報です
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武内　義明 （たけうち ・ よしあき）

そうま歴史資料保存ネットワーク／福島県立相馬高等学校講師。 1957 年、 福島県相馬市生まれ。

県立高校の国語の教員として福島県内で勤務したのちに、 常勤講師として勤務。 東日本大震災、 2021 ・ 2022 年と続いた宮城 ・ 福島

県沖地震によって歴史ある相馬の文化財が被害を受けている状況を受けて活動を立ち上げました。 民間の任意団体としてスタートし 2 年

目です。 宮城ネット、 ふくしまネットのご指導を受けながら活動を行っています。

鈴木　龍郎 （すずき ・ たつろう）

そうま歴史資料保存ネットワーク代表／日本画家。 1952 年福島県相馬市に生まれる。

東京芸術大学美術学部入学、 東京芸術大学大学院修了、 工藤工人に師事。 銀座 ・ 六本木等で毎年個展開催、 福島県展審査員。

2011 年～ 21 年　東日本大震災チャリティー展 「遙か彼方は相馬の空に」。 2018 年在日ウクライナ大使館 「チェルノブイリと福島に捧げ

る 2 人展」。

海野　貴之 （うみの ・ たかゆき）

茨城文化財 ・ 歴史資料救済 ・ 保全ネットワーク／茨城大学大学院人文社会科学研究科人文科学専攻。 2000 年、 茨城県生まれ。

専門は日本近現代史。 学部 2 年次から史料ネットの活動に参加し、 今年度からは事務局員を務めております。 現在は土浦市の近現代

文書群と 2023 年台風 13 号で被災した学校関係資料の整理作業をしています。 研究ではアジア ・ 太平洋戦争期の宣伝戦について調

査しています。

堀野　周平 （ほりの ・ しゅうへい）

とちぎ歴史資料ネットワーク運営委員／鹿沼市教育委員会事務局文化課主任主事。 1988 年千葉県生まれ。

流山市、 千葉県での勤務を経て 2014 年より現職。 専門は日本近世 ・ 近代史。 文化財保護行政の一環として地域に残る未指定の民間

所在資料の調査 ・ 保存と活用をおこなっています。 令和元年東日本台風の際は、 被災した小学校資料のレスキューを実施しました。

阿部　浩一 （あべ ・ こういち）

ふくしま歴史資料保存ネットワーク代表、 そうま歴史資料保存ネットワーク幹事／福島大学行政政策学類教授。 1967 年生まれ。

専門は日本中世史。 著書に 『戦国期の徳政と地域社会』 （吉川弘文館、 2001 年）、 編著書に 『ふくしま再生と歴史 ・ 文化遺産』 （山川

出版社、 2013 年）、 論文に 「ふくしまの現場から振り返る 11 年―できたこと、 できなかったこと―」 （『史学』 92 巻 1・2 号、 2023 年）。

植松　暁彦 （うえまつ ・ あきひこ）

山形県文化遺産防災ネットワーク世話人／ （公財） 山形県埋蔵文化財センター。 1968 年山形県生まれ。

専門は日本考古学。 2008 年結成の同ネットワークに参加。 2011 年東日本大震災で隣県の文化財レスキューに同センター有志で従事。

2015 ・ 16 年に復興調査で （公財） 福島県文化振興財団に出向。 論文に 「山形県酒田市飛島西海岸製塩遺跡の考古学的調査―古代

製塩遺跡と古津波堆積物 Ts1 ・ 2」 （『東北歴史博物館研究紀要 21 号』 2020 年。 共著）。

川内　淳史 （かわうち ・ あつし）

NPO 法人宮城歴史資料保全ネットワーク事務局長／あおもり資料ネットワーク準備会。 1980 年青森市生まれ。

東北大学災害科学国際研究所准教授。 歴史資料ネットワーク運営委員、 事務局長、 副代表を経て、 2021 年より宮城資料ネット事務局

長。 今回は 「あおもり資料ネットワーク準備会」 として参加します。 2022 年 8 月豪雨を経験した青森県では、 県内の関係者により資料

ネット設立に向けた準備を進められています。 いずれ青森でも全国集会を開催できれば！

ポスターセッション発表者　プロフィール プロフィール情報は、 2024 年 2 月時点の情報です



108

金井　忠夫 （かない ・ ただお）

那須資料ネット代表。 1954 年、 埼玉県生まれ。 専門は日本近代史 ・ 民俗学。

「市民を主体とした那須資料ネットの発足」 ( 『群馬の歴史資料を未来へ―歴史資料ネットワーク事始め―』 2022 年 )。 2020 年に栃

木県の那須地区 3 市 2 町 ( 那須町 ・ 那須塩原市 ・ 大田原市 ・ 那珂川町 ・ 那須烏山市 ) をコアフィールドとする地域型の資料ネットを

立ち上げる。 市町村単位で分散保全を想定し、 レスキュー ・ 保全の分散管理を構築している。 併せて、 市民が地域の歴史文化資料の保

全を担うという構図を描く。

井坂　優斗 （いさか ・ ゆうと）

群馬歴史資料継承ネットワーク運営委員／館林市史編さんセンター主事 （学芸員）。 茨城県小美玉市出身。

専門は日本近現代史。2016年より現職。群馬歴史資料継承ネットワークへは2021年の設立時より運営委員として携わる。北関東をフィー

ルドにして文化史の研究をしております。 災害で失われる文化、 生まれる文化についても研究していきたいと考えています。

濵島　実樹 （はましま ・ みき）

千葉資料ネット／早稲田大学大学院教育学研究科博士後期課程／自由民権資料館学芸員。 日本近世史専攻。

学部のときにゼミのみなさんと鹿児島資料ネットの一員として活動したことをきっかけに、 「地域と資料保存 ・ 利活用」 について考えるよう

になりました。 上京してからは、 千葉資料ネットでも勉強させていただいています。

谷　拓馬 （たに ・ たくま）

川崎市市民ミュージアム学芸員。 1992 年、 東京都生まれ。 専門は日本近現代史、 博物館学。

國學院大學大学院を修了後、 2017 年より現職。 当館の被災収蔵品レスキュー活動を続けながら、 アウトリーチ形式での展覧会やワー

クショップ等の学芸業務も行っている。 「技術報告 川崎市市民ミュージアムにおける被災歴史資料のカビ量及び同定検査」 （『川崎市

市民ミュージアム紀要』 第 34 集、 2022 年）、 「川崎市市民ミュージアムのレスキュー状況―歴史資料を中心に―」 （『アーキビスト』

No.97、 2022 年） など。

西村　慎太郎 （にしむら ・ しんたろう）

NPO 法人歴史資料継承機構じゃんぴん代表理事／甲州史料調査会前事務局長。 1974 年、 東京都青梅市生まれ。

専門は歴史学 ・ アーカイブズ学。 主な編著書は 『大字誌両竹』 1 ～ 5 （蕃山房、 2019 年～ 2023 年。 泉田邦彦共編）、 『「大字誌浪

江町権現堂」 のススメ』 1 ・ 2 （いりの舎、 2021 年 ・ 2023 年） ほか。

原　直史 （はら ・ なおふみ）

新潟歴史資料救済ネットワーク事務局長／新潟大学人文学部教授。 1962 年東京都生まれ。

専門分野は日本近世史。 2004 年の新潟県中越地震に際して結成された新潟歴史資料救済ネットワークの事務局員を当初から勤め、

2019 年より事務局長。 ボランティア史料調査団体 「房総史料調査会」 「越佐歴史資料調査会」 の立ち上げにそれぞれ関わり、 現在後

者の世話人としても活動中。

原田　和彦 （はらだ ・ かずひこ）

信州資料ネット／長野市立博物館。

現在、 長野市立博物館に勤務しています。 令和元年に発生した洪水により水損した多くの資料を、 地元ボランティアの皆さんと緊急処置

を進めています。 松代藩政を中心に勉強しています。 学生時代は、 日本古代史 （平安時代） を研究してきました。
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田中　博久 （たなか ・ ひろひさ）

東海歴史資料保全ネットワーク／愛知大学綜合郷土研究所研究員。 1987 年、 愛知県豊川市生まれ。

専門は日本近世史。 愛知大学綜合郷土研究所で古文書整理 ・ 目録刊行に従事する傍ら、 岐阜市歴史博物館での史料調査にも参加し、

地域史料を整理する楽しさを日々実感しています。 他にも三河 ・ 遠州地域を中心に、 鍼灸や農業にも携わりながら、 地域に眠る古文書

が今まで以上に身近な存在になってもらえるように、 地域の人たちとの出会いを大切にしています。

仲田　侑加 （なかた ・ ゆか）

歴史資料ネットワーク運営委員／甲南大学非常勤講師。 1990 年、 大阪府生まれ。

専門は日本近世史。 2017 年から歴史資料ネットワークの活動に参加し、 現在は東日本大震災や 2018 年台風 21 号により被災した史

料の整理作業をボランティアの方々とともに行っております。

戸部　愛菜 （とべ ・ あいな）

歴史資料ネットワーク事務局員。 1998 年、 神奈川県生まれ。

専門は日本近現代史。 昨年度修士課程を修了し、 現在は自治体の防災部局で勤務しています。 研究では、 一方では近代の神戸市域の

開発と行政機構の変遷、 もう一方では都市化が進む地域における史跡と歴史の顕彰などを追いながら、 震災資料など現在の史料保全に

も関心を持っています。

橋本　唯子 （はしもと ・ ゆいこ）

歴史資料保全ネット ・ わかやま代表／和歌山大学教育機構教養教育部門准教授。

学芸員養成課程の講義を多く担当。 石川県金沢市生まれ。 共著 『わかやまを学ぶ』 （清文堂出版、 2017）、 共著 『世界史とつながる

日本史　紀伊半島からの視座』 （ミネルヴァ書房、 2018） などがある。

板垣　貴志 （いたがき ・ たかし）

山陰歴史資料ネットワーク／島根大学法文学部准教授。 1978 年、 島根県出雲市生まれ。

専門は日本近現代史。 神戸の史料ネット活動に参加して学び培ったものを、 山陰で応用しています。 最近は、 地域に残されてきた民間

所在の近現代資料の調査 ・ 研究を住民参加で取り組んでいます。 遊び心のある資料保存活動を目指しています。

松岡　弘之 （まつおか ・ ひろゆき）

岡山史料ネット事務局長／岡山大学文学部准教授。 1976 年、 広島県福山市生まれ。

専門は日本近現代史。 基礎自治体での市史編纂・文書館勤務を経て 2020 年より現職。 認証アーキビスト。 西日本豪雨の際にレスキュー

された資料の修復を少しずつ進めているところですが、 このたびの能登半島地震について岡山からどういったご恩返しができるか考えて

いるところです。

西向　宏介 （にしむかい ・ こうすけ）

広島歴史資料ネットワーク／広島県立文書館。 兵庫県姫路市生まれ。

2018 年西日本豪雨災害時に、 広島県立文書館で文書レスキューを行い、 再組織された広島歴史資料ネットワークと共に被災文書の保

全活動に従事してきました。 2023 年度からは文書館ボランティアの活動を開始し、 収蔵文書の整理を中心に様々な取り組みを行ってい

ます。
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下向井　祐子 （しもむかい ・ ゆうこ）

広島歴史資料ネットワーク／広島県立文書館。 広島県呉市生まれ。

2018 年西日本豪雨で被災した文書の保全活動に従事し、応急処置後の被災文書の整理と保存なども担当。 今年度は、文書館ボランティ

アの皆さんと一緒に、 古文書の整理や被災した屏風の下張り文書の剥離作業などに取り組んでいます。

胡　光 （えべす ・ ひかる）

愛媛資料ネット代表／愛媛大学法文学部教授／四国遍路 ・ 世界の巡礼研究センター長。

西日本豪雨から救出した宇和島市内の文書の修復 ・ 整理を終え、 現在は、 愛媛県内から大学に持ち込まれた大名家 ・ 庄屋家 ・ 寺院文

書の整理を学生たちとともに行っています。 県内各地に残る埋もれた資料情報の把握を、 愛媛県教育委員会とも協力しながら進めようと

していますが、 震災の様子を見るたびに急務であることを実感します。

望月　良親 （もちづき ・ よしちか）

高知地域資料保存ネットワーク／高知大学教育学部講師。 1981 年、 山梨県生まれ。

専門は日本近世史。 高知に職を得て、 6 年が経とうとしています。 高知資料ネットにおける活動以外にも、 高知県の学校資料を考える会

にも参加し、 地域資料の保存活動に取り組んでいます。 最近は、 高知における戦後の歴史資料所在調査や保存活動についても調べてい

ます。

籾木　郁朗 （もみき ・ いくろう）

宮崎歴史資料ネットワーク副代表／宮崎公立大学非常勤講師。 1961 年、 宮崎県宮崎市生まれ。

専門は日本近代史。 宮崎県史をはじめ自治体史の編さんに関わりながら、 南九州を対象とした地方政治の研究を進めています。 2005 

年の台風 14 号災害を契機に歴史資料ネットワークの指導を仰ぎ、 仲間たちとともに宮崎歴史資料ネットワークを立ち上げました。 県文化

財課や博物館に勤務し文化財行政に関わった経験を活かし、 鹿児島歴史資料防災ネットワークとともに、 南九州各地の資料保全活動等

を通じて、 地域資料の防災 ・ 減災、 保存 ・ 活用に取り組んでいます。

福田　泰典 （ふくだ ・ やすのり）

宮崎歴史資料ネットワーク／宮崎市立瓜生野小学校校長。 1964 年、 宮崎県宮崎市生まれ。

1986 年に公立学校教員として採用され、 その後 1998 年から 2016 年まで埋蔵文化財、 博物館、 図書館などで文化財行政に携わりま

した。 宮崎歴史資料ネットワークの一員として、 これまでの経験を生かしながら被災資料のレスキュー作業等に当たっています。

川畑　舞桜 （かわばた ・ まお）

所属 : 鹿児島歴史資料防災ネットワーク／鹿児島大学教育学部 4 年。

大学では日本史ゼミに所属し、 近世史を中心に学んできました。 卒業後は県庁職員として、 資料保存活動に携わっていけたらと考えてお

ります。
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第 10 回全国史料ネット研究交流集会実行委員会

委員長 ： 久留島浩 （千葉歴史 ・ 自然資料救済ネットワーク共同代表）

委 員 ： 小関悠一郎 （千葉歴史 ・ 自然資料救済ネットワーク共同代表）

委 員 ： 檜皮瑞樹 （千葉歴史 ・ 自然資料救済ネットワーク共同代表）

委 員 ： 鈴木凜 （千葉歴史 ・ 自然資料救済ネットワーク）

委 員 ： 濱島実樹 （千葉歴史 ・ 自然資料救済ネットワーク）

委 員 ： 高橋修 （茨城文化財 ・ 歴史資料救済 ・ 保全ネットワーク代表）

委 員 ： 白井哲哉 （茨城文化財 ・ 歴史資料救済 ・ 保全ネットワーク）

委 員 ： 佐々木啓 （茨城文化財 ・ 歴史資料救済 ・ 保全ネットワーク）

委 員 ： 添田仁 （茨城文化財 ・ 歴史資料救済 ・ 保全ネットワーク）

委 員 ： 簗瀬大輔 （群馬歴史資料継承ネットワーク代表）

委 員 ： 森田真一 （群馬歴史資料継承ネットワーク）

委 員 ： 佐藤有 （群馬歴史資料継承ネットワーク）

委 員 ： 小島圭 （群馬歴史資料継承ネットワーク）

委 員 ： 長谷川明則 （群馬歴史資料継承ネットワーク）

委 員 ： 高山慶子 （とちぎ歴史資料ネットワーク代表）

委 員 ： 大山恒 （とちぎ歴史資料ネットワーク）

委 員 ： 福田博晃 （とちぎ歴史資料ネットワーク）

委 員 ： 坂本菜月 （那須資料ネット）

委 員 ： 大田原未華 （那須資料ネット）

委 員 ： 山内れい （那須資料ネット）

委 員 ： 西村慎太郎 （NPO 法人歴史資料継承機構じゃんぴん代表理事）

委 員 ： 岡村龍男 （NPO 法人歴史資料継承機構じゃんぴん）

委 員 ： 西口正隆 （NPO 法人歴史資料継承機構じゃんぴん）

監 事 ： 作間亮哉 （那須資料ネット）
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